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ウレタン建材の兼「I .I51141T4 
二液型ウレタンシーリング材 S-MCG- - A刊 

引JオキーHv6 
－ 豆聖－ ' L タン／・ーリング材 sM ひI A-N 

ミリオネートョーブ 
●接着性にすぐれています 

’耐久性にすぐれています 

’施工性にすぐれています 

’復元性にすぐれています 
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①保土谷建材工業株式会社 大 阪 06(203)4651 

名古屋052(231)7225 

札 幌011 (261)7789 

Ti 05 東京都港区浜松町1 -18 -14 容 03 (437)9471 福 岡092 (721) 0316 

業界をリードする

ボンド建築用シール材 
●ボンドコーキング 

（油性系コーキング材） 

●ボンドシールパテ 

（ブチルゴム系シーリング材） 

●ボンドコークホワイト 
（アクリル系シーリング材） 

●ボンドUシール 

（ポリウレタン系シーリング材） 

●ボンドシール＃10 

（ポリサルフアイド系シーリング材） 

●ボンドシリコンコーク 

（シリコーン系シーリング材） 

回コニシ株式会社 
本 社 〒54~大 阪 市 東 区 道 修 町 2 - 6 合 06-228 -296I 

営業所 〒~03 東京都中央区日本橋室町4 一5（近三ビル） 803-245 -6953 

札幌（廿川ト26ト252り・仙台（廿0222-95-3176）・静岡（丑0542-55-引3り,名古屋（丑052- 563 一引7り 

金沢（廿0762-23-I565）・広島（合0822 -94 -88~リ・椙岡（廿092- 55 I -I 76り 

接着剤の明日を創る 
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※専用注入器具、「ボン ドコ ーキングガン」 

「ボン ドカートリ ノジガン」があリます。 



今、建築界に新時代を拓く、弾性シリコーンシーリング材 
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シリコーココーうコト 
新登場 SH790 新登場 

5H790 建築・土木用ンーラント 
(1）使いやすく信頼性の高いー液型 

・・液型ですから混合する手間がいりません。製品はすぺて管理 

された工場で七,くられますので、品質にムラがなく、安心して 

ご使用いただきます。 

(2)長期保存が可能な新包装 

プラスチックフイノレム（内装）とアルミラミネートフイルム（外装） 

のニ重包装により、長期保存が”「能となりにかも作業能率の 

向上や廃棄物の減少等多くの利点が生まれました。 

(3）優れた迫従性と抜群の耐久性。 

新JIS A 5758のために開発した低モジュラス・高伸度のシー 

リング材です。激しい動きの目地シールに最適です。 建築・ 
、、、 f二木用途に広くこ’使用いた1ごけます。 

製 

トーし・コリコーン株武会社 
TEL '"－糾2- 1551代表罵車‘中央“日木幡重町2 -8（三井ヒル6 号“】 

TEL '"-m1251代轟A航市北F乏田1丁ロト‘‘臣●クーミナルヒル鍋】 

TEL .882,883-3951代轟名古屋市中94区名駅3 -25-9【．内ヒル●●） 

TEL明7.712-m‘代表咽市中央区天神2 -13-I【福叫長，ヒル5馴 

TEL・0222哩1-，●加代豊仙白市－●町24・加（観3日＊オフ‘スヒル9"1 

TEL' 05”岡●・7011代表広島市大早町2 -1 - In（広島＝井七ル‘●） 

TEL '0782.33 1585代血金 沢 市 片 町 2 1・ISl北’ヒル3"I 

TEL' 0130.22-5743代義市 線 市 l 1* ， 岸 7 - 2 

TEL 'OIl. 23 I ”引代‘札椎市中央●北上最西’ート4,北三鼠三井ヒル●“) 
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U's cj 、許可番号 建築用油性コーキンク材 

、d~JAJ”ー1% a a 
A りIりl v /r 弟JI39Ul ニ液性ウレタン 

その州3防水材 

⑨サJi-J1iコーキコり 
建築用充填材の綜合メ・ー力ー 

株式会社服部商店淀工場 
エ 場 京都市伏見区淀美豆町705番地 

T E L075(631) 3128 

本 社 名古屋市中区丸ノ内2丁目18- 1 

T E L052 (221) 9461 

S0N 予 

ソニーシーラントは、弾性にすぐれた 
強力シーリング材です。合成ゴムと合 
成樹脂を主成分とし、パーフェクトな 
までの接着力と保持力を完成しました。 
建築・車両・船舶・航空機・化学工業 
など、あらゆる産業のカゲの力として 
活躍しています。 

高性能シーリング材 

幅広いニース’にお応えする豊富な品揃え。 

●車両、バス、ト’ック、トレー’ーノぐン、コンテナ 
ーなどの各種接合部のシールに． 

プチル・L6004AI 
●憲サッシと皿、トレー●ーバン、コンテナー、冷 

j東ケース、トタン・スレート屋根の繊目などの接 
合シールに． 

ブチJI L6005AI 
●エ場や住宅の各捏屋根、盟など、内外襲の接合シ 
ールに． 

1液型ウレタン・L6500 
●ALC板、PC板、モルタル鵬品、コンクリート製品 

の目地シールに． 

アクリル・L6400 
●ガ●スをはじめ金属、木材、タイノレ、 プラステッ 
クなどの接合シールに． 

シリ．コン・L6301 
．金属のジ．イント、ガラスグレイジング、サッシ 

コーナー、プ●スチツクや木、コンクリートなど 
のシールに． 

ブチルテープ・R5001 
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大阪営桑所廿(06)363・2071- 3 

垂f 

」い－ -－』ニ二一－A二叱 

ソニーケミカル株式会社 
本社 〒103 東京都中央区日本橋宣町ト6 

ft(03)279-044Itf 

名古屋曽業所＝(052)937－騎91-2 
福岡出張所廿(092)731 1077 
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非ノ．，一“ー 
貝1土刀也 エ 東日本シーリングエ事業協同組合員 

東京都知事許可（般-52）第11083号 

完全な防水とは、優秀な施工技術がなくてはなりません。当社 

では長年の経験と、数多くの実績で皆さまの信頼にお答えして 
おります。 I 
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防水部 

各種シーI-)ング工事 
各種ウレタン防水工事 
工ポキシ樹脂注入 

,
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建装部 

室内装飾設計施工 

各種建築営繕工事 

ダさ大ー工業株式会社 
~ 東 京 都 新宿 区 西 新 宿 5 一 6 2 

電 話 03 (3 73 ) 4 6 3 0 （代） 



それが信頼をつくります 
ング業界のリーダ 

シーリング材の草分けであるエービ 

ーシー商会は、JI S商品の製造販売 

など常に品質重視の姿勢を貫ぬいて 

まいりました。 

ポリサルフアイド系シーリング材 

手オコーク⑨ 
(uls認定品） 

ウレタン系シーリング材 

A 鵬に。コーキン夢”ウレタン 歪編に直コーキンク“・ケレダ’ン麟 
（ニ成分型） （一成分型） 

シリコーン系シーリング材 

A日C -‘シリコーン12（ニ成分型）A日C コーキンク、、(uls認定品） 

ABC商会では、使用目的に応じて 

各種シーリング材を用意しており 

ます。用途に合わせてお選びくだ 

さい。 （株A日亡要TEL ~3器鷲1T2 -12--141 1 1 ( ) 

rl唾ー，」」Lll 、 、1、万，エエ 
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●建築用ポリサルファイド系 

PS -2000 

' ’土*,jU)PS-龍77-f00ド系

- '1夏 a郵叢i66ア 
複層ガラス用ポIJ・サルフアイド系 

PS -5000 

．建築用ボリウレタン系 

U - 2000 

．建築用変性シリコン系 

MS -3000 
、雌 二畿‘ 

●ガラスパテ第I ，重 

赤ベル印パテ 

．ガラスパテ第2 種 

ソフ トノぐテ 

r 沸斎●蛮！電幽繊畢m 守‘ 

．アクリルコーキング材 

アクリJレコー 
~ 

．油性コーキング材 

グレンコ ト 

．ポリウレタン系防水材 

モJレミンノ 

ェポキシ系注入材・防水材 

エポセット 

〇ゲて7、化王株式会社 
本 社 大阪市東淀川区下新庄3丁目~ ~番28号 TEL 06(328)1 18 

営業所 東京都港区新橋6 -10-3（遠江ビル） -rEL 03(431)9358 

、 



シーリング”材のことなら・・・ 

東京化成品営業所 
〒 250 東京都渋谷区道玄坂2 - 10- 7 新大宗ビル10階 
名古屋化成品営業所 
〒461 名 古 屋 市 東 区 矢 田 町 8 一 2 0 

7 
●建築・土ジ木用 
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クーミコ・ーク 

（皮膜‘~生油性コーキング材） 

セカイチョーシーラーRB 

（溶剤型ブチルゴム系） 

セカイチョーシーラーEA 

ノ ~成分、形アクリルエマル、 

、ジョン系 ノ 

セカイチョーシーラーPu 

(2 成分形ポリウレタン系） 

セカイチョーシーラーMS 

l2 成分形変成シリコーン、 
、系 ノ 

セカイチョーシーラーTH 

I2 成分形ポリサルファイ、 
、ド系 ノ 

セカイチョーシ・ーラーSI 

ノ I・ 2成分形シリコーン・、 
、系 ノ 
セカイチョーシーラーV 

（フーチルココ、系成型） 

エノくトーン 

I スボンデf・フ’チルゴム複、 
、合成型シーI)ング材 ノ 

1「 

宣夢f：整・： 一下 

（施工例 ェバーグリーン淀川） 

●エ業用 
J令 j議 J車 ダストシーラー・断熱シーラー・ホットメルトシーラー 

空 調 機 器 熱伝導シーラー・断熱シーラー・ホットメルトシーラー 

プレハプ・ハウス ベルトシーラー・シリコンシーラー・ブチルシーラー 

舶 ベルトシーラー・ボリサルファイドシーラー 

の 他 あらゆるエ業品で、目地の充士員、空隙の充填の必要な個Wi 

船
 
そ
 

●防水関連 
マグネトーン（非加硫ブチルココ、系定尺防水シート：住宅浴室内壁やベランダに） 

ツーバイテープ（非加硫プチルゴム系複合テープ：住宅サッシ廻り、パネル目地 

屋根防水に） 

面瓢 
妙 世界長株式会社 

本社・化成品本部 
〒663 兵 庫 県 西 宮 市 津 門 大 筒 町 8 1 3 9 T E L 0798(35)1741 

TEL 03(462)5161 

T E L052(722)3301 

I11台出張所 

〒980 仙台市大町I 一 1 一 30 新仙台ピル 3階 T E L 0222(61)6732 



野口興産株式会社 

荒JflVPq II ' W5-7-6 TEl. 03(806) 017511b 翻 防水シーリング材卸業 
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確実なシーリングエ事 
東日本シーリングエ事業協同組合員 

都知事許可（般-52）第1 9573 号 
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責任施工とは、材米斗の確実 

』 な選定から、被着体との関 

1 係を見きわめ真険な態度て了 

"‘ ニI二事を行うことと考えてお 
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三矢興産株式会社 

,

－

 

・・ 

〒142 東京都品川区戸越3 -11一6 (K&M ビノlノ＼ 

if 03(787)036 o(代表) 
コ製レハ嘱る リノク：●勤寸 



鬱屋上防水工事1 付亡 
一hI 。一，“ーLI「ー＝肴i 肥 
’外壁切ijc上事「．r 
-、 I I、 、-，.,，ー，七－ .JI_ 
0ンーリノソ上事丿 

東日本建設防水協同組合員 

東日本シーリングエ事業協同組合員 

ゴムアスフアルト防水工事業協同組合員 

全日本プレハブ建築防水協会会員 

東京都知事許可般53第36279号 
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4 株式会社ンツ 7 取締役社長出水秀夫 
~ 東京都渋谷区代々木1 -28- 1 

TEL 03 (370) 0 1 2 1 (代) 
~ 

あらゆるシーリング工事は当社に 

お任せ下さい0 
いくら材料がよくても、よい施工が 
なされなければいけません。当社で 

は数多くの実績を誇っております。 

1j . 

－責任施エ■ 
●住友スリーエム施工代理店 
●ョコハマゴム 

0 信越化学 
●東芝シリコーン 

●その他建築特殊硝子 

ル 
本 社 仙台市扇町~-3 -6 0222（代）(94)6662 

盛岡出張所 盛岡市安倍館町I2-43 0196（代）(45) 2283 

ガ 
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ーザーの信頼にこたえる実績 

サータイト＃1000 アクリル弾性吹付材 
トップシーラーU2 ウレタン系2液シーリング材 

トップシーラー＃5000 アクリル系シーリング材 

トップシーラー＃5000 N 凍結防止アクリル系シーリング材 

トップシーラー成形品 ブチル系成形シーリング材 

トップシーラー＃30 ブチル系1液シーリング材 

ペトラテープ 防蝕テープ 

山内ゴム工業株式会社 
本社・大阪営業所 枚 方 市 招 提 田 近 2 丁 目 7 番 地 

東 京 営 業 所 東京都中央区八重洲1丁目4 番21号（共同ビル） 

名古屋営業所 名古屋市中村区名駅4丁目2番船号（名古屋第2埼玉ビル） 

仙 台 出 張 所 仙台市中央4 丁 目10 - 14（エノトセーフビル） 

松 山 出 張 所 松山市三番町5 丁目13番l0 号（第2加藤ビル） 

金 沢 駐 在 所 石川県金沢市進和町13 番地2 （城西会館） 

九 州 出 張 所 福岡市博多区博多駅前3丁目2番8号（住友生命博多ビル内） 

工 場 枚 方・鹿 沼 

5= 573 

〒103 

5=450 

〒980 

〒790 

〒921 

〒810 

電話0720-56-1131 

電話03-273一1871 

電話052-561一5401 

電話0222-67一5625 

電話0899一33-5091 

電話0762-91- 1050 

電話j092-473-1647 

I 
No.l000 級 
No.3000 級 
No.4000 級 
No.5 0 00 級 

特殊建材 
V ストップ ： 無収縮性急結止水セメント 

波型止水板 ： 無機質粗粒面波型止水板 

梦 
i由『陛コーキング 

―液性プチール系 

謙麟I)=!'')乾多舞ト系 鍵議曹 
ー】雁I隆アクリル糸 

唇「I、イ曹騒鬱為 
（ノンタール系可金月童B肴フk大ナ、 

株式会社ハイケ三虎ル 

本 社 東京都品川区荏原7 丁目 7 番17号 
費 (03) 781一9984（代,〒142 

786-0165 ' 3393 
平塚工場 神奈川県平塚市四の宮中島2736 1 2 

費 (0463)21-2950 ' 2674 〒 254 

－十J 

混， 
」尋 

響I 寧
 ）一 

奉ミ 

鷺 
I事 

量 懿
 

f 
違 
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施工のことなら 

各種コーキング施工、 ウレタン防水施工 

発泡ウレタン施エ 

山 

函館市榎本町14番1号 
TE L (0138)57-1870 

シーリング工事 

ウレタン塗膜防水工事 

特殊I応用防水工事 

技術と 

信用で 

応える 

博
）
眠
■
 

き雄 
.4 

‘い」・ 
i
礼1 

，ら 

も
 ぐぎ着 観 

東京都知事許可（般-53）第33027号 

細田工業株式会社 
代表取締役 細 田 直 司 

東京都港区芝大門2 一1 -8 

〒105 電話03 (432 ) 8731（代） 
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一度使ってみて下さい、品質施工性とも 
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二掌こここ二舞と；なミに 
事算毒さミー旭篇にで叫に 

亡, II' ' 
'1' I 

I IUIfIJIIIIII j 'g t 

1 ~ 

鷲
 「＝」」＝一 

~二！＝ーえ1二 

ー一年 

難 

1
叫二一，4 

”自コこ円一＝一 
-~A 

~二 

~＋ 

ー一一11，ー、魂 

蕪蔓ミ三嚢三 二に】 

- － 、」→“ 」 

篇 
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ニプ”ー一－一4~，+ 
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2 ; f , ,7・No. 500（変成シリコーン系） 

7 ; qy チNo .300（ポリサルフアイド系） 

7 ;ずンシプ・No. 200（ポリウレタン系） 

◎日本添加剤工業株式会社 
営 業 部 東 京 都 板 橋 区 前 野 町 1 の 21 - 5 電話（965) 5 7 3 1（代） 
大 阪 支 店 大阪市西区江戸堀 1 の5 -15 （日々会館ビル内） 電話(443) 623 1 -3 
名古屋支店 名占屋市巾村区太閣通2 の4b（フタバビル3 F ) 電話(451) 6508 '8632 
本 社 工 場 束 京 都 板 橋 区 前 野 町 1 の 21 - 5 電話（960 ) s6 2 1 - 6 
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製鉄化学の建築用シリコーン製品 
のrか讐 

コYJQか3コト 
嚇「 
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シーI)ング材（シリコーン系） 

酢酸型、無酸型一液タイフP 

タト壁ジョイン’トシーリング 

ガラス、サッシ廻Lり 

製鉄化学工業株式会社 

浸透型吹イ寸塗布撥水剤 

住まいの保護・美観保持にi耐 

アルカリ性、耐候性が優れ通 

気性のシリコーン系// 
シリコーン営業グループ 

大阪市東区北浜5 丁目22 番地（新住友ビル第2号館） 
丑（06)220- 8 5 6 0 番（ダイヤルインj 
東京シリコーン営業グループ 

」tり渚0 1-代田区九I一殳北1丁日13番5号（日本地所第 
費（03)230- 8 5 4 6 番（ダイヤルインJ 

ピル12階） 

信頼のトレード 

．●‘讐CA 当 

II コ 1 
S -501 ウレタン系2液シーリング材 

SGーウレタンウレタン系I液シーリング材 

SGーシl-Jコンシリコン系I液シーリング材 
(JIS A-5757 耐久性試験、金属I級相当品） 

の新東洋合成株式倉社 
本 社 大阪市西区西本町2丁目5番19号（ニューオカザキバシビル）市ラ550 TEL . (06)541-1931(代) 

東京営業所 東京都荒川区西尾久 4 - 8 - 10 （富士ビル）遍,116 TEL . (03)800-4801 (代) 

福岡営業所 福岡市西区樋井川3 丁目 6 -- i（グリーンビル） ．引5 TEL . (092)561-1 175 

エ 場 堺 市 築 港 新 町 3 1 2 7 曇592 T E L. (0722) 44-7631 (代) 



優れた性能・使いやすさに威力を発揮する 

シ力7レックス血 
ポリウレタン・I 液型 

時間を大切に使いましょう 

●I液ですから混合の手 

間がありません。 

●常に均一の品質を持つ 

た材料が得られます。 

●優れた接着力を持ち半 

永久的にゴム弾性を有 

します。 

性能の良さは、豊富な施工実績が 

示しています。 

建築・土木さらにプレハブ住宅等 

に巾広＜使用されています。 
'
'
 ,

 

’カートリッジ320o0入 り ●15Kg缶入り 

' 5 Kg缶入り 

A 日本昌JプJ，素言t会社 
本 社 〒105 東京都港区新橋4 -- 2 - I ,第20森ビル T E L (03) 436-6031（代表） 

大阪営業所 〒530 大阪市北区野崎町7 -8 ・高橋ビル北10号館 T E L (06) 310 7801（代表） 

名古屋営業所 〒460 名古屋市中区大須4一2 -50・大和ビル T E L (002)261-3401・4361 

富山営業所 〒930 富 山 市 本 町 7 一 7 ・オキタピルT E L(0764 )42-3232（代表） 

札幌営業所 〒060 札幌市中央区北2条西2丁目・加森ビルーl T E L (011)221一6331(代表） 

仙台営業所 〒980 仙台市五橋2 -4 一27・宮城県米ビル T E L(0222)67-2501（代表） 

福岡営業所 〒010 福岡市博多区博多駅前3-191l4 ービーエスピル博多 T E L (092)472一1604 --5 

工 場 〒254 神 奈 川 県 平 塚 市 長 瀞 1 - I T E L (0463)21 -1101（代表） 
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■会長あいさつ，相談役・顧問近況報告 (15) 
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■エ業会1年の歩み （18) 

■55年を展望する－関連業界動向を中心として－ －・一 広報委員会…(20) 

■座談会「欧米におけるシーリング事情」  (43) 

．屋根裏部屋で考えたこと 

ーキシャキチガィ 鶴田 裕‘・・（64) 

◇シーリング業界における資格制度 ◇シーリング材の価格動向 広報委員会（") 

 梅本 禎治(58'！ ◇建築用シーリング材の標準色について 

◇「魅力ある業界を目指そう」  広報委員会（56.) 

 山本 勇（60) ◇「シーリング管理士」に関する規約 （邸〕 
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．建築用シリコーンシーラント 

三星シリコーンシーラント
．建築用ボリサルフアイド系シーラント 

三星シールPS 
．建築用ポリウレタン系シーラント 

三星シールAU 
●木性アクリI'係シーラント 

三星シールAC 
●緯築用油姓コーキング材 

三星コーキン
．ブチルゴム系シーラント 
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三星産業株式会社 
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実績の建築用シーリンク材 
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阪急グランドピJド 

◇YOKOHAMA 
横浜ゴム株式会社ハマタイト事業部 神奈川県平塚市中原上宿900 〒 254 電話平塚0463(32)2700（大代表） 
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80年の課題 

の引き上げの影響が，現実に原料価格に反映してくる今 

年度においては，われわれにとって経営基盤を揺るがす 

までに，影響度を強めてくるものと予想されます。 

そのような原料事情下にあって, '＆〕年， 当工業会に 

課せられた最大の課題は，われわれの最終的な責務であ 

る「シーりング材料の質，量両面よりの安定供給」を果 

たしていくために，生産会社として円滑な再生産を維持 

するに充分な代貨の回収,すなわち，販売価格の適正化 

をいかに具現化するかであると考えております。 

われわれエ業会会員のみでなく，流通段階，施工業を 

合めたシーリングに携わる者すぺてがーー体となって，シ 

ーリングの重要性と原料動向の実態を，顧客業界にこ理 

解いただくことに全精力を停注し，なおかつ顧客に満足 

のいただけるに充分なシーリング機能の向上のために努 

カしてこそ,この課題の達成が可能となると考えます。 

'80年代を安定成長の時代にするためにも，エ業会員 

をはじめ，関連業界の皆様には趣旨を充分理解いただき 

大局的見地よりの堅実なる対応を切望して止みません。 

孤
 

言ソづF：」・轡爨響‘難襲鷺 
日本シーリングI業会 

会 長 

梅 

激動の’70年代の結びの年 

窃fー 
’誉き 内タトともに激しく揺れ動いた 

い，繊“= 1年でありました。 

，イ 
た数次にわたる,大幅な原油 

価格の高騰は，ナフサの暴騰，ひいては諸関連原料の大 

幅な値上りに結びつき,20ドル原油出現以降の原油価格 

‘相麟役，題聞薫涅墾響 
し,城の修理などは相当手がかかり，さらに残存立木の 

処分は，大木であるだけに大工事になった。この空地に 

は，大木が20本近くもあり,草木は繁戊し，砂漠のオア 

シスを思わせたしのだが，半ば消え失せ，寂しさと空し 

さを感じる今口このころである。 

材工一体で 

難局を 

日本シーリングエ業会 

相談役 

‘上し J 

喜 c 
、‘ 

日本シーリングエ業会 

相談役、－、 、 …‘ 

イ
 

“・ 

い・ 

・
 

一 

, 

，憲 

昨年⑩月19ロ，口本列島を縦断した台風は，東京都区 

内にもかなりの被害をもたらした。筆者が40数年住み馴 

れたアパートの南隣りの空地にあるプラタナス， ヤナ 

ギ, イチョウなど高さ15m，周囲（胴回り）1.5m 春度 

の大木の中，数本北向きに横倒しになった。これらの倒 

木は,この空地の南側の隣地との境界にある万代塀に沿 

って，東西に一列に立ち並んでいた。新しい乗用車1台 

もこの倒木の下敷になった。樹齢加年のこの倒木は,地 

中深くひろく根を張っていたが，転倒の際浮き上り，万 

代塀やこれに近接する隣家のタ」壁を持ち上げ, また下水 

管を破壊した。倒木の取り片付け，その根っこの掘り出 

あけましておめでとうこざいます。 

近代建築・土木工事の急速な発展に伴い，各極の防水 

材料ならびにェ法が開発され，かつ施工されております。 

私どものシーりング材も，今や建築には欠くことので 
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麟襲議議舞無蕪議騒覇
きない材料となって参りました。各ビルの窓，あの天に 

もとどくような超高層ビルの窓を見上げてみて驚嘆。よ 

くもあの硝子が落ちないで風雪に堪えている，その偉大 

なる羽料と施工技術が不思議なように思われます。 

また，建築部材の継ぎ手をはじめ，土木の目地への活 

用など私どもの思いもよらない所に,このシーリングが 

使用されております。 

これに思いをいたせば私ども材料メーカーは，決して 

自信のない品質のものを造っては絶対にまかりならな、、 

と思うと同時に，その貴任の重大であることを痛感いた 

します。私どもはお互いに製造倫理を重んじ，大いに自 

信と責任とを持って，研鑽を積み重ね，最良の材料を供 

給するとともに，防水施工業界の指導，育成に努めなけ 

ればなりません。 

また，シ・ーリング防水施工業者である「全防連」の一 

翼を担っておられる日本シーリング工事業協会の方々は 

一層自重して，かねての理想に従い，業界の社会的，経 

済的地位の向上，技術の開発，技能員の確保と資質の向 

上,適正利潤の確保などに励み，同業他団体とも「全防 

連」を通じて友好連繋を保ちながら，協心協力して，親 

睦融和の中に団結を固くし，わが防水業界,建設業界な 

らびに国家社会のために，大いに貢献しなければならな 

いと思います。 

今年，55年度こそ私どもにとって容易ならざる年だと 

思います。誠実と忍耐で大いに精進努力し，共存共栄で 

この難局を乗り切らなければならないと思います。 

した8基材の開発，工業会自体の体質強化など，昨今の 

エ業会の基盤は確立されたものと思います。いよいよ本 

年は’&）年代の1年目に入ります。昨年の原油事情の悪 

化,諸資材の値上りによる製品化の苦労と値上げせざる 

を得ない不本意さ,また，複雑な世界情勢，国内政局の 

不安，ィンプレの増勢など昨年に弓は続きさらに諸事懸 

念され，本年こそという期待に反する活字を羅列せざる 

を得ないと思われます。このときにあたり，工業会はど 

うあるぺきか，私は10数年聞書き続け，言い続けて，目 

新しい資料もつきたきらいはありますが，本年は特に初 

心に戻り，年度事業計画のーつーつを着実に励行し，強 

固な団結以外になく，またシーリング管理士，シーリン 

グ防水技能士などを母体にした施工技術集団のレペルア 

ップが肝要であり，材工一体の強化が総てを制するもの 

と確信します。各会員会社のさらなるこ活躍とこ発展を 

祈ります。 

～、旨”呆り一移獲巣’答 
…常任相談役、‘二譲蕪製 

I 
〈

、

 

事娩 

-I こーり 

， 、ノ 

一昨年，リタイアーして余暇ができたので，建築13年目 

になるわが家の総点検を思いたち，作業を進めていくう 

ち，南面出窓の枠板部に,シロアリの食害を発見した。 

耳では知っていたが， 目のあたりウゴメイテいるのを 

目にしたのは初めて，わが身を蝕まれているような不快 

なショックを受けた。まず「汝の敵を知るべし」と早速 

書店を駈け廻って，ようやく 「白ありと住居」 （工博福 

島正人著）を捜し出した。帰途の車中で読み始め，10頁 

ほど読み進んだところで,シロアリに関するー・般書のほ 

とんど見当らない中で，工博狩野春一著「建築材料」の 

中にわずかながら，シロアリに関する記述があり云々と 

その記述の紹介が目に止った。狩野先生のお名前を発見 

して，急に身近かな思いに駆られ150頁の冊子を一気に 

読破した。その後，数回読み返して，シロアりの種類， 

習性,生態，被害状況，駆除法など，慨博ながら一応の 

'' 

目 

」
 

》
 

J了ネ目談役 

年一回発行のシーリング誌も，すでに今回で17号にな 

り，エ業会発足以来の経過を想うに，多檀多様化に順応 
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知見を得た。シロアリの種類は数百種，わが国にはこの 

中，イエシロアリとヤマトシロアリの食害が大部分を占 

め，気温ま〕”C前後，湿度＆)-'lOO％の暗J3f,住宅の床下 

などで活動，繁殖が活発であり，食害を放置すれば，家 

屋の倒壊にもつながるとある。 

因みにその「食害調査」では,全国住宅の印％以上が 

被害を受けており，また「建築物滅失統計」では,火災 

による全焼住宅のほぼ5倍にも達しておるとのこと，改 

めてその恐しさが身に沁みた。素人の姑息な対応では到 

底駄目と観念，かくなる上は「餅は餅屋に」と決心，急 

きょ専門業者に連絡して，床下全部と家屋周辺に万全の 

処置を施してもらって，一件落着。その他の点検個所に 

異状なく，業者の10年保証を頼りに，ひとまず安住の日 

々である。業者は施工見積の条件として，処置済の部分 

に対しては，10年間無償保証いたしますと，一札を添付 

してきた。防水業界同様，ここにも10年保証の商習があ 

った。シーリング業界でも長期保証の重要課題に直面し 

ている。シーリングの成艮発展のためには「材工一体」 

による真剣な対応が肝腎ではなかろうか。 

●： 

顧禄畠ミ雄況幸蕊 
浮中l.g暮．：海・舜各毒薄可妥ミ；」＄喜」‘li三×，阜岳雪・・産J龍－iI二

その二。8月，中国建築学会の招きで，家内とイト地を 

見せていただいた。50年ほど前1ケ月余り旅行したこと 

もあって，興味は格別であった。長城や天壇の姿は昔な 

がらで，長江の流れも悠々としていた。 「大石死せず」 

の懐いが深かった。 

最後は，7月のJIS A 印認の制定をあげたい．国産コ 

ーキングが出始めてから20数年，こうした材料の将来性 

を思い，客観的立場で規格化の先達を勤め，業界の協力 

発展を願ってきた私には今昔の感が深い。問題点はまだ 

あると思うが,私の出る幕は下りた。心から益々の発展 

を祈り「温故知新」をお忘れなくと中し上げたい。 

】） 

日本人の歩き 

鬻■学fj 難 
東洋大学教授・エ学博士 

, 

」’， 

、 

今，2週間の予定の海外出張の日の朝になってしまっ 

た。ョ・ーロッパへの旅立ちであるが，前回書いた「近頃 

気になること」の中にもふれた「日本人の歩き方」が眼 

にかかる。そこで，前回舌たらずだった所を埋めておこ 

う。それくらい実は私は人の歩行が気になるのである。 

さぞおかしな奴と思われようが，こんな気持は，かなり 

以前からであるが，珍らしくも同じように「日本人の歩 

行」について気になる人があるらしく，ある雑誌上でー 

つ見つかったので想い出して記してみよう。その人の日 

く ①人口密度が高いから ②せっかちに歩く癖がある 

から ③歩く速度がマチマチだから ④どちらへ向って 

いるのか判らない歩き方があるから ⑤人に触れること 

を何とも思わない人種だから 確か以上の5項日がそ 

の人の日本人歩きぺたの思考の前提であったが，①から 

④までは余り特異な現象ではないのではないか,すると 

どうも⑤が最も日本人の歩行におこる混乱ではないかと 

結んでいたが，いかがなものだろう。洗練された歩き方 

（群集時の）が望まれる． 

難 ‘
耳
せ
 

身辺雑言己 
舞■難織■ 

目本シ二,jジゲ土業蚤議問『 

ーエ学博士 
ソ；' 

・・‘ 

一昨年は私の身辺に色々のことがあった。 

その一・つ。まだ温顔を思い出す母の50年忌があって， 

4月，十数年ぷりに帰郷した。鮎が上る小川の小農村を 

思っていたのに,甥姪（母の孫）どもは自家用車でくる 

し，薪はプロパンに変わっていた。基石だけは昔ながら 

の静けさであったが， 「古里は遠きにあって懐うもの」 

の感深く，帰途京都を訪ねた。 

その二。5月，思いがけない建築学会大賞をいただ、、 

て嬉しかった。歩いてきた60年を顧みて,苦しい時,悲 

しい時に援け励ましていただいた方々の面影を思い山し 

この光栄は一人で勝ち取れたものでないと今さら感謝し 

た。そして「初心忘るべからず」を自らに言い聞かせた。 
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：製倉， 

年 月 工 業 会 1 年 の 歩 み 

53. 12 

54. 1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

0 シーリングニュースぬ6発行 

〇機関誌シーリング ぬ16 発行 

C)新年総会を開催（1月18日～19日，於 西熱海ホテル） 

0 社団法人化について検討開始 

〇シーリングハンドブック改訂版発行（2月20日） 

〇第2回1級シーリング管理士養成請習開催（3月2日～4 日,於南 

根生産性研修会館） 

受講者 34名 

聴講者 31名（工業会） 

O 第2回1級シーリソグ管理士認定試験実施（3 月27日，於東京 私学 

振興財団，大阪 新大阪チサンホテル） 

受験者 30名 

合格者 8名 

a シ・ーリソグ材と石油事情についての報告取纏め。 

〇新JIS A 印58受審についての準備始まる。 

（工技院との第1回打合わせ会開催） 

O 生産販売実績，動向の調査，把握,市況調査と対策の立案，実施を目 

的として調査委員会設立，委員長信越化学工業開(4月20日） 

0 第16回通常総会開催（5月16日，於東郷記念館） 

0l 級シーりング管理士優秀合格者5名を表彰 

0 シーリングニュースぬ7発行 

〇建設省営繕部監督課において，弾性シーリング材を中心とした説明会 

を実施（6月12日） 

〇公的試験機関に対してJIS A 5758 の耐久性判定基準の打合わせ（要 

望）会を開催（7月12日，於建材試験センター） 

関 連 業 界 

〇技能検定「防水施工」に 

おいて，初めてシーリン 

グ作業の実技試験が行な 

われ（12月～2月），続、、 

て全国一斉にベーパ・ーテ 

ストが実施された（2月 

巧日）。 

0H 本建築学会がJASS 8 

（防水工事）改定案の原 

案を発表（3月20日発行 

の機関誌にて） 

〇シーリング業界初の「防 

水施工技能士」誕生（3 

月27日） 

1 級 85名 

2級 269名 

0 日本シーリング工事業協 

会が日本シーリング工事 

業団体連合会に改組（6 

月8日） 

〇新JIS A 5758 「建築用 

シーリング材」制定さる 

(7 月1日） 
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年 月 エ 業 会 1 年 の 歩 み 

54. 7 

8 

9 

10 

11 

12 

0 座談会“新J Is をめぐって” を開催，司会・東芝シリコーン(金子副 

会長（7月13 H,於オリンビック） 

〇新JIS を中心に‘ シーリングハンドブックの改訂作業開始 

〇新JIS 説明会を開催,講師・東京工業大学 小池辿夫先生，エ業技術 

院 大磯義和技官（7月20日，於私学振興財団） 

〇建設省営繕部より依頼の「建築共通仕様書」（原案）を答申 

〇石川県建築士会主催の技術講習会に講師派遣(8月23口） 

0 シーリングニュースN 8発行 

〇東京都住宅局に対する説明会実施（9月12日） 

〇エ業会々員を対象とした「シーリング技術士」が制定され，ロシ連を 

対象とした「シーリング管理士」 とともに運営されることになった。 

(9 月14 D ) 

〇東京支部設立，支部長・サンスター化学工業囲く9月21日） 

O 座談会“建築用シーリング材の耐久性能の研究と実態”を開催，司会 

大成建設（掬 鶴田裕氏（10月5日） 

〇A L C 協会技術委員会の招へいにより, シーリング材の説明に講師派 

遣（10月12日） 

0 座談会“欧米におけるシーリング事情”開催，司会 千葉大学 加藤 

「E守先生(10月30日） 

〇シーリングニュースぬ9発行 

〇合同分科会（東京支部合同）を開催，講演会を実施，講師 清水建設 

脚松本洋一氏（11月22日） 

〇シーリソグハンドブックに新JIS 内容を盛り込み，12月改訂版発行 

難i瀬 」
」
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関 連 業 界 

〇日本D1Y ＆ ホビ・ーシ 

ョー開催（東京 晴海 

9月14口～16日） 
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55 年を展望する》 

→・関連業界動向を中心としてー一 

広報委員会 

・伸び傾向続く 

シーリング材販売量 

原油価格の高騰と供給不安という厳しい要因の中で， 

わが国産業界は大きくゆれ動いた54年であったが，シー 

リング材の販売量は,前年にひき統き順調な伸びを見せ 

た。54年のシーリング材販売推定量は前年比17.4彩増の 

36, 59(〕トンであり，伸び率は前年より若干落ちたものの， 

あい変わらずの伸び傾向が続いている。 

建設産業全体は低迷期が長く統いてはいるものの，政 

府の公Jlミ事業投資拡大などにより，回復基調にあると、、 

える。53年度の建設投資額は官公庁工事を中心に順調な 

伸びを示し，公共工事が対前年度比16.4％増，民間工事 

は7.1％増となっており,全体で約9.8％の増加となって 

いる。こうした建設産業の投資額の伸びが基木的には， 

シーリング材販売量の伸びにつながっているが，55年も 

わずかづつであっても仲び傾向は続くものと思われる。 

建築用シーリング材の販売量は，第一次石油ショック 

後の昭和49年を底にして，毎年m％前後の伸びを示して 

いる。49年の15,570トン（前年比9.1%減）に対して,印 

年が16,985トン（同9.1％増）,51年18,940トン（同11.5% 

増）, 52年加,175トン（同6.5％増）と徐々に伸び，53年に 

は24, 69(〕トン（同22.4％増）と大幅増となった。そして54 

年は28,560'ン（同15.6％増）と伸び率は前年より若干落 

ち込んだものの,確実な伸び傾向は続いている。 

これらの動きは，自動車およびその他用途を合わせた 

シ・ーリング材全体の販売量をみてもほぼ同様であり，基 

材別には若干様相を異にするものの，油性系を除くすぺ 

てのシーリング材が増加している（表-1 ). 

こうしたシーリング材の伸びは,基本的には建築産業 

の回復によるものではあるが，プレハプ化構法の多用に 

よる単位当り需要の増加，目地設計の適正化による目地 

幅および月地設定部位の増加，また,シーリング材の―・ 

般化による一般建築関連業者（大工，左官,板金など） 

でのルート販売品の使用の増加などがあげられる。さら 

に鉄う首高架橋，橋梁などの土木用途および自動車関係で 

の需要増もみのがせないものとなっている。 

55年のシーリング材需要は油性系を除いて順調な伸び 

傾向を持統するものと思われる。しかし基材別には，そ 

の性能，用途に対するユーザーの評価が変化しつつあ 

り，また，石油の高騰による価格の上昇などによって， 

各劃オごとには伸び率にパラツキが見られるものと思わ 

れる。 

また，昨年制定された新JIS (J巧A5 巧8 建築用シ 

ーリング材）も普及し，今年中には新JIS製品が誕生する 

見通しとなっており，さらにJASS（日本建築学会建築 

工事標準仕様）も，本年6月までには見直しが発表され 

る予定となっている。これらの動きは,シーリング材に 

とっては材料,工法の両面から歓迎されるぺきことであ 

り,単に販売量の増加ということだけでなく，昭和55年 

は期待される年であると、、えよう。 

‘早 

ひき続き好調 「 

弾性シーリング 
・・．、   ．」． . . . .. 

基材別には全体的な伸び傾向の中でもパラつきがあり 

ユーザーのニーズに応じた変化が見られる。まず，基木 

的には油性系の減少と，その他基材の増加という現象が 

あるが，これは昭和50年以来続いている傾向である。油 
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性系の販売量減少傾向は年々大きくなっている。建築用 

シーリング材総量の中で油性系の占めるパーセソトは, 

48年の51.3％から徐々に減少し，54年ではついに20%を 

割り18. 7石となった（前年は24.3形）。逆に，もっとも 

伸び率の高かったのはポりウレタン系で,前年比49.9% 

増のほぽ5割増となっている。続いてシリコーン系（同 

表-1 シーリング材の年別販売推定量 

37.0％増）, ポリサルファイド系（同17.5彩増） となっ 

ている（ただし，昨年から上市された変成シリコーン系 

は前年比166. 7%増となっているが，初年度の数量が少 

ないので例外と考える) 

シリコーン系は52年に25％増，53年に74％増と急増 

し，54年も37％増の4,000トンと順調な伸びをみせている。 
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（注）日本ンーリング工業会の推定による。 

1 成分形のルート販売（シーリング工事店 

の施ェによる大型物件受注以外,たとえば 

大エ，左官,板金業者での使用も含む）の 

好調に加えて, 2成分形の急激な伸びによ 

るものと思われる。特にこと2'-'3年は, 

カーテソウォール, PC 目地需要を中心と 

した大型物件で，2成分形が使用されるこ 

とが多くなっており，シリコーン系全体の 

伸び傾向は当分続きそうである。 

ポリサルファイド系は54年6,650トンの前 

年比17.5％増で，53年の伸び率11.0％を上 

回る伸び率をみせた。51年, 52年の20'-'30 

％といった急激な伸びこそなくなったもの 

の，弾性シーリング材の中でもっとも古、、 

歴史と実績を持っており，根強い需要は変 

わっていない。全建築用シーリング材中に 

占めるシェアも23.3彩ともっとも多く，特 

に54年は初めて油性コーキング材のシェア 

(5,300トンで娼．7彩）を抜き，名実ともに建 

築用シーリング材の中心的地位を占めたと 

、、える。 

ポリウレタン系は53年の40.4％増，54年 

は49. 9彩増の5, 260トンと驚異的な伸びを見 

せた。 2成分形は主要用途のPC板目地の 

他に,サッシ回りなどにも油性に代る高性 

能品指向によって需要を伸ばした。また本 

格的な上市後，日の浅い1成分形も小物物 

件や一戸建プレハブ住宅を中心とするルー 

ト販売で順調な伸びを示している。特に今 

後は，建材店ルートによる他職種でのシー 

リソグ材使用が増加する傾向にあり,施工 

に便利な1成分形は,シリコーン,アクリ 
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在展望す 
A

一 

覇 

ルなどとともに需要が伸びるものと思われる。 

アクリル系は主要用途であるAL C 板目地を中心に順 

調な伸び傾向を統けている。53年の92％増という驚異的 

な伸びは例外としても，54年も5.3％増の3,950、ンと高水 

準を保っている。ブチル系は，シーリング工事の主材料 

として使用されることはほとんどないが，適材適所でさ 

まざまな部位に使用され，販売量は前年上E10. 6彩増と安 

定した伸びを見せている。その用途のうちでも注目され 

るのは板金業者，屋根工事業者あるいはメンプレン防水 

業者の手を経て施エされるもので，今後も地味な存在で 

はあるが，安定した需要を保っていくものと思われる。 

SBR 系は限られた用途のため，ここ数年，販売量は変 

化がなかったが，54年になって前年比14.3彩増の400hン 

と若干増加した。 

油性コーキング材は前述のように年々販売量が減少 

し，54年では前年比11.7形減の5,300トンとなり，建築用 

シーリング材全体の中でのシュアも18.7形と大きく落ち 

込んだ。長い実績があり，しかも低価格であるという利 

点があるものの,最近のシーリング材に対する要求性能 

の高度化により,今後も需要が回復することは期待しに 

くい状況となっている。また, 3年ほど前から上市され 

た変成シリコーン系は，従来品にない特徴を生かして順 

調な伸びをみせており，54年は前年比166.7％増の250トン 

となった。これは，基材別で1ま最高の伸び率であるが， 

量的に極めて少ないもので，シェアもわずか1.4％であ 

表―2 建築着工統計 

る。しかし，ユーザーのこの材料に対する期待度は大き 

く，今後の動向が大いに注日される。 

このように基材別にみると，全体での伸びの中でも材 

料によってバラツキがあり，ユーザーのシーリング材に 

対する認識が高まるにつれて，羽半陽甘需要動向は街妙な 

変化をみせている。特にここ2-3 年の傾向としては， 

ポリサルファイ ドを中心として，シリコーソ，ウレタン 

など,いわゆる弾性シーリング材の急激な伸びと,アク 

リル,プチルなどの漸増,そして油性の減少という傾向 

が，より顕著となっている。また，好調な弾性シーリン 

グ材の中でも1成分形と2成分形によって，性能も用途 

も違っている。そして，これら好調な分野には新規参入 

会社が相次ぎ，需要の拡大をはかっている。 

燃建築着工は 

漸増傾向続く 

シーリング材の需要動向にもっとも大さな影響を与え 

るのは，基本的には建築着工の動きであることはいうま 

でもない。わが国の建築着工面積は，高度成長の続いた 

昭和48年までは驚異的な伸びをみせてきた。しかしその 

後は，石油ショックなどによる景気のひえこみで，低迷 

状態が統いたのは周知のとおりである。49年に前年比 

29％減と大きく落ち込み，その後も横ばい傾向であった 

が, 51年からは9.8劣増，52年1.4％増，53年6.2％増 

（建築統計年報・月報よリ）※次頁に続く 
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甲 

(2 億3,200万m）と少しずつ持ち直してきた。54年は 

現時点までに発表された着工統計によると，第1四半期 

(1 - 3 月）が前年同期比3.5％減，第2四半期（4 "- 6 

月）が同7.4彩増，第3四半期（7 ,..,,9カ）が同7.5彩増 

となっており，平均して微増傾向にあると、、える。 （図 

28~ 

葱展望す 5 
一1，表一2 ) 

さらにこのうち，シーリング材との関連が深い不燃建 

築物だけをとりあげると増加傾向が大きくなっている。 

49年に前年上t137.8％減と激減し，50年もさらに6.4％減 

となったが，51年から回復し，同年10.2％増, 52年4 % 

増,そして53年は 

6.2％増の1億2, 706 

万げとなった。さら 

に54年に入っても現 

時点までの数字では 

第1四半期が前年同 

期比10％増，第2四 

半期が同8.9彩増， 

第3四半期が同11.6 

％増となっており， 

平均10％を越える増 

加で昨年を上回る伸 

びとなっている （図 

-2 ）。 

住宅建設分野をみ 

てみると，48年の 

190万戸をビークに 

して,49, 50年と150 

万戸を割る減少が続 

、、て、、たが，51, 52 

（千万m2 > 
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(5く年は一部推定） 

図-1 建築着工面積（総床面積） 
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“展望す 
これは，公共住宅用，オーダー用が前年にっづいて好調 

な増加を示Lたのと，木造用，ビル規格用がもち直じた 

ことに起因している。 

54年度の出荷量については，口本サッシ協会での見通 

しによると，前年度比3.4％増の48万8, 000、ンと予測して 

いたが, 54年夏以降の仮需による出荷が急増したため， 

予測出荷量を52万6,000トンに改定した。これは メーカー 

各社が54年秋からの値上げを打ち出したためで，流通 

段階で在庫積み増しの動きが強まり」 7月以降出荷が急 

増。 7月に前年同月比11.5％増と6年ぶりの2ケタ増を 

記録して以来, 11月まで連続5カ月間2ケタの伸びを示 

した。 9月に値上げが実施されてからも出荷の伸びが続 

いているのは，メーカーが55年1月から2月にかけて再 

値上げを計画しているためである。 

アルミサッシの水密，気密性を保つため，サッシのガ 

ラス廻りおよびサッシと躯体との取り合い部に，ガスケ 

ットやシーリング材が使用される。ガラス廻りにおいて 

は，ガスケットとシーリング材の使用量の割合は95対5 

くらいと推定され，軟質塩ビ系ガスケット （グレージン 

グチャンネル，ビード）が多量に使用されている。また 

シーリング材では，その挙動に追随するなどの要求性能 

の点から,カーテンウォールなど高層建築中心にポリサ 

ルファイ ド系， 1 , 2成分形シリコーンなど弾性系シー 

リング材が，53年度6対4 くらいの割合で使用されて、、 

たが，シリコーンの耐紫外線特性を主とした接着耐候性 

が評価され，その使用量が増えている。高層建築以外で 

は，ビル規格用サッシで1割程度，オーダーメード用で 

半数ほどと」：Ik測され，いずれも高級品としてI 店舗など 

意匠的な用い方が多いものと思われる。 

サッシと躯体の取合い部に関しては，一般のオフィス 

ビル，マソションなどのビル規格,住宅公団や公社など 

の公共住宅用のサッシ廻りは100%近くシーリング材が 

充填されている。基材別に見ると,低層階の建物を中心 

として油性コーキング材が用いられてさたが，ここへさ 

て弾性シーリング材がかなり使用されてきている。また 

かなりの挙動が予想される中高層建築では，ポリサルフ 

ァイドや2成分形シリコーン系弾性シーリング材が用、、 

られており,この傾向は今後も変化がないと思われる。 

アルミサッシの53年度46万3, 604トンの出荷量に対して, 

シーリング材の使用量を概略換算すると，ビル規格用の 

サッシ廻りで約540万m,ガラス廻りで107万m，公共住 

宅用のサッシ廻りが約108万m， オーダーメードでサッ 

シ廻り, ガラス廻りとも約651万m ほどと推定される。 

一方，成型タイプのガスケットの出荷量を同様に概略換 

算すると，約2万7, 940トγが使用されていると推定され 

る。この内訳は木造用が1万8, 900トノ， ビル規格が3,350 

トン，公共住宅が653ト,， オーダーが5,043 与となって、、 

印
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図－ 5 サッシ合計年別出荷実績 
（サ9シ協会調べ 54年度は推定） 

53年度出荷構成比 54年1 -- 9 月出荷構成比 

－ ー公共住宅 
2.4% 

オーダー 
17.9% 

公共住宅 
2.1% 

オータ“ー 
16.6% 

69

.4 % 

ビル規格 ビル規格 
n.6cn 11.9% 

図－6 サッシ出荷量の内訳 

（サッシ協会調べ） 

る。 

ロ本サッシ協会の調査によると」住宅サッシのアルミ 

化率は，全国平均98.8％でほぼ限界に達し, フェンス， 

門扉などのエクステリア商品のアルミ化も大幅に進んで 

いる。また，窓のカラー化率は全国平均82.8彩で，年々 

増加の傾向にあり,それに伴なって,アルミサッシのカ 

ラー化率も全国で約84％に達している。アルミサッシの 
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主流は，完全にシルパーからカラーへ移行しており，ユ 

ーザーのシーリング材への要望も，従来の性能本位から 

美観の両でも多様化しつつある。 

本用途に使用されるシリ・ーン系，ポリサルファイ ド系 

などの弾性シーリング材は，従来から名種の標準色が市 

販されており，気密・水密性のみでなく，意匠設計日的 

にも合致している。また，耐震設計上の要求から，弾性 

シーリング材の需要は増加することは間違いない。 

高級化指向、省エネ 

対策進む く板ガラス） 

近年の技術革新と需要の高度化に伴ない，板ガラスも 

さまざまな新しい性能と特長をもった新製品が開発され 

ている。その製品は， 普通板ガラス， フロート板ガラ 

ス，みがき板ガラス，型板ガラス,網入’線入り板ガラ 

ス，合わせガラス，強化ガラス,複層ガラス,熱線吸」反 

板ガラス，熱線反射板ガラスなどに分類されるが，一般 

的には－普通板ガラス」 変り板ガラス， フロート板ガ 

ラス，みがき板ガラスに大きく分類される。わが国では 

現在」旭硝子, 日木板硝子，セソトラル硝子の3社が製 

造販売を行なっている。生産実績では，アメリカ，ソ連 

に次いで世界第3位だが，品質や品種の多様性では各国 

の群をぬいて， トッブレベルに位置している。 

板ガラスの国内需要を大別して見ると，普通板ガラス 

と変り板ガラスは建築用に約75 %， 自動車用，家具用 

などの一般産業用に約25彩が使用され，フロート板ガラ 

ス，みがき板ガラスは，自動車を中心とする安全ガラス 

用に約50%,建築用（ビル,マンションなど）に約30彫, 

鏡などの産業用に約20％使用されていると推定される。 

しかし,需要の動向については, 1973年のオイルショ 

ックを境に,大きな変化が見られる。 

オイルショック以前は， 高度成長に伴う好景気によ 

り，需要は好調な伸びをョtした。建築用は,住宅投資， 

民間設備投資の伸びとアルミサッシの普及に伴い，2 111111 

厚の薄物から3 1llil以上の厚物に需要が移り， また, 建 

築物の高級化，耐火構造建築が増加したことなどによっ 

て，使用板が大型化,厚物化した。自動車用は，1955年 

以降の自動車需要の急増に伴、、 強化ガラス，合わせ 

ガラスなどの安全ガラスの需要が増大し, フロート式製 

法の導入と相まって品質も向ヒし,大幅な伸びを示し 

た。また,生活水準の向上とともに,一般産業用につ、、 

ても使用量が増大し，GNP と同じ伸び率を示した時期 

である。 

しかし，オイルショック以降は,低成長時代への移行 

に伴い， それほどの伸びは示していない。反面，新し 

い性能を持った製品が注目されてきている。つまり建築 

用では,地震，火災などの非常災害に対する安全性，ま 

た・般住宅，学校などの公共建築物での日常災害に対す 

る安全の追求と確保のために，強化ガラス，合わせガラ 

ス，網入り板ガラスなどが普及してきている。これは， 

・般ューザーの高級化指向を示しており，板ガラス業界 

では，これを「フロートイU と呼んでいる。 

シーリング材に関しても，最近では地震対策の面から 

あらためて見直されてきている。板硝子協会による昭和 

53年に起きた宮城県沖地震の建築物のガラスの破損状況 

調査によると,破損した窓ガラスのシーリング材は，す 

べて「硬化性パテ」が使用されており，弾性シーリング材 

を用いて施工された窓ガラスは，無被害という状況であ 

った。硬化性パテは,最初はやわらく弾力があっても年 

を経るにつれて硬化し，サッシとガラスに固着してしま 

うため，サッシの変形がそのままガラスに伝わり，破損 

の原因となったものである。安全対策の面から，硬化性 

表－ 5 板ガラスの需要総括表 

（単位1.000換算棺）（単位II〒薫l8雛鵬） 

なIテ讐 
普iL6反・変り板ガラス フロート‘みがき板ガラス 

数 量 前年比 数 量 前年比 

45 年 計 25,079 107 . 2 1,874 .0 116.4 

46 1 24,827 99 .0 2,081.6 111.1 

47 'F 25,990 104.7 2,537 121.9 

48 '1 29, 887 115 .0 3,385 133.4 

49 'p 26, 213 87.7 2,970 87,8 

50 " 26, 205 100 .0 2,966 99.9 

51 24,004 91.6 3,945 133.0 

52 23,615 98.4 5,015 127.1 

53 II 21,010 89 .0 13,998 117.6 
54イ~二1 ~9 月 13,926 90 .9 13,492 135.1 

実箱：板ガラスの厚さに関係なく、 1箱＝9.29rn・（100平方 
フィート）の面積で計算 

換算箱：種々の厚味の板ガラスを2m厚味に換算して1箱 
=9,29n,で計算 

（板 ガ ラ ス 協会調 べ） 
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パテを用いたガラス窓の改修が進めば，それにともなっ 

て，シーリング材の伸びも期待できよう。 

ここで板ガラスの需要別の推移を見ると，建築用全体 

では，昭和48年が一番の伸びを示した。しかし，その後 

の一般住宅の新設は低迷しており，53年は新設戸数が 

155万戸, 54年の1 -8刀の上半期は102万戸で，54年全 

体では150万戸をわるものと推定され， それに伴、、一 

般住宅用への需要は低下している。しかし,ビル，マン 

ションへの需要は伸びているので建築全体では，55年度 

は横ぽいから微増に止まるものと予想される。 

自動車用は，生産台数に左右されるが，53年は972万 

台, 54年は1千万台を上回ると推定され,それに伴なっ 

て需要も伸びると思われる。その他産業では，鏡，店舗 

関係が伸びを示している。 

板ガラスの需給表（表一5 ）にも表われている通り， 

普通板・変り板ガラスの出荷量は，53年が2, 101万換算 

箱（前年比11％減）, 54年の1~9 月は1,392万6,000換 

算箱（前年同期9. 1石減）となっており，年々下降して 

いる。一方，フロート・みがき板ガラスの出荷量は，53 

年が1,399万8,000換算箱（前年比17.6 ％増）, 54年の 

1 ~9 月は1,349万2, 000換算箱（前年同期35. 1％増）と 

なっており，着実な増加を見せている。しかし，板ガラ 

ス全体で見ると，54年の実績は7 -8彩増にとどまると 

業界筋では見ており，55年は民間の設備投資もそれほど 

期待できず，自動車の生産台数女田可にかかって、、るとみ 

られる。 

板ガラス業界では,今後，大幅な数量的伸びは期待で 

しにくいなど,世界的省ェネルギー政策の中で, クロー 

ズアップされてきている。アメリカ，イギりス，西ドイ 

ツ，スウコマーデンなどでは，住宅断熱基準が制定されて 

おり，そのため,断熱性の高い複層ガラスの使用量は， 

日本を1とした場合，アメリカ34,西ドイツ65,北欧4 

カ国が78と高水準になっている。今後，わが国でも複層 

ガラスの普及が広まると予想され，業界でも，この方面 

での需要増加に期待している。 

ガラス需要が伸びれば，必然的にシーリング材の需要 

も伸びることになる。今後，耐震設計など安全設計に対 

応した弾性シーリング材の増加, また，複層ガラスなど 

省ェネルギーに対応したガラスの多用化, また，二重窓 

の多用などに新しいシーリング材需要の増加が今後期待 

できる。 

安定供給体制の確立で 

需要増に対応くALO板、 

その中心需要分野である中層建築，さらに住宅などの 

低層建築で需要を拡大してきたALC板は，国産化され 

た昭手038年以来順調に出荷量を伸ばしており，昭和53年 

度は175万30げ（Al. C 協会調ぺ,図－7） と最高の出 

荷量を見ている。これは，建築構法のプレハブ化と構造 

の軽量化が進んだため，A LC板の需要が増加したため 

である。 またー一方, ALC 板メー力ーがこ1-2 年の 

間に限界といわれていた生産能力を，新たに生産設備を 

増大することによって，増加する需要に応える体制がで 

きない。その結果，社会的な必要とされる付加価値の高 

いもの，つまり，高級化，省ェネルギー機能の普及,学 165 

150 
~ 

ノ・一生産数量 

ーー出荷数量 

校・公共建築物用の安全化に取り組んて‘、、く姿勢であ 135 

る。その中でも省ェネルギーに関しては, 54年6月に省 120 I 

105 
エネルギ・一法が制定されるなど社会的要請が強く,それ 90 

に対応して，断熱性にすぐれた複層ガラスや二重窓の普 
75 

60 ノ 

及に，－積極的に業界の目が向けられている。 45 F -
ノ 

30 
ノ 

複層ガラスは，通常2枚の板ガラスをスペーサーで一 
15 

~ 

定の間隔に保持し,その周囲を特殊な接着剤で密封して （万m2) 
41 42 43444546 47484950 51 52 53 

スペーサーーに封入された特殊乾燥剤で，内部の空気を乾 （年度） 

燥状態に保つ加エガラスであり，断熱性が大きく,結露 図-7 ALC 板出荷統計 （ALC協会調べ） 
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騨 
き上ったことも大きな要因となっている。ALC協会の 

推定では，54年度も約10％程度の出荷量の伸びが予想さ 

れている。 

ALC 板に使用されるシーリング材は，現在は経済的 

な理由（安価）から圧倒的にアクりル系が多く，ALC 

板接合部の目地,窓サッシ廻り,他の接合部に使用され 

ている。他の基材では，ポリウレタン系，ポリサルファ 

イド系，二成分形シリコーン系が一部設計指定や目地幅 

の大きいジョイントなどに使用されているが，その中で、 

特に近年,中層建築物にポリウレタン系が使われるケー 

スがふえており，今後も中層建築にALC板の使用がふ 

えるに比例して,ALC板におけるポリウレタン系の割 

合がふえるものと思われる。数量的には,ALC板の主 

流が100111111厚で,屋上面や外壁など主要部に使用されて 

おり （間仕切りやその他シーリング工事を必要としな、、 

用途もあるが）,仮に試算すると， 日地幅8 >< 7 111111換算 

で約1.8'-2.0mノげのシーりング材が使用されていると 

予想されるので, ld 当り約2m使用されるとすると， 

約2, 900 .,のシーーリング材がALC板工事に使用されて 

いることになる。そして,その約90石がアクリル系と推 

定されるので,約2, 600トン程度のアクリル系シーリンク’ 

表-- 6 ブレハブ住宅販売戸数 総 数 
（ゾンノ、ゾ建築協会 

材がALC板に使用されている計算になる。 

また，ALC板のシーリング工事は，シーリング工事 

専門業者が，ALC板建込業者と専属契約を結んでいる 

場合と，ALC板販売店が建込みとシーリング工事を別 

々に発註する2つのケースがとられており，ALC板の 

シーリングエ事に関しては，そのほとんどが専門業者が 

担当しているといってよい。 

今後も中低層建築の着エの回復の中で，需要を拡大す 

るものと思われ，さらに, メ・ーカーの製造設備の増大な 

どで安定的な供給ができるなど,明るい見通しが立って 

いる。しかし，その材質的な特徴から，耐震性の問題が 

近年問題になってきており,それらの対応がALC業界 

に求められている。 

順調な伸び傾向 

ぐコンクリートプレハブー戸建〉 

政府の景気対策などの効果により，52年度3.8％の伸 

びを示したプレハブ住宅販売戸数は，53年度においても 

対前年上LiiO.8％と微増，戸数にしてL300戸ほどの増加と 

なり，ほぼ16万戸に近い159, 430戸であった。 

ぺ） 

単位：戸 

- 4J 年 度 うU 自 度 51 年 度 52 1j 36. 53 年 度 

IN プレハブ住宅 
販売戸数（完L, 

~6'IU52 I52-324 1511.133 」59430 

~ 
伸び率(%) △ 1.7 己と 7.1 3.8 118 

(ru 篇誠群J l316.100 1,316.286 l126.844 1.JOl&260 I  .I649362 

(A) / (b ) ~ 16.5 % 12 － 」ぞ 

iq プレハブ住宅― 
生産能力数 

380.846 
（2'3 ) 

383.113 312.932 
(247) (242 ) 

214.126 274,723 
i (223,) i (206 ) 

(A)/(C ) 46.7 % 428 '1, - 43』監 ！ 50.3 92 - 580 % 

（参 考） 

全人r］数 
（堪位：千い 1 11), 574 - ]]((. 040 116.145 113.22 (1 114 .270 

前年よりJ山り加数 
（千人） 
1,372 

],375 1050 

増加串（%, I % 

 个・

 岬世

帯故 

数・，・ 

H 

32 (:28 36.310 33
.9
11
 34380 3」,859 

前自よりの増/iII 

刊7 
什り」 

682 801 469 479 

増加率 (96 〕 2.7 1 8 1 4 I4 

また，全着工新設住宅に占める割合は, 

前年度とほぼ同様solO, 3彩と約10彩の占有 

率であった（表一6 ), 

このプレハブ住宅建設の伸びの中でも, 

シーリング材使用量が多いと見られている 

コソクリート系住宅では,低層で対前年比 

32.4％と伸びている。これに対して中高層 

は，18.8％減となっており，販売量の7割 

以上を公共住宅で占める中高層住宅は, こ 

の2 "-'3年グ瀬向である公共物件の発注量 

減少により,戸数低下を余儀なくされて、、 

る。 

階層別にみると，一戸建住宅が対前年度 

比104. 3％の84, 357戸,低層連統建が対前 

年度上ヒ111.5％の43, 721戸とそれぞれ伸び， 

特に49年度から年々高い伸びを見せている 

低層連続建は，52年度一時伸びが鈍化した 
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ものの,前年度より11.5彩増と再び盛り返しているのが 

注目される。 

また，一戸建住宅においても，半数以上が住宅金融公 

庫融資住宅と，年々この公庫融資戸数の拡大などの影響 

により，前年度より4.3％増と回復を見せ，なかでも, 

表-7 構造別販売戸数f プレノ、ブ建築協会調べ） 

4t位：I」 

51 年 度 52 年 度 53 年 度 

木 質 系 住 宅 28,591 3 0, 5 8 1 2 9, 8 08 

伸 び 率 （彫） 7.0 へ2.5 

鉄 鋼 系 住 宅 83.229 79.392 l 86,1 31 

伸 び 率 (%) 

コンクリ一ト系住宅 
（低層） 

9. 263 i ~, 536 13. 947 

伸 び 率 （%) ~ 3.7 

31,24 1 

32.4 

コンクリ一ト系住宅 
（中高層） 

37,624' 30.544 

刊I び 率 (56) 204 . 188 

コンクリート系住宅が対前年度1認．4％と高い伸びとな 

った。 

―・方，前述の52年度加．7％増を示した中高層住宅は, 

公営，公団など公共住宅が21.5彩減，民間住宅が8.2% 

減とそれぞれ落ち込み，対前年度82. 4％の31,352戸と、、 

う結果であった。 

次に構造別では，木質系住宅が一戸建，低層連続建と 

もにやや減少し,前年度より2.5％マイナスの29, 808戸, 

逆に過去もっとも販売量の多い鉄鋼系住宅は，一戸建， 

低層連続建がそれぞれ4.3%, 11.9％と伸び，総体的に 

前年度より7.2％増の85, 131戸であった。 

また，コンクリート系住宅においては， 」戸建，低層 

連続建が，ともに対前年度比132. 4％と高い伸びを見せ 

たが, 中高層住宅の減少によ り，総体的に7.6％減の 

44，柏1戸であった（表－-- 7 , 8 )。 

地域的にみると，その販売形態は大都市および隣接県 

中心と，例年変化はなく，53年度においても，関東，中 

部，近畿の3地区で，一戸建が68. 1%，共同建低層75.6 

表－ 8 階層別，構造別販売個数（完エ） （フレハブ建築協会齧べ） 
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%，さらに中高層にいたっては, 87.6彩とそれぞれ高、、 

比率となっている。 

また，プレハブ住宅の全体（全着工新設住宅）に占め 

る割合を,各都道』’，」「県別にみると,一戸建においては， 

前年度と大した変化はなく,シェアlD％を超えたところ 

は，滋賀県の17. 9％を最高に10県となり，特に近畿，中 

国地区の西H本方面に，その比率の高さが見られる。 

一方，共同建においては，全体的に一戸建よりも比率 

の高さが見られ，シェア10％以上が29県，さらに20％以 

上を超えたところは8県，特に千葉,滋賀，三重の3県 

においては50%以上の高い比率となっている（表一8 ), 

53年度のプレハブ住宅販売個数は，ほぼ昨年度とかわ 

らず，100.8％と微増という結果になったが,建設技能 

士不足や，土地付き一戸建住宅の建設が年々困難になっ 

ていくといった傾向は, ますます今後統いていくものと 

思われ，都市部では低層連続や中高層住宅の高需要は, 

今後も安定した形で伸びていくものと思われる。 

プレハブ住宅に使用されるシーリング材としては，圧 

倒的にウレタン系2成分形シーリング材が採用されるケ 

ーースが多いようだ。しかし最近では，民間建築でのポリ 

サルファイド系や室内建具回りのシリコーン系1成分形 

なども,数量的にはわずかであっても,室内建具回り 

（バスユニットなど）にシリコーソ系一成分形も採用さ 

れており，こうしたシーリング専門業者く7:）手を経ない工 

事も増えてきているのが注目されるところである。 

一戸建の木質系,鉄鋼系では，プレハブメーカーと専 

属契約を結ぶシーリング業者も増えてきており，住宅ー一 

戸当りいくらといった契約のため,簡便なウレタン系1 

成分形や,シリコーン系1成分形を採用するケースも見 

られる。このほか,シーリング業者の手を経ずに施ェさ 

れる場合も多く,今後こういった一戸建住宅の施ェの整 

備が要求されることも考えられることであろう。 

大ざっばな計算ではあるが，プレハブ住宅一戸当りの 

シーリング材使用量を試算してみると，鉄鋼系一戸建が 

一戸当り20取平均として55, 234戸（53年度）で1,104 'ン 

コンクリート系一戸建が25聡×6, 1娼（同）で1協トン， 中 

高層PCが27取×22, 579（同）で609トンとなり，これだ 

けで1,866与となり，その他を合めると大きな数字とな 

こうしたことからも，プレハブ住宅に関するシーリソ 

グ材の需要動向は，今後は多少の増減はあっても，安定 

成長を続けていくものと思われ,特に傾向としては，従 

来のように中高層住宅を中心としての需要ではなく，あ 

らゆるタイプのプレハブ住宅に，なんらかの使われ方を 

していくものと思われる。 

多様化進む 

〈土木用シーI一Jソりプ材〉 

不況とはいえ，安定成長と内需拡大を図る最近の経済 

政策の基盤として，建設・土木などの公共事業への投資 

規模は増大の一途をたどっている。54年度の伸び率にし 

ても,飛躍的な伸び率の53年度に対しては下回るものの 

前年度の景気回復基調を一層推進させるため，財源事情 

の許す範囲内で，最大限の規模を確保している。 

54年度の建設省関係一般公共事業関係費は，事業費ベ 

ースで11.兆5, 494億円，対前年度伸び率は18.6彩。これ 

を部門別事業費比率でみると,住宅対策42.6%,道路整 

備34. 2形，都市計画関係ii. 6%，治山治水11. 6％となっ 

ている。これらの数字の前年度との比較では,総事業費 

の伸び率は10%ほど下回っている（前年28.7%）が，前 

年が飛躍的な高い伸び率であったことも考えると，相変 

わらずの好調といえる。部門別事業比率では, トップの 

住宅対策が1,6％シェアを下げく同44.2%)，土木関係の 

比率が増大した（同55.8%）ことと，土木関連の中にあ 

ってもI 前年に弓は統き大きくシュアを伸ばした都市計 

画関係（10.8万）が,治山治水と順位を入れ変えたこと 

が, 目立った点である。また, この都市計画関係では， 

最近の傾向である下水道,公園事業，街路事業など環境 

改善，再開発が重視されているほかに，都市災害復旧事 

業，防災建築計画, 自動車駐車場整備といった，経費そ 

のものは少額であるが,暮らしの安全に直接関わる事業 

が，大幅に増加している点が注月される。 

土木関係で現在用いられているシーリング材は，やは 

り瀝青系のものが圧倒的で,その他に，シリコーソ系, 

ポリサルファイド系,ブチル系，ポリウレタシ系，ェポ 
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キシ系などがあり, また，クロロプレンゴム，EPT な 

どのガスケットタイブの目地材も使用されている。ここ 

数年来の傾向としては，材種については特に目立った変 

化はないが，徐々に,各材料についての性能評価が定ま 

ってきている。例えば一時，アスファルト系の注入剤に 

変わるものとして，道路目地，橋梁目地などに頻ばんに 

高価格の弾性系シーリング材が使用されているといった 

傾向もあったが,最近では，むしろ逆行しており，価格 

と性能, さらに，メンテナンス面を合めて考え合わせた 

場合，アスファルト系のほうが有利といった点が多いよ 

うである。一方，メソテナンスが不可能といった箇所に 

~あ より高性能・高品質のシーリング材が求められてお 

り，そういった点では，適材適所の傾向が定着しつつあ 

るとも言えるようだ。 

道路・橋梁用目地 

道路関係投資額は年々着実な伸びを見せている。これ 

は，より高い輪送サービスの要求，自動車交通の役割の 

増大といった点，ならびに産業構造の変化が輸送需要の 

質および量に多大な影響を与えている点から，今後も継 

続する傾向と思われる。建設省道路企画局の統計では， 

53年3月までの国道，県道，市町村道などを合計した道 

路実延長距離数は1,095,052. 7kiii（前年度1, 086, 230km, 

高速道路は除く）で，このうち，目地材を要するコンク 

リート舗装道は2.7％の29, 732. 3kmとなっている。相変 

わらず,コンクリート舗装道の割合は，アスファルト舗 

装に比して圧倒的に少なく，来季以後の着工計画も，大 

幅な変化は現段階では見られない。しかし，コンクりー 

ト舗装の利点である耐久性（特に重量車通行の激しい箇 

所, インタ・ーチェンジなど）， 欠点であった施工性の技 

術向上，さらにこれまでは，アスファルト舗装のほうが 

圧倒的に安価とされていた材工価格の見直し（長期的に 

みたトータルコストとしての経済的比較）などの点を考 

慮すると,悲観材料は少なく，需雲り曽も期待できると思 

われる。 

道路目地には,収縮目地と膨張目地があるが，収縮目 

地には注入目地材，膨張目地には，硬質の目地板と注入 

目地の組み合わせというのが一般的な仕様で，使用材料 

もエラスタイトなどの瀝青質系，あるいは杉板などの木 

質系を日地板として使用し，熟溶融タイプのゴムアスフ 

ァルトを注入するといったものがほとんど。しかし，こ 

の目地の存在は,コンクリート舗装道のひとつのネック 

となっており,上記の仕様によっても，けっして性能的 

には満足ではないのが現状で，そういった点からも様々 

な改良が試みられている。その一環として，ポリサルフ 

ァイド，シリコーン,ポリウレタンなどの弾陀系シーり 

ング材が6~7 年ほど前から試験採用されているが，建 

設省土木研究所では，追従性・接着性に疑間が残るとし 

て採用を見合わせる見解をとっており，むしろクロロプ 

レン，EPT などのガスケットタイプのものを，断面形 

状，肉厚などの問題を改良していくという方向で期待を 

よせている。しかし，現段階では，価格面からも旧来の 

加熱注入式ゴムアスファルトを使用し，この材料を低弾 

』陸タイプ （高温・温暖地用） と高弾性タイプ（寒冷地 

用）に色分けし，グレードアップを図るというのが主流 

であるようだ。また一方では，コンクリートを改質し， 

例えば，黒磯バイパスのように，S FRC （鋼織維コン 

クリート）の使用により，目地数を減少させるといった 

舗装道も出現している。 

以上のように,一般部の目地では，弾性系シーリング 

材の使用機会は悲観視されているが，特殊な性能を要求 

される箇所，たとえば，オイルビットや料金所付近など 

の耐油性が必要な箇所では，すでにポリサルファイド系 

の使用が定着しており，また，施ェの軽便さを生かし 

て,簡易補修材として路肩の目地部分など，一液タイプ 

のシーリング材も使用されている。 

橋梁について見てみると，目地材の用いられる永久橋 

(RC , PC ，鋼，石造およびそれらの混合橋）の53年 

3月までの延長距離は2,306, 608m（昨年2,209, 861m) 

で,総延長に対しては，鋼が最も多く56. 4多，以下RC 

20.7%, F C13. 1%,混合2.1彩と続いて、、る。 

使用される目地材は，部位によって大きく異なるが， 

桁と床版部のジョイントには，高強度・接着性が要求さ 

れ，ほとんどの場合，ユポキシ系が樹脂モルタルなどと 

ジョイント構成材として併用されている。路面部の目地 

には，道路と同様な材料として瀝青質系が主流である 

が，ェキスパンションジョイント部には成型タイプのも 
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'’万 乎すりへの立上り部には,弾性系シーリング材（二 

成分形シリコーンシーリング材）なども使用されて、、 

る。また，床版防水材の補助材として，ブチル系シーり 

ング材も併用されている。使用条件が過酷であるため， 

メンテナンス性も重視され，要求性能も多く，これと、、 

った決め手のある材料が出現していず，補助材色が強、、 

というのが，橋梁用シーリング材の現状とも言えるよう 

だ。 

鉄道高架橋シーリング材 

目地構造は道路目地と類似しているが，全般的に日地 

幅,深さともに大きく, したがって注入量も多い。道路 

目地の目地板にあたる部分には,樹脂モルタルや発泡プ 

ラスチックなどが,止水板とともに裏込め材として使用 

され,その上・下部に10'-15ミリの幅, 10ミリ程度の深さで 

シーリング材が充てんされる。この目地が，20 -30m間 

隔で，高架橋の随所に用いられ, また，最近の高架橋の 

建設（新設,改良を合めて）の増加から，土木面でのシ 

ーリソグ材の伸びが非常に顕著な分野となっている。 

使用材料は，ポリウレタン系，シリコーン系が多用さ 

れており，挙動が特に激しいと予想される部位には,ゴ 

ム成型品やエボキシ系接着剤と併用されるのが普通であ 

る。これらに加えて，竣工間近の上越新幹線や東北新幹 

線の寒冷地部分では,合成ゴムの成形品とエポキシ系樹 

脂モルタルとの併用で，防水処置を施すといったエ法も 

とられている。ちなみに，上越新幹線の53年11刀から54 

年10月31日までの高架橋着工実績は約29km (竣工総延長 

約143. 5km）で,実際の使用量は定かでないが,相当量 

のシーリング材が使用されている。さらに，橋上の電住 

の基礎廻りやその他の役物廻りにも,弾性系シーリング 

材が使用されている。 

今後，高架橋鉄道は，北越，北海道,中央,九州をは 

じめとする新幹線や,各地の改良路線（複線化,複々線 

化）などで，さらに建設増が見込める。この分野へのシ 

ーリソグ材の需要増は，今後も期待できるといえよう。 

都市地下鉄道,上下水道，共同溝の目地材 

昨今の都市再開発ブームの中，上下水道，共同溝，さ 

らに交通網など生活に密接した環境整備事業が，各自治 

体で重要視されている。これまでも，かなりの投資額が 

胡J：謝で 
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投入されているが，わが国の社会資本ストック~あ 私的 

資本ストックに比して欧米との比較でも，かなり低レベ 

ルであるため,今後もこの傾向は推進されると思われ 

る。 

現在,都市地下鉄道は，東京，大阪,京都，名古屋， 

横浜,神戸,札幌，福岡などで新設工事が進められて、、 

るほか，大都市の既設路線でも大規模な改良工事が行な 

われ,今後も路線の遠距離化とともに，エ事量の減少は 

考えにくい状況である。シーリング材は，セグメントピ 

ース継手材として用いられるが,セグメント廻りは，主 

にクロロプレン，ブチルなどのゴム成型品，目地溝には 

ポリサルファイド，エポキシ，タール系などが使用され 

ており，最近では,価格,強度，地下構造物という施工 

条件から，エポキシ系が最も多用されている。また，シ 

・ールドエ法の普及に伴ない，セグメントリングの変形が 

施工条件から過酷になっているため，従来のプチルゴム 

の長所と, より変形追従性の良いボリウレタン系の長所 

を複合したシーリング材も使用されつつある。 

上下水道,共同溝については施工規模もまちまちて与 

構築材もPC，ヒューム管などがあり,部位的にも,マ 

ンホールや換気ロとの継手I 不等沈下安定継手，打継部 

など多様で，それぞれ使用材も異なってくる。現状では 

エポキシ系シ・ール材と，ブチル系の成型タイプといった 

比較的安価なものが多用されているが，ポリウレタン系 

も,要所要所に使用されており需要は増加傾向にある。 

この方面のシーーリング材としては，水密性，耐久性な 

どの性能面はもちろんのことだが，作業性の良さが最も 

必要とされる性能であるため，新タイプの成形品が開発 

されてきている。 

その他 

上記以外の土木構築物（海岸・河川堤防，山岳トンネ 

ノレ,ダム，水路，空港滑走路などのコンクリート構築物） 

にも目地材として，シーリング材が使用されている。そ 

のほとんどは瀝青質系の目地材で,性能そのものよりも 

安価な点で選択されているようだ。また,強度が要求さ 

れる部位は,エポキシ樹脂系あるいは樹脂モルタルが多 

用されている。 

この中で，弾性系シーリング材が使用されているのが 
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空港滑走路目地で，耐油性，平滑な走行性が求められて 

いるため，ポリサルファイド系，シリコーン系が指定さ 

れている。また，使用頻度が高いため，補修用に用いら 

れることも多く,新設物件は少ない一方,需要は安定し 

ている。しかし，この分野にも最近では,高品質の樹脂 

モルタルが試験的に施工されており （厚木飛行場ェプロ 

ン），弾陛系シーリング材の使用が定着しているとは、、 

うものの1 強度面などで，まだ改良の余地が残されて、、 

るといえよう。空港以外では，汚水，廃棄物処理施設な 

ど，耐薬品性や安全性が求められる特殊な部位で，シリ 

コーン系などのシーリング材が適用されている。 

普及が拡大したシ 

‘建材・金物ル I 

」 

シーリング材の主用途は建築用であり，それもコンク 

リート建築物（特に高層）であることはいうまでもな、、 

が，近年この建築用途の中でも,一般の建材と同じルー 

トで販売され，中小のエ務店，板金,左官業者または配 

管，建具など設備関係者によって使用されるシーリング 

材の量が増加し，注目を集めている。 

これらの用途は同じ建築用でもi ビル建築の大規模シ 

ーリング工事で，シーリング施工業者が施工するいわゆ 

る“物件受注も0入 とは区別して考えられ,販売ルート 

も異なり,専門の施工業者が入らないケースが多い。し 

たがって，この用途での販売量ははっきりして、、な、、 

が，シーリング材全体の販売量から推定すると，年々増 

加しているようである。 

一般のシーリング材用途の中で見すこされている木造 

建築物でも,工務店が一戸あたりカートリッジ4 -s 本 

使うケースもあり，また,他業種（配管,建具,板金） 

の使用も合めると,かなりの量になる。昭和53年の住宅 

建設戸数（木造95万8, 158戸，不燃建築物59万1,204戸） 

から計算すると，かなりの量となる。 

工務店，屋根工事などの建築板金工事業者，ダクト工 

事などの配管工事業者や，ユニット建具などを製造，販 

売している建材メーカーでは，シーリング材を2次的な 

副資材としてとらえており，油性系のコーキング材が主 

に使われている。しかし近年，耐久性や仕上りの良さな 

どが要求されるところでは，シリコーン系やアクリル系 

のものが使われてきている。また，施エの簡便さが要求 

されており，2成分形のものは，配合などの施エのむず 

かしさなどからあまり使われておらず，1 成分形のもの 

が主に使われている。 

シーリング材の使用量の全体的な統計は，各々の業界 

全体では，まだとらえられていないが，シーリング材の 

必要性は，徐々に認められてきているようである。 

エ務店関係では一般に価格などの点から，主に油性コ 

ーキング材が使われているが，近年,耐久性が優れて、、 

るなどの点から,シリコーン系やアクリル系のものが使 

われてきている。 

主に使用される場所は,ALC, PC 板や鉄筋建築物 

の場合 ①サッシまわり ②ガラスのとめ ③浴室のタ 

イルとサッシの目地 （4）浴槽の白セメントの亀裂防止 

⑤厨房の取り付けの際に，流しと流しの間のシ・ーリング 

⑥厨房の水のかかりやすい箇所の木の部分に塗布して腐 

蝕防上するーーなどである。使用量は一戸につき，カー 

トリッジa本程度であり,あるエ務店では,月に平均10 

'-15本使用すると言っている。 

木造建築のみをやっているエ務店では，シリーコーンと 

油性コーキングを1 : 5の割合で使用している。使用箇 

所は上記のほかに，カラートタンのジョイント部分に使 

用することがある。量的には,約100-420げくらいの家 

屋1軒で，モルタル仕上げの場合，カートリッジ4本ぐ 

らい使用することもあるという。購入ルートは,建築金 

物店や建材店が主である。 

板金工事業く屋根工事）の場合は，主にハンダ付けを 

した場所に，防水の万全を期するための補助材として使 

われている。銅板では，年限保証が10年ないしは20年を 

要求されることなどから，4 -5 年前から耐久性，仕上 

りの良さ，施エが簡易な点で,シリコーン系を主に使っ 

ており，隙間の充填材として，ブチルゴム系のものも使 

用されている。しかし，ー般のカラー鉄板屋根では，そ 

れほど耐久性が要求されないこともあり，価格その他の 

面から, 目にふれない場所は,油性コーキング材が使わ 

れており，目にふれる場所は，その鉄板の色にあわせた 
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ブチル系のカラーコーキング材が使用されている。 

主な使用箇所は ①いわゆるハゼといわれる板金と板 

金の接合部分 ②屋根の棟と棟の接合 ③屋根と壁の取 

り合い部分 ④屋根の谷の継ぎ目や重ね部分 ⑥板金と 

他の建材との接合部分 ⑥屋根のヤク物の接合部分など 

である。また，釘の頭に塗って,釘の腐蝕防止にも使用 

されている。補修では，他の建材との接合部分に使用さ 

れるのが主である。 

使用量としては，銅板屋根は300'-500rnの現場で,カ 

ートリッジ約10本，一般のカラー鉄板屋根では，木造家 

屋1軒につき1~2 本である。 

配管工事業（ダクトエ事）などでは,補助材として使 

われており,以前は,油性コーキング材が主に使われて 

いた。シリコーーン系は剥離しやすいという理由で，他の 

シーリソグ材（主に油性系コーキング材） とほぼ3 : 7 

の割合で，使う場所にあわせて使用しているよ うであ 

る。 

主に使用されている場所は ①給排気管を外部に通す 

時のガラスや板との接触部分の防水 ②管の接ぎ目と接 

ぎ目の段差をなくすための充填 ③特に管の曲がった箇 

所の接ぎ目にできる隙間に充填するーーなどである。ま 

た,部屋の間仕切りに防虫のために充填する使い方もし 

ている。補修用としては，排気管のエアーもれなどの隙 

間に使用されている。 

量的には，ある一業者で，月に平均カートリッ ' 6 '-

7本使用されている。購入先は金物店，販売代理店，塗 

装店などである。 

パスユニット,流し台などのユニット建材メーカーで 

は,取付工事の時には，耐久性の点や施工が簡易なこと 

から，ほとんどシリコーン系のものを使っており，一部 

でウレタン系，あるいはプチル系が若干使われている。 

主な使用場所は，浴室では ①床と壁，大井と壁の接 

合部 ②浴槽まわり （接着のほかに白セメントの亀裂防 

止にも使われる） ③天井の周囲 ④窓のあるタイプで 

は，サッシまわりなどにシりコーン系が使用され, また 

排水トラップのところで，床パンとの接統のパッキン部 

分に，プチル系を使用している例があるロまた，壁と壁 

との間に塩ビ系のガスケットタイプを使用しているタイ 

篇薩I  1I 
叫主 

プのものもある。量的には平均してシリコーン系シーり 

ソグ材100 g 入りチュープを， 1 ユニット当り1--2本 

使用している。 

キッチンユニットでは，一般には，シリコーン系を主 

体とした不定形シーリング材が使われているが，総ステ 

ンレス製のもので，定形シーリング材を調理台と流しの 

接統板とのシールに使用しているタイプもある。 

不定形シーリング材は ①天板と金属の接着 ②流し 

のおとしこみ形式のもので，カウンターとの接着 ③取 

付工事の際の壁および床との接着，シールに補助的に使 

用されている。 

使用量は，シリコ・ーン系100 g チューブで,ホーロ・ー 

シンク1台をとりつけるのに1本程度（目地幅51皿で深 

さ 3皿, 5m 使えるもの）， ステンレスユニット1台を 

とりつけるのに約15rn,流し1台につき4m分で約3木 

が使用される。 

また，洗面化粧台の洗面器とカウンターとの接着と, 

防水にシリコーン系のものが使用されている。使用量は 

洗面台10台につき，カートリッジ1本程度である。その 

他衛生陶器回りへのシーリング材の需要がある。 

54年度は流し台が253万台，浴槽は約100'-120万台発 

売されている。シ・ーリング材の使用量は，流し台にはお 

およそ253 t ,浴槽には，おおよそ100-120 t くらい使 

われていると思われる。 

なお,浴室関係のユニットでは，従来I シリコーンの 

黒カビの発生が問題とされていたが，現在，改良された 

製品が市販されている。 

これら建材関係シーリング材の購入ルートとしては, 

ユニット建材メーカーが，直接メーカーに特注している 

のを除けば，ほとんどが建材店および建築金物店であ 

る。 

主にエ務店関係のシーリング材を扱っている建材店で 

は，サッシ廻り，屋根廻りに使用されるときは，主にシ 

リコーン系，アクリル系が，木造建築の場合には，主に 

油性系のものが多いようである。ただし，エ務店が直接 

施ェするような中小物件の場合であり，大きな物件に関 

しては，シーりングエ事店に外注にだすこともある。 

数量的には，2次製品であるので，全体的な統計はと 
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らえられていないが，需要は全体として, ここ2'-'3年 

徐女に伸びてきている。 

平均的な規模の某建材店での調査によれば，シリコー 

ン系， アクリル系が各々カートリッジで月平均30'-40 

本,油性系が月平均60木くらいの扱い量である。 

このように,シーリング材がシーリング専門工事店以 

外の建築関連業界全体に浸透してきているのは注目に値 

する。シーリング材施ェの簡便さ，接着臨 防水気密性 

への認識が，この業界で高まっていることからみて，今 

後，1 成分形シーリング材を中心として，需要は徐々に 

伸びていくと思われる。 

順調な伸びを示す 

殻家庭用シーリンフ材〉 

はじめに 

使い捨ての時代から,物を大切にする時代への移り変 

わり，人件費の高騰などの諮事情から,ここ数年来,注目 

を集め続けているのが,D I Y /H I マーケットである。 

わが国にDIY大型店が出現して，約7年が経過して 

いるが，現在，売場面積300げ以上の専門店は約500店舗 

を数え, また，従来からあった金物／塗料／建材店など 

表―9 ホームセンター，百貨店売れ筋ランキング 

【チ丁ーンストアエイジニューズ12-15号掲載） 

\ 大分類 
順

位

 

「Il 分 類 メ―カ―名 

西

武

リ

 ビ
 
ン
 
グ

浜

田

山

店

 

塗 料 一 カべ用ペイント2l 

浴室用ペイント2l 

水性ペイント 0 .7l 

サビ止めペイント 

H本ペイント 
II 

" 

ガ 

建 材 9

]
 

ラワン棚材（180X13X24) 

ラワン角材（90 X 30× 30) 

べニ,ャ（600X 900X 300) 

接着剤 

補修剤 

n‘。 木工用ボンド 

水中用エポキシ100g 

ノぐスコ一ク 

セメダイン 

II

カー用品 d

山 
さび止めクリ一ム 50 g 

さびとりクリ一ム 50 g 

オイル 4e 

不凍液300m1 

ソフト 99 

デルタリサーチ 
r 

日産・トョタ 

H東化学 
電動工具 に

J
 

ドリル 10mm 

3点セット 

（ドリル・サンダー・ジグソー） 

木工ドリル刃 

ブラック＆デッカ－ 
N 

ガ 

三
 

越‘ 

本
 

店
 

塗 料 1
 

水性べイント 0'7l 

油性デラックスペイント 0 .7 Il 

外板用 各6色 

日本ペイント 
刀 

N 

壁 紙 

ふすま紙 

n
乙
 

ノぐピエノぐン 

サンダ一ソン 

フジクローノぐ一 

ロフテ一 

英国サンダ一ソン 

文友社 
床 材 3

 
ビニ一ルフロア 

接着用テーフ。 

昭和エクセル 

住友スリーエム 
電動工具 d

' 
ドリル 

ジグソ一 

サンダー 

園芸用芝刈機 

スキル 

ブラック＆デッカー 
I, 

輸入品 

補修剤 に
一
 

各種接着剤 

コーキング材 

セメダイン、コニシ 

ソニーケミカル、日本 

ペイント、アラルライド 
（輸入品） 

のDTY 化，さらにデパ・ート，スーパ・一な 

どのほとんどがDIY売場を持つにいたり 

その業界規模は年間3,000億円，年間伸び 

率30％と推定される。これに比べて,DI 

Y の先進国と言われる米国では，約16,000 

のDIY 店,年商3兆4,000 億円，年率10% 

の伸びとかなり成長しさった産業となりつ 

つあり，－・方，DIYの発生地である英国 

のこの市場の売上高も15億ポンドと，不況 

時にも強い産業となっている。また，英国 

のこの市場のわが国への進出もめざまし、、 

ものがあり, 54年11月には，ホーム・イン 

プループメント,DIY, ホビ～クラフト 

展が催され，その多くが日本に代理店を求 

めていた。 

それらD I Y /H I 商品の中でも，住、、 

の補修材として用いられる接着剤，テープ 

類，充てん剤の類は安定した伸びを示して 

おり（図一8 参照），従来そのほとんどが, 

シーリング施工店などの専門施工業者に流 

れていたのに比べて,これらDIY関係を 

通じての,シーリング材の一般家庭への流 

れというものは,決して無視できない注目 

すべきものがある。 

種類別需要傾向 

充てん剤としてのシ・ーリソグ材の種類は 

次のように分類される。 
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図一B 家庭用接着充てん剤マーケット推移 

a．油性系（屋外用） 

主に屋根I 外壁，サッシ回りの補修に用いられ，従来 

モルタルと同じ色であったのが，最近では，外壁用とし 

て白色,茶色なども市販されるようになってきている。 

これは,使用可能箇所が比較的広範囲にわたるため，そ 

の需要量も一定量を保ちながら，ここ数年，横バィ状態 

にある。 

b．アクリル系（室内用） 

主に屋内用として,室内の壁のひび割れ,隙間，タイ 

ルの目地などの補修に使用されるもので，あるメーカー 

の53年度の出荷量は約23トン，刈前年伸び率4 ,-,5％と着 

実な伸びをみせている。 

C．シリコーソ系 

浴槽回りの隙間, タイル目地，洗面所などの水もれ防 

止などに使用さ才し 特に浴槽の水もれ防止という目的で 

かなり早くから商品化され，一般にもよく知れわたって 

おり，あるメーカーの対前年伸び率も10-45％と，もっ 

とも高い数字を示している。また昨年（54年）10刀には 

エ業用シリコーン素材メーカーが，コンシューマー（一‘ 

般家庭用）製品を発売するなど，この市場への進出には 

注目すべきものがある。 

d，エポキシ系 

木質浴槽の補修，洗面所や流し台のタイル接着などに 

用いられ,大気中はもちろん，濡れた面や水中でも硬化 

するため，一般家庭で使用しても,失敗することが少な 

いなどの特長をもっており，需要の大きな伸びが期待さ 

れている。 

以Eのように,一般家庭用のシーリング材の需要はま 

だまだ伸びる傾向にあり，ここ数年来の確実な伸びは， 

今後とも続くことが予想されている。また，種類別動向 

としては，ここ2 -'3年の傾向である水まわりの補修ニ 

ーズの増大にともなって，防水,耐水性の強い製晶（シ 

リコーン系，ェポキシ系）がますます伸びるであろうと 

思われる。 

また，一方ではDIYの普及へのめざましい動きとし 

て，］重商産業省の生活産業局住宅産業課に,DIY産業 

振興対策委員会が54年S月に設置され，自らの乎で住生 

活の向上を計るという観点から，住宅の補修・改善など 

についても，検討課題として取りあげられており，今後 

の活躍が期待される。 

このように日本におけるDIYの普及とあいまって, 

一般家庭でのシーリング材の需要も,今後も着実な伸び 

が予想される。 

多様化の中で伸びる 

ぐ「ョ動車罵シー~ーJンク材、 

'79年の自動車の生産は,年初の「国内販売微増，輪出 

0 
49 

生産合計 

’乗用車生産 

・輸出合計 

‘バス小ラッタ生産 
！乗用車輸出 

パス・トラック輸出 

50 51 52 53 (年) 

図-9 四輪車の生産出荷推移（自動車工業会調ぺ） 
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横ばい，または減少」という予想に反して，前年比4 -

5％の伸長を達成するもようである。これは，過去最高 

の販売台数を記録した国内販売増と，第二次石油危機へ 

の対応としての,米国での小型車志向にささえられた日 

本車の販売急増を中心とした輸出増に恵まれたことが原 

因となっている。 

自動車用シーリング材については，全体的には自動車 

の生産台数の伸びにスライ ドして，量の伸びがあったと 

推定されるが,個別には適用工法，車種の拡大などが加 

算され，シーリング工業会では，本誌21頁の表のよう 

に販売量を推定している。 

1－ 自動車用シーリング材の概要 

自動車用シーリング材については，自動車業界による 

ドアサ-.譲ールルーフlI)踊レールヘミンクツール剤 
II 4 ~ ドアバネル 

ドアインサイドノ’ネル 

Jレー フ 
バネル 

バ 

0 
ウインドガラス 

@ 
0 

ー フロアパネル ー 
ウインドシール剤 スポットウェルトシール剤 

図一10 自動車シール材の使用箇所 

Reveul Molding 

Butyl Sealant 

Stud 

ブチルテーブ方式 

Neoprene 
Hotwire 

把え方は，シーリング工業会における基材区分の範囲か 

らは逸脱する部分もある。昭界052年5月,（社）自動車技 

術会のシール剤部会（自動車メーカー，機械メーカー， 

監督官庁のほか，セメダイン，明星チャーチル，ボスチ 

ックジャパン，ダイヤポンド工業, 日本ゴム，サンスタ 

・ー化学のメ・ーカーで構成）により，車体用シール剤（主 

として車室内の防水，防塵などを目的とする）の規格が 

1 AS O -M 323 として制定されているので，その分類 

によって概要を示すと,次のようになる。 

このうち，特に当工業会の活動範囲で把えた場合，メ 

インになる商品は，ウィソドシール材といえる。 

2， ウィンドシーリング材の動向 

自動車のフロントおよびリヤガラスの固定方法は，(1) 

ゴムガスケットにシール材を併用して固定 

する方法 (2）接着剤（シール材）で直接ポ 

ディに周定する方法，すなわち，ダイレク 

トグレージング方式に大別される。 

2-1. ゴムガスケット固定方式における 

シーリング材 

ゴムガスケットによる窓ガラスの固定方 

式は,従来から用いられている一般的な方 

法で，米国を除く大部分の国は，この方式 

を採用している。 

ボデーシール剤 この方式は，ゴムガスケットを介して, 

ガラスを窓枠フランジとゴムガスケットの 

Gasket 

才 

ネオプレンホットワィャー方式 

図-11 3 種類のダイレクトグレージング方式 
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間にシーラーを充てんすることによって，ガラスの固定 

および漏水防止を行なっている。これに使用するシーリ 

ング材は,不定形タイプでは，プチルゴム系，ポリウレ 

タン系I成分形，油性が，定形タイプでは,ブチルゴム 

系テープが車種により使いわけられている。 

2一2．ダイレクトグレージング方式におけるシーリン 

グ材 

この方式を初めて採用したのは，米国GM社であり， 

1961年,ポリサルフ7 イドによるダイレクトグレ・→ジン 

グ方式として登場した。当時は，コストダウンとデザイ 

ンが主眼であったが，その後1968年8月，連邦規格とし 

ての自動車安全規準（FMV S S ) が制定されるに至っ 

て，ガラスをボディの補強に利用する考えから，ダイレ 

クトグレージングにより，ガラスとポディを一体化する 

ことが重要な意味を持つようになった。 

FMYSS (Federal Motor Vehicle Safety Stardardo) 

は，10人乗以下の乗用車，パス， トラック，モーターサ 

イクルに適応されるもので，事故予防のための配慮,事 

故発生時の被害を最小に食いとめようとする装置からな 

っている。このうち，前面窓ガラス組付けに対する項目 

は，FMVS S-No. 212として規定されており，1970年 

1 刀以降，生産した車に適用されている。その内容は， 

車を時速30マイル（48報）のスピーードで」コンクリート 
（万台） 

障壁に激突させた時，次のいずれかを満足しなければな 
500 

らない。 ④ 前面窓ガラス周囲の75%以上が車体に保 

400 
合計 持していること 〇 車両の中心軸に線を弓は,片側に 

つき50％以上，車体に保持していること。 
乗用申 

3（刃 2-3，ダイレクトグレージングの方式 

安全基準の法制化により，クロrーズアップされたダイ 
200 

レクトグレージングくD・G）であるが，この方法にも 

次の三方式がある。 
100 

パス・ トフック 一一一 

(1）ブチルテープ方式 部分加硫プチルゴムの成形品 

0 で，離型紙を共に巻いてある。使用が簡便で，施工部分 
四 5つ 51 52 53 （年） 

の周辺をよこさない利点はあるが,粘着による接着のた 

図－ 12 中古車販売統計 め,ボディの補強効果は期待できない。 

表-10 自動車用シーリング材の概要 

分類〔常態別） 適 用 部 位 主要シール剤 推定需要量 
※（年間） 

スポットウエルド 

シール剤 
定形、不定形 

鋼板相互の重ね合わせ部を点溶接する場合 
に接合面に用いる。 

プチルゴム系ゾル 1,600トン 

へミングシ一ル剤 小定形 
鋼板相kのかしめ部にあらかじめそう入し、 

点溶接と併用する。 

エ君キシ樹脂系（接着剤） 200トン 

ボデイシール剤 不定形 
鋼板相互の重ね合わせ部の塗料を塗布した向 
などに用いる。 

CR又はP V Cプラスチゾル 9,500トン 

ルーフドリップ 

シール剤 
不定形 

ルーフパネルとドリップレール及びその他の 

鋼板との接合部に用いる。 

PVC プラスチゾル （上記に含む） 

ウインドシール剤 

（ゴムガスケット 
固定方式） 

（ダイレクトグレー 
ジング方式】 

定杉、不定形 
L ウインドガラスの固定時にウインドウエザ 

ーストリップゴムとガラス及び周囲パネル 

との間に用いる。 

ブチルゴム系 

ポリウレタン（1成分）系 

油平I一 

不定形 
2.（自動車業界では接着剤に分類されている 

が）・ウインドガラスを固定するのにガラス 

と塗板を直接接着（シ一ル）する。 

ポリサルフアイ ド系 

ポリウレタン（2成分1成分）系 

2,000トン 

ドアサ－－ビスホ一ル 

シール剤 
定形、不定形 

ドアサ一・ビスホールとスクリ－ンフイルムと 
の聞に用いる。 

ブチルゴム系 900トン 

※1977年推定（石油化学工業刊トりピ所訓べ） 
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蒸展望す 
鷲 

(2）ネオプレンホットワィャー方式 未加硫クロロプ 

レソを基材とした丸い紐状成形品で，中心部に発熱抵抗 

線が入っており，ここに通電することにより加硫するも 

ので，英国Bitumen Industries Ltd が特許を持って、、 

る。貯蔵安定性が悪く,常温で3週間の安定性しかない。 

(3)ポリサルファイド方式 液状ポリサルファイドを 

主成分とする主剤と，二酸化鉛を主成分とする速硬化型 

硬化剤および遅硬化型硬化剤よりなる三液混合型で，特 

殊な自動混合装置により施工する。この方式は，GMで 

初めて適用され，ダイレクトグレージングの先駆となっ 

たもので，同社が一連の特許を所有している。 

日本では昭和45年，東洋工業が初めて量産車種に，ポ 

りサルファイドによるダイレクトグレージング方式を採 

用して以来，大型,高級乗用車中心に，この方式の適用 

が進んできた。当時，ガスケット方式からダイレクトグ 

レージソグに変更したある車種では,従米10数％あった 

漏水率が0.5~2 ％になった例もある。 

対米輪出車は,かなりの部分ダイレクトグレージング 

化が進んでいるほか,国内販売用車種も小型車でのこの 

方式の伸びがあり，現在，国内生産される全乗用車のダ 

イレクトグレージング化率は約30%程度と推定される。 

日・欧と比較して米国は，安全規準などの法制化が進 

み，D・G方式が100%近い上,前面窓ガラスなども合 

わせ,ガラスの採用を義務づけている。 

これに対し日本は，まだ強化ガラスを義務づけている 

にすぎないし，FMVS S-121に相当する規制もな、、 

ため，D・G化が遅れていたようだ。 

わが国自動車のD・G化は，当初FMV S S クリアー 

を目的として伸びてさたが，現在は，他の方式でも十分 

この規制をクリャーできるため，D・Gは,むしろ，デ 

ザイソ上の要因が強いようである。 

3． ボリサルファイドからウレタンへ 

当初, 2成分あるいは3成分のポリサルフ7 イドでス 

タートした日本のダイレクトグレージングであるが，価 

格の点から，ここ数年来ウレタン化が進み，国内生産で 

は，現在ほぽ100多2成分ウレタンが使われており，材 

料は，横浜ゴム，サンスターの2社が各自動車メーカー 

に供給しいてる。 

"”、ハハ“'"""""""“●‘"'"“一八八,、ハハ‘、，、‘、,、‘“、‘''""“、,し 

ノックダウン用では，貯蔵安定性の良さから，ポリサ 

ルファイド2成分形が使用されている。 

自動車メーカ・ーでは,さらにコストダウン，省力化のた 

めに1成分形ウレタンを検討，あるいは試験的に使用し 

ているが初期強度が出にくいなどの問題を残している。 

4． 補修用シーリング材の動向 

登録台数の増大,特にダイレクトグレージング採用車 

種の増大，中古車市場の拡大（図-12参照）にともなっ 

て0EM 以外のアフターマーケットとして,補修用シー 

リング材の需要が伸びている。 

材料的には，ポリサルファイド2成分，シりコーン1 

成分，ブチルテープなどが使用されている。補修用シー 

リング材の全需要量は,年間100-150 t といわれている 

が，この約半分以上がシリコーンと推定される。プチル 

テ・ープは，タクシーなど補修後の走行を急ぐ場合に使用 

され，また米国では，補強時の初期強度を持たせるため 

に仮どめとして,ブチルテープを使用する場合もある。 

この分野でも，やはり価格の点からボリウレタン1成分 

形の進出が注目されている。 

材料コストに対する人件費の高騰，新車購入時期の延 

長傾向から,修理工場での修理以外に，かんたんな補修 

なら,一般のオーナーが自分で行なうことも多く,DI 

Y 店での販売量の伸びが目立つ。このルートでは,シリ 

コーン系が大部分を占めているようである。 

5. 液状ガスケット 

シリコーンシ・ーリング材は，これまで述ぺた比較的建 

築用シーリング材に近い用途をもつもののほかに，機械 

接合面，たとえば，オイルパン，シリンダヘッドカバー 

などに， 1 成分形シリコーンが無溶剤タイプの液状ガス 

ケットとして使用されている。 

液状ガスケットそのものは，昭和30年ごろから上市さ 

れ，配管，各種機器の接合面に使用されており，昭和39 

年にはJIS が制定されている。自動車用途に限れば，シ 

ールエンド，スリーポンドなど昔からの実績を持って、、 

る。ここ数年の傾向としては，やはり安全衛生や，肉や 

せの問題から，無濬剤化が進んでおり,シリコ・ーンは有 

カな材料となっている。最近では，これらのメーカ-Q) 

ほかに，シリコーン会社も独自のブラソドで商品化して 

おり，かなりの伸びを示している。 
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実績No.1のノウハウで 

明日の建築用シーリング材を考える0 
低モジュラス、高伸長の優れた 

性質から、新宿センターピルを 

はじめ、超高層ビルのカーテン 

ウォールジョイントのシーリング 

材として数多くの実績がありま士 

また、接着性に慢れ、硬化時に 

酸を放出しないので、大埋石そ 

の他の石材に使用できる他、 A 

IC . PCコンクリート等表面の 

多孔質な部材にも良く接着しま 

-4- uIS A 5757の耐久性試験 

で、金属、コンクリート、ガラ 

ス用I級に合格します‘ 

そして 完全にキット化され 

た使いやすい容器、専用の批科き 

機、あらゆる技術資料などが整 

備され、皆さまのどのようなご 

質間にもお答えできますc 

●シリコーンに関することなら、どんなことでも 
まず東芝シリコーンにご相談ください。 

レ・・＝1・”ー‘ 
●資料錆求、お間合わせは 
島I05 東京都港区新橋3-3-9 "(03) 503-8951代・MC係 

一 

h
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シーリング材をひつさげて構造物の 

水密。気密に挑戦するニツトー 

ニットーコーク仁100G'GK 油性コーキング材 

年 200U ウンタン系シーラント （新発売） 

寸300S ポljサルフ7・イド系シーラノト ニツトーウレタン  成分形‘クレタン 

才400G プチル系シーラント その他関連製品ー式 

⑦
「
溜
 

e 日東ポリマー工業株式会社 
本 社 兵庫県尼崎市琴浦町75-1 〒 660 容三 06)418-7421 

東京営業所 東変勢弄代異馬哲勢男世 〒101 容 (03) 255-6338 
尼崎工場 兵庫県尼崎市大浜町2-5-1 〒 660 △ (06)417-7421 

ー・・42 ―・ 



◇座談会◇ 

，縛舞I 4 証 薄 
麟嚇l (

 
'1 輪 , .議■藩‘ 

『熱嚇療：りi要 
；・泣血・‘'m 

職 

脊 
‘囀 

．繊 

出席者（敬称略） 

〔司会〕加藤正守（議夢） 
斉藤聴一郎（熟編蕪翻 
西沢 順之助（i'v3

'4 

Iik 部サー ビス課長） 

高野敏明（梅呆部, 1) 1t-難） 

小林 孝悌（P1r 築技術事務所） 

平野英作（H *UTh アスファルト町 
寺内 伸（鑒響3:C 術研究所） 
操上 弘昌（v4 - I 養脚） （発言順） 

と思います。この辺のところから彼らのシーリング材の 

使い方，種類ということでは，日本と比較して1成分形 

のシーラントの使う量が多く，やはり1成分形でなけれ 

ば使い切れない施工業者がアメリカの場合はけっこう多 

いのではな、、かと思います。 

アメりカの建物にはもちろんいろんな種類があります 

が,高層建築物や有名なビルを見ますと,ポリサルファ 

イド系の2成分形または1成分形がかなりよく使われて 

います。目地幅については日本より若干広いんじゃな、、 

かという気がするんですが，目地設計について話を聞、、 

てみますと，設計事務所といいますか，コンサルティン 

グエンジニアと言ったほうが適当かと思いますが，そう 

、、うところが基本的に責任を全部負うという形を取って 

おりますので，彼ら自身が細かいところまで検討した上 

で目地幅なり材料の選定なりをしております。彼ら自身 

与えられた自分の仕事に関して自分の責任を全うすると 

加藤 本日出席の方々は，シ 

ーリング関係の専門家であり， 

また幾度かョーロッパおよびア 

メリカを視察され,その事情に 

精通されている方がたでこざ、、 

ます。 

\
1
一 

まず最初に，このほどアメリカの視察からお帰りにな 

りました斎藤さんにアメリカの事情につきましてお願、、 

、、たします。 

鷺 
驚i 

1ミ 斎藤 アメリカはたいへん広 

くて，フロリダのほうに行きま 

監”1一響・二 すとノ、リケーンという日本の台 

愛二繊喜警 風と同じものがありまI・し,ニ 
ゴ卿筆鷲“ 

ー鱗謝 ューョークへ行きますと・岩盤 

―・ 雄葺 i 一 の上にあり地震はほとんどこな 

い。ところがサンフランシスコへ行きますと，けっこう 

地震があるというようなことで，国の中でもかなり条件 

の違う場所があり,それに応じて建築工法も違ってきて 

いると考えられます。最初に防水の考え方という観点か 

ら私の見た,ある、、は聞いたところをお話しさせていた 

だきたいと思います。 

私がアメリカへ行きまして，いろいろ経験した範囲内 

で一番感じますのは，H本とアメリカの施工技術の平均 

的なレペルの差ということです。たとえばアメリカでは 

目地仕上げひとつとりましても，日本ほどよくない。日 

本でやった日地は非常によく仕上がっています。全般的 

に施工のレペルの差というのがやはりあるんじゃないか 

ぎ ’一 

座談会会場 

詳
 

島 

/
 

iぎ 
L
. 

5
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いう基本的な考え方が見うけられるようです。 

保証のことに関しましては，彼らの考え方と、、うの 

は，保険とか，仲裁または裁判の制度というようなもの 

を使いながら彼ら自身でクレ・ームが起った場合処理して 

いくようです。ただしいわゆる材料の保証というのはあ 

りますけれども,包括するような保証はないと聞いてお 

ります。 

今回行きましたときに，ポストンで,グラスショーと 

インター・グラス・メタル・ショーと中しまして，サッ 

シとかガラス，ないしはシトーリング関係のショーがあり 

ました。その中に入って見たときに，一番驚きましたの 

は，ガラスをカットする機械とか,複層ガラス用の吸湿 

材，複層ガラスに使用するアルミのチャンネルなどの複 

層ガラスに関する機械，材料が会場のほとんどを占めて 

いるということです。アメリカはーョーロッパも同じ 

だと思うんですが一省ェネルギーの観点から複層ガラ 

ス自体にかなり興味が集まっています。一部には3重ガ 

ラスという形で，断熱・防音性能を向上させた複層ガラ 

スも使用されていると聞いております。米国，ョーロッ 

パにおいて複層ガラスの重要性について広く認識され， 

販売量も非常に大きいということから,このショーでも 

複層ガラス関係の機械材料が展示場で大きな面積を占め 

ることになったと思われます。 

複層ガラス用シール材については現在いくつかの材料 

が使われておりますけれども，その中でボリサルファイ 

ド系のシーラントが，強度も優れ，透湿性一複層ガラ 

スでは，水分が入ってくもっても拭くことが不可能です 

のでーという点から，ポリサルファイド系シ・ーラント 

が90％から95％くら、、を占めております。 

仲：' 

善 

、 

み 

、
 ぐ

 

鱗 ' 

輔 

のものの,民族構成上の違いによる考え方がシーリング 

の事情に大きく反映しているということを強く印象づけ 

られました。と同時に古い高層ビルの狭い目地の中で切 

断しているシーリング材を見て,アメリカも，日木と同 

じ試行錯誤を日本より10年先に繰返してきていることを 

感じた次第です。また,予想していたよりもコンクリー 

トの高層建物が多いこと（古い建物に多、り，比較的新し 

い建物および建設中の建物ではメタルカーテソウォール 

のジョイントに外からみたのでは,シーリング材の存在 

がわからないオ・ープン的工法が目につきました。 

地域環境条件の違いとしては，大きく分けて西海岸側 

と北東側および南部側に区分されると思います。西側の 

サンフランシスコ，ロスアンゼルスでは地震はあります 

が,雨量は少なく，気侯温暖であり, 目地の動きも少な 

く, 1 成分形が使用可能な条件といえます。一方,北東 

側のニューョーク,シカゴあるいはカナダでは雨・風が 

比較的多く，温度変化も大きい条件といえますがI 地震 

がほとんどありません。この地区では2成分形シーリン 

グ材も使われていますが, 1 成うH彩を室内側に使用する 

オープン工法も多くみられます。南部側については今回 

見てきませんでしたので,この辺の事情についてはよく 

判りませんが，気候的にみますと雨・風・温度を重視し 

たェ法と考えられます。この点日本の場合は地震,風， 

雨量，温度変化ともすべての条件がどの地区にも揃って 

おり,これらすべてを考慮したシーリング工法の確立が 

必要であると改めて強く感じている所です。 

また民族構成上の違いとしては，施工技術のレベルと 

それに対応した材料並びに工法が開発に反映していると 

思います。アメリカのシーリング材は2成分形から1成 

西沢 私の場合には2年前に 

小池先生弓陣の防水事情調査団 

に参加して，アメリカ，カナダ 

を見て来たのですが,それまで 

10数年間国内でシーリング材に 

携わってさた者として,原材メ 

」
 曹一 

ーカー，技術提携先，規格類などでアメリカの事情を推 

察してきてますが，実際に自分の目と耳で確認したいと 

思っていたわけです。 

やはり，推察していたようにアメリカは，その土地の 

広大さによる各地域の環境条件の違いおよびアメリカそ 
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分形に早くから移行して来ており,またプライマーなし 

でもある程度の接着性を示すタイプになっています。こ 

れはアメリカの施工者がユニオンショップに所属してお 

り，工事会社を通じての責任体制に欠けているようで， 

メーカー側の言い分では，2成分形の混練およびプライ 

マーの塗布に不完全さが目立つとの事であり，この現状 

認識の上から前記の1成分化，ノンプライマー化が促進 

されているようです。もちろんアメリカにおける労務費 

の高騰もこれに拍車をかけたわけですが。そしてこの1 

成分形を動きの少ない目地,あるいは室内側に使用して 

も機能発押できる構造，工法を開発してきているといえ 

るのではないでしょうか。また，施工技術および施工管 

理という面で日本のようなシーリング管理士，防水技能 

二L制度はなく，日本の方が進んでいるという事をメーカ 

ーとの話合いの中で感じた次第です。 

合理的に使い分け 

加藤 種類としてはどんなものが多く使われているわ 

けですか。 

西沢 シカゴの設計事務j子iであるスキッドモアおよび 

メーカーの話もだいたい同じ内容ですが，PC コンクリ 

ート関係では1・2成分形のポリウレタン，メタル関係 

では2成分形ポりサルファイド，1 成分形シリコーンが 

またガラス目地ではI成分形シリコーンおよびガスケッ 

ト，ビード類が使いわけられています。2成分形シリコ 

ーンはアメリカ,カナダで建築用としては使用されてお 

りません。 

特に感じました事はーつの建物で部位によって合理的 

に各種シーリング材を使いわけており，それが設計仕様 

の段階で決っているという事です。 

加藤 続きまして，高野さんお願いします。 

ーンメーカーですが，そこの会社の人達が日本にきて話 

していったこと，あるいは業務上でやりとりしている情 

報を通して伺い知る程度です。 

そこでまず材料メ・ーカーの態度ですが， 「メーカーは 

自分のスペックに適合する材料を作り提供しましょう。 

しかし施工については施工業者が貴任をもってやって下 

さい」という考え方があると思います。もっともこれは 

メーカーの態度というより，アメリカ人の物の考え方か 

も知れませんが。 

それからアプリケーションについてみますと，今度は 

ユーザー側がメーカーの提示するその材料の特徴や代表 

特性を信頼して，自分のアプリケーションに案外大胆に 

その材料を自分自身の判断でトライしていると、、うケー 

スがあります。 

例えばハィウェィのジョイントのシーリング材として 

使われているシリコーンについて,施工業者は「低コス 

トで使い易く，艮持ちするから使うんだ」と言っている 

んですが，「長持ちするから」ということの説明が「2, 

3年前に施工した所を見たら新晶同様だったよ」と、、う 

程度のものなんです。まあ実績ですから，ある意味では 

もっとも強力な説得材料かも知れませんけれど。 

また自由の女神が右手に持っている「たいまつ」のガ 

ラスまわりのシールの補修にもシリコーンが採用されて 

いるんですが，その理由として，もちろんこれまでに蓄 

積された一般的な実績をふまえてのことでしょうが， 

「従来のタール系のコンパウンドに比ぺればずっと補修 

の頻度が減るだろう」という程度の説明です。 

加藤 いまお話がありました技術提携先との関連で， 

シリコーンシ・ーラントについての情報はいかがでしょう 
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高野 私がアメリカへ行った 

のはすでに数年も昔ですし，し 

かも行った目的が建築ではなく 

自動車用シーリング材の調査で 

した。ですから，きょうの座談 

会のメインの話題である建築用 

シーりング材については私どもの技術提携先といいます 

か,親会社のーつであるアメリカの会社，これはシリコ ハイウエイでの施：ご風景 
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か。 

高野 こ存知のとおり，シリコ・ーンメーカーはオイル 

とかレジンなども作っておりいわば非常に間nの広い業 

種です。そしてシリコーンシ・ーラントは拡大する品極の 

ーつであり，特に建築土木用は注力する価値があると考 

えているようです。その場合彼等の考え方ははっきり1 

成分形志向だと思います。誰が，いつ，どこでやっても 

同じ結果が得られるという意味で，1 成分形志向は当然 

だと私も思います。 

ただ，これには彼等が日本人ほど器用でないというこ 

とも手伝っているかも知れません。欧州ではマイスタ・ー 

制度があって技術程度が高いそうですが, 日本では日本 

人の器用さ，几帳面さが施工技術,施工体制に立派に反 

映されて2成分形シーラントを使いこなしていると言え 

ると思うのです。彼等はどちらでもない。だからワンパ 

・ートで行きたいということになってくるのではないでし 

ょうか。したがって私どもから口本の2成分形低モジュ 

ラスシリコーンシーラントの情報やサンプルを提供して 

もあまり興味を示さないようです。 

視野が広い欧州の業界 

加藤 それでは転じましてョーロッバにおけるシーリ 

ング事情につきまして,小林さんお願いいたします。 

偏三 

凡
 

繊」 

パリ・デフ7ンス地区のコンクリートの伸縮目 

地に施エされたシール材が劣化して剥離してい 

る状況（施工後5年） 

が，本質的にやはり2重構遭が，必要と考，えられている 

のではないかと思います。技能が日本より劣るので向こ 

うでもそれが使えないというんではなくて，高級なもの 

を少し使って効果をだそうというのとそれほど高級でな 

い材料で，それを厚目に使って，厚みで勝負する。全体 

として立体的に性能を確保しようという考え方が主力の 

ようですね。平面の勝負じゃなくて，立体でいこうと。 

ョーロッパは北のフィンランド，スェーデン，デンマ 

ークあたりと中央のョーロッパとイタリーの南のほうと 

は全然違っています。イギリス，フランス，それにドイ 

ツも半分くらい，南のほうは，バックアップ材の外側に 

シールをするェ法が行われていまして，シール材料とし 

てはポリサルファイドが圧倒的に多いようです。私は幸 

い何年か置きに同じ建物を見ておりますので，竣工当時 

見たものが3年後，5年後どうなっているかということ 

が見られたんですが,これがかなりシールのだれ，一部 

に小さなクラックが入っています。それも,向こうとし 

ては代表的な建物でけっこうあります。たとえばパリの 

代表的な再開発地域デファンス，3年前に竣工した建物 

でも，ポリサルファイドがかなり痛んでいます。肉眼で 

見てわかる程度です。ただしそれは金属カーテンウオー 

ルのシールの場合ですけど。それから石材のジョイント 

に使ってる場合でも，仕上の石材が浮きだし判離して、、 

ます。イギリスでも同じことが言えましてロンドンのテ 

ムズミードあたりでも日本流に言えば超高層の建物のカ 

ーテンウォールの継ぎ目に使っておりますが，それもか 

なり痛んでいて，一生懸命マークして直しています。だ 

けど根本はそのシールだけでシールしようという考え方 

小林 ョーロッパでもおそら 

く考え方は基本的には同じだろ 

うと思うんですが，やはり気候 

が地域によって違いますから各 

地域の気候に合せた技術開発そ 

のほかが行われていると思いま 

電
 

－「豆”鵬一 

、
 

す。 

ョーロッパにおいても， （わが国に比べて）まず本質 

的に考え方が違って外壁の目地なりあるいは窓回りなど 

のシールを考える場合にも，全体の防水という立場から 

シールがどうあるべきかを解明しているわけです。シー 

ル材そのものの防水性と，壁体の防水性ということと， 

十分にパランスを考えられているわけですね。さきほど 

アメリカでは，施ェがむずかしくなるので簡単な材料が 

使われる，あるいは老化とかそういったことがあるので 

内側へ入れるというお話でしたが，それもあるでしょう 
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ではないんですね。これが北へまいりますと，ペルりン 

‘あたりから北，それからデンマーク，スウューデン，フ 

ィンランドあたりは，私が行ったのは6, 7年前ですが， 

表面からのシールは，ほとんど見られなくて,目地はオ 

ープンで，多くは止水板というよりテープと言ったほう 

がいいようなPVCのものをかなり，超高層ビルでも使 

っていますし，小さなプレハブ住宅でも使っています。 

これは両側に溝を切りまして，十分ダプらせて，挟み込 

むという形で使って，そして第2空間の奥でシ・ールを行 

っている。もちろんパックアップをしてですね。そう、、 

う形で，途中はオープンという形です。それが予算のあ 

る建物ですと，ネオプレン製の中空のポックス型のもの 

も使われているのを見ました。ドイツではPVCのい、、 

材料がありまして，それを使った定型のシール材がでて 

おりました。 

南のイタリーのほうにまいりますと，たとえば新ロー 

マ（エウル）のちょっとしたビルを見ますと，表面に金 

属のカバーをつけています。内にはもちろんシ・ールして 

いるでし上うが，シール材を露出しないでカパーして， 

内でシ・ールする。シール材は,聞くところによりますと 

ボリサルファイド系が多いらしい。しかし一般の住宅な 

どでは，雨漏りが多いようですが，乾きが早いので，あ 

まり気にしていないようです。 

そういうふうにお国柄，気候で違いがありますけれど 

も，全体的に技能が下手だというよりは，むしろ体裁は 

そう問題にしないという感覚のほうが強いようでした。 

こういう考え方が日本にもこれからほしいと思うのは 

シール材の材質が必ずしも向こうが遅れている，粗末な 

a 

デンマーク・コペンハーゲンの団地のコンクリート 

製スパンドレルの目地。オープン目地で途中にPv 
C の止水テーブを挾み込んでいる。 

AIR & WATERTIGHT BARRIER 
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争寺 

SECONDARY DRAINAGE ZONE ・：・ 

BAFFLE 

PRIMARY DRAINAGE Z加E 

OUTSIDE 

材料を使っていると見るのではなくて，問題は，シール 

材の下地に対する接着力とそれ自身の弾性のパランスの 

問題だと思うんです。この辺は私は，いま一度反省して 

い、い問題があるのではないかと考えます。 

加藤 続きまして，平野さんお願、、します。 

話響麟 平野 私がョ・ーロッパへ行き 

、， 

ましたのは，4年くらい前です 

ので，見聞したことは非常に古 

くなっております。しかもその 
（、 

I 内容が，どちらかというとメン 

プレンのほうに重きを置きまし 

たので，感じたことだけお話ししてみたいと思います。 

材料そのものにつきましては，各国の建材展示場をの 

ぞいてみました限りにおいて，日本とほとんど変わって 

いない。むしろ場合によっては日本のほうが進んでいる 

という気がしました。ほかの例ですけれども,新しい素 

材を導入した場合には，保証という問題がからんで,な 

かなかそれが受け入れられない。たとえばナポレオン時 

代からの技術がそのまま受け継がれているというお国柄 

で,新しいものはなかなか入りにくいという話も聞いて 

おります。ポリサルファイドそのほかは当然並んではお 

りましたが，日本で言う変成シリコーンのようなものが 

簡単に入れるのかどうかというふうな，そんな印象を受 

けました。 

施工した現場というものは,小林さんからお話がでま 

したように,パりのデファンスあたりへ行っても，切れ 

たり，汚なかったりということで，大して日本と違わな 

い。施工技術としては日本よりも悪いというふうな印象 

を強く持っております。 

これは38年にアメリカへ行きましたときも，ロ本では 
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での皆さん方が話されたようた 
' 

－ 二難勢線 七驚 最近のホットな情勢や詳しいこ 

l警嚢 

とはわかりませんが，そのとき 

に感じたことについて，申し上 

げてみたいと思います。 

まず，アメリカの場合，建物 

の設計者とゼネコンと，サプコン，ユニオンなどその組 

織が極めて明確に体系化されておりまして，責任分担が 

はっきりしているということが言えると思います。それ 

でまず非常に強く感じたのは，設計者の作業ぶりでし 

■
 
」
 

喜
 

・吐 

一
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-
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壷
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曹：麟 
韃舞細難 
ぜら“一 麟 「」 

ニューョークの超高層ビル群があるマンハッタン 

シーリング材の表面をならして，外観上非常にきれいに 

仕上げるわけですが，アメリカの場合にはぎざぎざで, 

打ちっばなしで，水が止まっていればいいんだというふ 

うな施工がしてあった。また，シーリング材の使いわけ 

について，カーテンウォールなどは非常に整備されて、、 

るんでしょうが，それ以外のところではその辺の統－・・が 

なされていないという印象を受けました。 

そうは言っても，国際屋根・壁展示会にしましても， 

工事業者の主催であり，その理事長は西独では大臣クラ 

スだというような紹介を受けたわけですが, 日本ではど 

うしてもメーカーが主になって,材料のPRをするんで 

すが，向こうは工事屋さんが，自分の施工技術，保証と 

いうものを合めて，工法を一生懸命PRする。その辺に 

非常にわれわれとしては,驚嘆したわけです。 

それともうーつ,今度のJAS Sでも目地幅401iはで 

と、、うことになりましたが，ハノーパ・ーの再開発地区の 

例だったと思いますが，60'皿ぐらいあるような目地が堂 

々とポリサルファイドで打ってあり，非常に大胆に使っ 

てありまして，逆に言えば目地幅を広くとって,許容伸 

縮率そのほかを考慮しているんじゃないかというふうな 

印象を受けまして，優れた点もあるし，お粗末な点もあ 

るというふうな印象でした。 

神経質に過ぎる日本 

加藤 それでは寺内さんお願いします。 

寺内 私も数年前にうちの会社から山張でアメリカに 

行って，カーテンウォールならびに防水を1カ月ばかり 

見てまいりました。日にちもたっていますので，いまま 

た。ニューョークで設計で有名なマルセル・ブロイヤー 

の設計事務所へ行ったんです。そこでカ・ーテンウォール 

の図面を見せてもらいましたところ，H本だとディテ・ー 

ルについてはカーテンウォールのメーカーが案を出し 

て,それが承認という形になる場合が多いんですが，米 

国ではじかに建築家である設計者が実際の施工図のきわ 

めてこまかい詳細まで書いている。たとえば目地幅,シ 

・ールの厚さを決め，バックアップ材の入れ方，シールの 

打ち方，シールに関するすぺての材料の名前などを記述 

し，詳しく目地のディテールを決めております。それで 

ゼネコンはサブコンに指示してその図面どおりの仕事を 

してもらうよう管理だけをすればよいという，非常に貴 

任体系がはっきりしているように思いました。そのかわ 

り設計者は図面を書いた以上，その目地に対しては完全 

に責任を負わなければいけないしくみになっている。 

しかし設計者が知識不足の場合，何をもとにしてそう 

いう図面を書いているかというようなことを聞きました 

ら，防水の設計のよりどころとなるところは，第一に州 

のコードだということです。たとえばカリフォルニア州 

のコードとか，州によってそのコードが違うが実際の設 

計に生かしやすいコ・ードが完備されている。たとえば設 

計風圧のとり方も州によってちがい，ニューョークにあ 

るWTC の建物は皆さんこ,存知のように，あれは地震で 

はなくて，風で決まってるというようなことで，地方に 

よって州のコードが細かく整備された設計のマニュアル 

になっているということです。それから第二は，カーテ 

ンウォールの関係のコンサルタントが非常に多くいまし 

て，その人たちがシーリング防水関係の知識を非常に豊 

富に持っており，その人達の力を借りて設計するという 

ことだというふうに聞きました。 



何を主にして設計するんだということで聞いたら，地 

震とか風の層間変位とか，そういうようなジョイントム 

ーブメントではなく，やはり熱膨脹,収縮であると言っ 

ておりました。さきほど西沢さんが目地は広めにとって 

あるとおっしゃいましたが，私もいろんなカーテンウオ 

ールについて目地を測定して歩いたんですが，25皿から 

場合によっては35mというような目地がざらでした。そ 

れで安心して使っているかというと，実際には非常に切 

れてる目地が目立ちました。それから施工は粗雑であり 

まして，日本では神経質過ぎるほどいろんな点について 

考えているんではなかろうかというふうに強く感じまし 

た。 

たとえば,たまたま私の行った現場だけかもしれませ 

んが,養生テーブなんかは使っていません。その上から 

ただヘラでならしている。ですからもちろん日本みた、、 

にきれいな目地にはいっておりません。しかしテープの 

離型剤による剥離問題とか，テーブに関ブる問題はテー 

プを使わない以上ないんじゃないかというように感じま 

す。 

それから防水の機構なんですが，いままで皆さんから 

お話があったように, シール材は単なる補助的な手段で 

あり総合的な防水として考えていることです。いわゆる 

オ・ープンジョイントだけとは申しませんが，フラッシン 

グをつけたり，ジョイント内に入った水を外に出すと、、 

う機構がこまかく工夫され，シールだけには頼っており 

ません。これは今後日本でも考えていくべきことじゃな 

いでしょうか。こういう液状の不定型シールというのは 

非常に便利なもので，今後もどんとん使われていくと思 

いますが，日地全体の工夫と、、うことが必要だと思いま 

す。それからシ～ル材としては，2成分形のポリサルファ 

イドシーラント，それからウレタンが多いようでした。 

施工のことでもう ・つ感じたことは，手のかかるよう 

なことは一切していないということで，したがって2成 

分形よりは1成分形がだんぜん多く先称中したようにテ 

ープは使わない。ゴンドラのシールなんというのはまず 

やっておりません。できないところはリポンシールのよ 

うな定型シールで施工しています。手のこんだことをし 

ないでレィーバーコストを安くしようというエ夫を常に 

頭に入れてやっているように見えまLた。 

加藤 操上さんお願いします。 

一ー‘ 操上 いま皆さんから欧米の 

＾ 

シー 

リング事情についていろい 

’、’嚢ろお話を聞きましたが・私は多 
、 夢 

少違った受Iナとり力をしていま 

二 l ’欝 す。 

転厭ト 
な建物（カーテンウォール）を見た範囲では，かなりシ 

ーリングが痛んでいるのが見られ，予想通りであったこ 

とです。 

耐久性とか環境，そのほかの諸条件が目地設計に反映 

されていると思いましたが,意に反し部材の長さに対し 

目地が小さく，剥離，破断が随所に見られたのです。 

視察した建物は高層でやや年月の経たものが多く，ポ 

リサルファイド系シーリング材の最盛期のものであっ 

て，こく当然の現象であるのかも知れませんが。 

ある材料メーカ・一の説明を受けましたが,セールスの 

一環としてジョイントの納りとディテールのあり方,施 

工方法などをセットにしてセールスポイントにしてお 

り，われわれとしては参考になるーコマでした。さらに 

2重シール，排水構造システムを強調しており,その点 

では意見が一致しております。また街路を歩いていて石 

材の壁I 床面にポリウレタンが多く使用されているのが 

目立ちました。 

特に人工地盤や歩道のエキスパンションジョイントな 

どです。 

アルミカーテンウォールのマリオンタイプのものはマ 

リオンジョイントをオープンにし, そのほかの取合いは 

シ・ーリング,ガラスは外面が定形シ・ーリング材，または 

定形プチルで内部はシーリングと言うスタイルが多く見 

られました。アルミ方立のガラスカーテンウォールが非 

常に多いのも見のがせないんですが，この場合の影響は 

決して良くなく，わが国のものとは比較になりませんり 

マリオンのオープン部の目地幅誤差は大きく，取付精 

度も良いとは言えないが,実用的であれば，と割り切っ 

ているように思われます。 

カーテンウォール工法の長い経験から合理的なディテ 

ールや工法が生れてきているのかも知れませんね。 

これらの点が環境の違い以外の相違いのような気がし 

ます。 

別の話しになりますが，素材メーカーの技術者との対 
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話の中で耐久性,許容伸縮率などについて質問したとき 

に「実態調査はしていない」「実験で十分判断が可能で 

ある」 との回答に一・瞬意外な気がしました。しかし実際 

は素材メーカーから原料がブレンドメ・ーカーにゆき，種 

々の性状にブレンドされ，販売されるが，製法などの規 

制も指導も実際にできないので調査もしていないとのこ 

とでした。 

以上のことと実際の施工されるまでの過程にあって設 

計された通りの目地ができない，と言う不信感があり, 

その上施工に対する信頼性も低く，完全なものにはなり 

得ない，と言っているようです。従って保証についての 

話しもあいまいなものであったようです。場所を変えて 

PC カーテンウォールの取付中の現場を見ましたが，縦 

横のジョイントの水返しを共通した形状にし，2次ガス 

ケットの納り部分を考慮してあり参考になりました。 

耐震構造を考えた場合の断面の良否はともかくと し 

て,総防水として研究の必要を感じました。 

注目される複層ガラス 

加藤 ただいま主としてカーテンウォールとか，ガラ 

スまわりを中心として，いろんな事情についてこ説明を 

いただいたわけですが，省ユネルギーと関連いたしまし 

て，複層ガラス用のシ・ーリング材であるとか，または家 

庭用のシーリング材などもいくつか販売されていると聞 

いております。 

まず，複層ガラスにつきまして,アメリカではどんな 

シーリング材を使っているか，またはどんな施工機械が 

使われているか,斎藤さん，具体的にお願い、、たしま 

す 

斎藤 実際に複層ガラスをつくる場合に, シール材は 

どういう性能が要求されるというところから話を始めた 

いと思いますが，複層ガラスのように，密封した形にな 

りますと，中が曇ったとかいうことになりましても二度 

と拭けない。本来ガラスは透明で外の光が入るというこ 

とが要求されるものです。この点から水蒸気の通過しに 

くさがシール材選定の大きなポイントとなります。 

もうーつは,その材料の持ってる使いやすさとか性能 

のパランスも考えなけれぱなりません。 

グラスショーを見たときに，複層ガラスがいろいろ展 

示されておりましたけれどもI それを見ますと，ボリサ 

ルファイド系のシールを使ったものが多く, 90％から95 

％がポリサルファイド系シーラントであると聞いており 

ましたが，そのショーを見まして，たしかにそうだなと 

実感いたしました。 

それ以外では，ホットメルト系のブチルを使用したも 

のがありましたが,このもの自体は，展示場にいた人の 

話によりますと,機械の価格が高い，製造上の問題点が 

多いなどのことから，まだまだ量的には少ないとのこと 

です。 

それから複層ガラスに関連しまして，保証の問題を聞 

いてみたんですが,彼らは複層ガラスというもの自体を 

工場て叱）くって，それを山荷して,現場でグレイジング 

するなかで，複層ガラス自体に関しては5年ないし10年 

は保証しています。これについては先程からいろいろ話 

がでましたように，責任分担が明確になっておりますか 

ら，使っている複層ガラスの材料自身に問題があると、、 

う場合には，保証するという言い方で，それがグレイジ 

ングとか，施工に絡んだ場合には彼ら自身そこまでは責 

ポリせルファイドーメど 

了ーソノP Z 「 
金属スペーサー f一y 二 ― 

ガラス、に：マ 

八

，

 

l

、
 

代表的な複層ガラスの例 

任はないという形の,はっきりした責在分担という形が 

とられているようです。 

加藤 施工機械についてはいかがですか。 

斎藤 機械のほうですと私はあまり細かく見てきませ 

んでしたけれども，ガラスを切る機械もかなり展示され 

ておりますし，2成分形のポリサルファイドを混ぜて吐 

出するような機械，ホットメルトのブチルでしたら,加熱 

して施工する機械などが展示されておりました。複層ガ 

ラス自身は工場生産でつくるものですから，いい機械を 

使うかどうかということでも勝負が決まると考えられま 
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す。彼らなりに十分検討ンているようで,ショーの中て 

隣のメーカーとどっちの機械がいいんだと聞きますと， 

うちのはうがいいんだという意味合いのことを詳細に説 

明してくれまして,彼ら自身複層ガラスに関連する機械 

をずいぶん熱を入れて開発しているという感じがいたし 

ます。 

加藤 かなり自動化されているんですか。 

斎藤 はい。特にガラスの切断，あるいは洗浄する機 

械，その辺が連続で1工程でできるようなものも展示さ 

れております。 

加藤 シーリングエ事に関連しまして，複層ガラスの 

シール材の施工機械はこ覧になりませんでしたか。 

斎藤 混合，押し出しなどかなり自動化された機械が 

展示されておりました。 

普及度高い家庭用 

加藤 小林さん,複層ガラス，あるいは家庭用を合め 

まして，補足をお願いいたします。 

小林 1979年のドイツの国際屋根・壁展では,省工不 

ルギー問題に焦点がしぼられておりまして，茸き屋根に 

ついてもI 断熱をどうするかということがかなり今度の 

展覧会の大きなテーマになっておりました。 

複層ガラスにどういうシール方法をやっているかと、、 

うと，私が見た範囲では，日本と同じように金属板でシ 

ールしているものが多いように見たんです。それにさら 

に複層ガラスそのものを止める方法としては,物理的な 

ガスケット類がかなり出ております。そして枠回りの周 

囲のシールは,シリコーンあるいはポリサルファイドだ 

ろうと思います。しかしぞれらは,それでシールするに 

は違いないんですが,考え方は，それだけに頼るという 

ことは絶対しておりません。というのは内部結露を逃さ 

なけオuまならないんですね。向こうは冬期に屋内外の温 

度差が大きいですから。ですからサッシそのものにつ、、 

てもそうですし，サッシと建物の間しそうです。内部の 

結露をどう始末するかということのための処置が必ずし 

もあるわけですが，それを前提としてやって、、ますの 

で，サッシの片側にペアガラスを押しつける,サッシそ 

のものも枠に押しつける。その押しつけるときに，防水 

とエアタイトを兼ねた固形のシール材を置いといて,そ 

れを圧迫する形で気密をよくするという形がとられてお 

ります。またサッシそのものの構造も3重ないし4重に 

されているケースが多いです。 

また,省ェネルギーの国策に沿って， ドイツそのほか 

では,かなりH曜大工的な材料が出ております。したが 

って簡単なカートリッジ式のもの，ある、、はビストン式 

など，素人でも使えるものが非常にたくさん展示されて 

おりました。 

それから向こうはなんとしても煉瓦壁，瓦屋根が圧倒 

的に多いわけですが，瓦葺の屋根の途中に換気筒を立上 

げたり,大きな屋根面ですから,屋根裏を部屋に使うた 

めに窓を開ける。瓦茸きのものが出窓みたいに出てくる 

わけです。その周辺の建具と壁の取合いが，非常に厳密 

に処理されていまして，幅の広い金属板，鉛のシール材 

をかなり大胆に使われております。鉛をシールに使うと 

いうことは，非常にいいことだと見てまいりました。そ 

ういうものを日本でもこれから取り上げてもいいんじゃ 

ないかと見てきたわけです。 

加藤 復層ガラスについて若干補足させていただきま 

すと, ロソプーラン社では， 1 成分型のシリコーンシー 

ル材を使用している。当然透湿性の問題があり,ボリイ 

ソブチレンを併用してるというようなことを言っており 

ました。 

またI 西ドイツのボスチック社ではボリサルファイ ド 

系なんてすけれどもエポキシ変性ポリサルファイ ド系を 

使用している。生産量的には省ェネルギー政策と関連し 

て‘ シーリング材の売ヒげの60彩くらいをそれに向けて 

いるというふうな話をしております。 

家庭用ということですと，フランスのあるデパートで 

！あ 木製建具用の水密性，特に気密性といったほうが、、 

いかもしれませんが， 1 成分型のシーリング材とガンと 

プライマーなどをセットにしたようなものも販売されて 

いるようです。 

ただいまアメリカ，ョーロッパのシーリング事情につ 

いて，総括的なお話をいただいたわけですが，要約いた 

しますと，次の二つの点に分けられるんじゃないかと思 

、、ます。 

一・つは，防水設計の考え方に関連した設計の問題，二 

番目は，設計者，またはゼネコン，または施工者と関連 

した施工体制の問題, または必ずしも全般的には触れて 



いただきませんでしたが，その性能評価に関連した保証 

の問題があるかと思います。 

それではシーリング工事に関連した設計の問題，また 

は防水設計の考え方について，小林さんお願いいたしま 

す。 

シーリングの基本見直す時 

小林 先程ちょっとお話ししましたように，壁と一体 

にして考えているということが基本です。壁の材料が向 

こうでは主として，煉瓦が多いわけです。普通煉瓦およ 

び空洞れんが，ある、、はコンクリートプロック，もちろん 

高層になりますと梁・柱は鉄筋コソクリートですが，最 

近鉄骨のものもありますが，軸壁としてはRCでも，向 

こうのコンクリ・ートの質は日本よりもポーラスですね。 

しかも発泡コソクリートのブロックや板がかなり多様化 

されておりまして，軽いですから，超高層建築でも外壁 

の軸壁にかなり使われております。一般のマソションな 

どでも, これらを軸材として，その上に2重壁構造にし 

ておりまして,その表側にはれんが壁，簡単なものでは 

金属またはアスベスト系統の外壁材,その中間に窓が収 

まるという形になるわけです。したがって,シールの取 

り合い，あるいは目地の材料の相手方は，かなり気泡を 

含んだ，ポーラスな材料が多いわけです。したがってそ 

の下地の吸水性が問題で，もちろん下地処理をしなけれ 

ばいけないということと，ある程度水分は吸い込む。当 

然水蒸気は通しますけれども，水もある程度は浸み込む 

ということを当然と考えて，それでどう水分を始末する 

かということで考えているわけで，防水面をあまり表面 

に出すということ自体が逆効果になるということです。 

（日本でもそう、、うケースがあると思うんですが）なる 

べ．く奥のほうへ持っていったほうが具合がいい。しかし 

軸壁との間の2 重空間，あるいは2重でない場合には， 

一つのPGパネル，あるいはプッロクパネルの中に穴を 

開けたりして通気を考えていますから，それを通して， 

そのさらに奥のほうの位置でシールしていく。もちろん 

表面にも簡単なシールをしますが,これは多少隙間があ 

ってもかまわないという風よけ程度にやる。そういうふ 

うな考え方ですぺてを考えているようです。 

加藤 続きまして西沢さんお願いいたします。 

西沢 シーリング構法としましては，先程も述べまし 

たように， 1 次シーリング」 2次シ・ーリングおよびタ陪β 

と1次，2次間の等圧化による排水処置が多くとられて 

、、るように感じました。例えぼ石，コンクリート，テラ 

ゾーなどの目地では外iIll」，内側とも不定型シーリングを 

行ない，かつ，外側目地のクロス部に一定間隔で排水バ 

イプをとる方法，またメタルカーテンウォールでは，ガ 

ラス回りに定型シーリングそしてガラスエッジに不定型 

シーリングを行ない，外側から入った水は不定型シーリ 

ング材でさえぎられて排水穴からサッシ問シーリング目 

地の外側に排出されるようになっています。 

このように不定型シ・ーリング材をどちらかというと気 

密材として内部側に使っており，外側には不定型または 

定型を使用し，必ず外側排水となっているようです。 

加藤 1.成分か2成分か,またはプライマーの問題は 

いかがでし上う。 

西沢 やはり,動きの大きさ，気候,部位によって使 

い分けられております。先程のPCコンクリート目地て’ 

は外側に2成分形を主体としており，内部に1成分形を 

使用しております。メタルカーテンウォールでは同じく 

外側に2成分形，ガラスエッジ部は1成分形また内部側 

によったサッシ目地は1成分形を使っています。基本的 

に室内側，動きの少ない目地に1成分形を，外側および 

動きの大きい目地に2成分形の考え方のようです。 

寺内 私も目地はシール材だけに頼るのではなく，総 

合的に考えているということは言えると思うんです。ま 

た，設計者が責任を持ってディテ・ールを決めるのでとか 

く建物のデザインに走りがちなところを，防水という機 

能を十分考え決して無理しない設計をするようです。 

それから目地の動さというのが防水に非常に関係があ 

るんで，カーテンウォールの取付け構造なんかも見てき 

たんですが，メタルカ・ーテンウォールの場合ですと，こ 

ちらではスライドファスナーーでステンレスのワッシャー 

を入れたり，テフロンをはさんだりするんですが，たま 

たま私のみた現場では溶接で緊結してしまってるという 

のが多かったようです。それでは熱膨収縮をどこで逃げ 

るんだということで問題になるんですが，熱膨脹,収縮 

はパネルの面外変形で逃げるという感じになっていまし 

て，目地の動きが，日本で線膨脹系数で計算したものよ 

りはずっと少ないというように感じました。ほとんど溶 
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接されているようです。 

豊それからロスアンゼルスの場合は地震があるので，ロ 

スアンゼルスの建物をずいぶん見たんですが, カーテン 

ウォールと各階の床の取合いだとか天井の一番上のパラ 

ペットのところの取合いもよく見てきたんですが，非常 

に目地を細かく入れて, 目地が切れないようにして、、 

る。実に神経を使って設計そのものを考えているという 

のも目につきました。日本では決してやってないという 

わけではないんですが，そのように見てまいりました。 

それから許容伸縮率の考え方なんですが，これもあま 

りシール材の疲労から考えた理論的な理屈での許容伸縮 

率のというのがはっきり決まってる, とか,マニュアル 

化されているというよりは，コンサルタントのノウハウ 

というか，経験的に決まってるように思いました。 

加藤 高野さんいかがでしょう。 

高野 彼等の考え方は, まさに実用性能本位じゃな、、 

かと思われます。彼等のレポートの中や，彼等との話し 

の中でI 「支障なく使えれば多少みてくれは悪くても、、 

いじゃな、、か」 と、、うようなニュアンスの表現がときど 

き見られます。 

たとえば先程も申しましたけれども，ハイウェイのジ 

ョイントのシーリングにしても路面から％インチ落して 

仕上げてはいるもののタックフリーがきたかこないかく 

ら、、のところでもう車を走らせてしまうわけです。目地 

の表面に多少影響がでても,シ・ーリング機能が維持でき 

るなら交通を早く再踊できることの方が価値があると、、 

う判断だと思うんです。 

あるいは建築用のシーラントのデータシートに「ノー 

プライマーでもよく接着します」 と書いてある。もちろ 

んテストもしたでしょうが,彼等の経験からノープライ 

マーでも実用上問題がないんだ，と言っているんだと解 

釈しています。 

加藤 平野さん, 、、かがでしょうか。 

平野 私も，さきほど皆さんがお話しになったことと 

まったく同じで，たとえばコンクリートの耐久性が60年 

だとか,長期的に保証できても, しょせんシーリング材 

というのはそんなに保つものはないということで,あま 

りシーリング材に，期待しないと言っては語弊がありま 

すが,それにすぺてをかけるということはやめたんだと 

、、うふうな話を聞いております。 

従って,防水構造としては2重構造にならざるを得な 

い。そして2次側はそれほど高級でなくてもいい，要す 

るに低価格のものでもいいから，ボリュームで総合的に 

防水するという動きがでていると聞いております。前か 

ら日本でも同じようなことは言われているが，H本は壁 

厚の問題もあって，2重にするとお金が高い（トータル 

コスト的には，必ずしも高くないでしょうが）というこ 

とで,なかなかその辺が浸透しない。私の持論ですが， 

タイトではなくて，ウォータープルーフにすべきだと。 

外国で行われている事がよいと判っていても，どうして 

H本はそのようにならないのか,残念です。 

加藤 次に,施工体制，施工技術など含めまして,操 

上さんお願いいたします。 

操上 施工体制についての比較としては, まず日本と 

欧米の基木的な契約，請負体系の違いがあるため施工技 

術を含めて比較は難しいと思います。 

日本の場合は四季,季節変化が大きい，地震国と言う 

環境下で防水性能以タHこ美的性能が強く要求されます。 

また漏水の程度の位置づけなどの大きな判断の差も考 

えられると思います。 

欧米ではガラス回りの外部は定形ゴム，または定形ブ 

チル,内部はシーリング材と言うパターンが多く見られ 

ますが降雨時に内部コーナーににじむような漏水は随所 

に見られI 私の感じではこれらは漏水の内に入っていな 

いように見受けられます。また補修しているガラス回り 

は，それは外部であり，シーリング材でポリュムをつけ 

た二角型に雑に施工しているのが多い。 

このような種々の面から施工の体制，技術はお国がら 

もあり日本の方が上のような気がしております。補修の 

形跡は雑に行われていますが, これからの目地設計は補 

修が可能な納りをも含めたものを採り入れることを研究 

する必要があると思います。 

加藤 それではこの辺で本日の座談会を終りたいと思 

います。ありがとうこざいました。 
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屋根裏部屋で 
考えたこと 

'‘向 卿司 松本 洋一 

小生，パリに1カ月ほど 「潜入」 

してま、、りました。時は9月末で， 

シャンゼリーゼ通りのマロニエもま 

だ端の黄ばんだ大きな葉を縄って、、 

る季節でした。私を知っておられる 

方なら,だれでし “彼にフランス語 

なんてできっこないよ”‘’第一語学 

のセンスが全然ないんだから” と言 

われるでしょう。そのとおりです。 

だから「潜入」なのです。日光の三 

猿ではありませんが「言えザル」「聞 

けザル」のパリの二猿となり,東京 

での自転車操業風のあわただしい生 

活から離れ,ちょっと変わった体験 

をしてまいりました。日本を出る時 

に「防水屋」の看板は成田空港のコ 

イソロッカーに入れてゆきましたの 

で，事務局から「西欧のシーリング 

事情」を何か書けとおおせられまし 

たが，無い袖は振れなくて申しわけ 

ありません。 

パリの二猿は「見る」ことと「考 

える」ことだけは充分すぎるほどで 

きました。ニザルというハンディを 

背負いますと,他の機能はよく働く 

のでしょうか。今回の田張で建築屋 

として刺激をうけたことは“建築物 

の耐久性，の考え方についてです。 

まず第一の点は，時間に関するス 

ケールが全く違うことです。シーリ 

ング材が「5年」耐 

えられるかどうか 

で陰災鷲胃と論議 

していた自分が恥 

しくなりました。 

建築物の寿命その 

もののスケールが 

大きいのです。例 

えば，日本で60~ 

70年前のRC造が 

解体されるとき，われわれは，その 

建築物は寿命を全うしたものとして 

扱うのが普通でしょう。しかし，パ 

リで討論した何人かの技術者は，建 

築物の寿命を少なくとも 100年以上 

のオーダーでとらえております。 

現実に彼らが毎日居住しているアパ 

ルトマンは，100'-'200年は経過して 

いるのです。もちろん，徹底して行 

なわれたナポレオンの都市構築がし 

っかりしていることが，再開発を必 

要としないという前提にあるのでし 

ょう。建築物が100年以上は耐えられ 

なければならないとすれば，コンク 

リートが素晴しい建築材料として評 

価されていることはうなづけます。 

フランスでは鉄骨を見ることは稀で、 

す。ほとんどがコンクリートです。 

それも徹底したプレキャスト化が進 

んでます。ある建築技術者と話して 

" 

屋根裏から見たアパルトマンの屋根 

いたとき，彼は畳口本やアメリカで 

建築の主体構造として，鉄骨造が伸 

びているのは理解できない， と言っ 

ておりました。さらに彼は，耐久性 

の観点から鉄を低く評価しているこ 

とが分りました。われわれは’鉄は 

錆びる．ことは充分承知しておりま 

す。しかし,それと建築物の寿命と 

直結して考えることは少ないのでは 

ないでしょうか。エッフェル塔で毎 

日，永遠にパリの市民税を使って行 

なわれて、、るRe-paint を例にとり， 

いかにコンクリートが素晴しいかを 

カ説しておりました。 

第二の点は，建築物の耐久性の概 

念に, メタボリズム締i陳代謝）が 

導入されていることです。よく 「パ 

リのアパルトマンは外から見ると古 

くさいが，巾に入ると素晴しい」と 

週刊誌などに書いてありますが,そ 
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f、 なわち，あの古くさい街は呼吸をし 

ていたのです。 

このようた考え方は，一朝一タに 

身につくしのではありません。歴史 

風土，あるいは民族の特性などによ 

り,異なることは必然でしょうが， 

少なからず建築屋として，小生は考 

えさせられました。「10年そこそこ 

の保証が艮い，短かい・・・」の防水界 

の論議ではなく,建築物の耐久性を 

建築全体からとらえてから,細かく 

bteak down して時に，果たしてシ 

ーリング材の寿命を，どのように設 

定すべきかを論議すぺきではないで 

しょうか。 

こ、’・： 縁が切れたところ 

議 に壁があり,その 

向こうはシャワー 

室にな」ていて， 

二 

書 見ますと となり 

■ 

で切れた回り縁が 

二 つづいているので 

す。そうです。こ 

碁
 

■

－

 

盤」 
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と雪 需
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屋根裏から見たパリの屋根 

れは，建築物の躯体は150年もので 

あっても，中味にメタポリズムが行 

なわれているからなのです。それも 

単に装飾的なことだけでなく，設備 

面にまで及んでおります。ある時，私 

が泊っていた2つ星のホテルで，部 

屋の天井の回り縁がぐるりとまわっ 

てないことに気がつきました。回り 

の部屋は,昔から 

ホテルではなかったのです。普通の 

アパルトマンをオーーナーがホテルに 

改造したのです。躯体には触れず 

に，用途変更までもやっているので 

す。パりの旧市街を歩いて，大規模 

な建築現場は,ほんの数えるLLどで 

す。しかし,メタポリズムはいたる 

ところで行なわれておりました。す 

（清水建設（株）研究所） 

超高層ビルのシーリング工事 
アスファルト防水工事 
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建築用シーリング材のー」 
標準色について 

広報委員会 

建築用シーリング材の色は従来統一されておらず,建物の設計者あるいはシーリング施 

エエ事の発注者が主として建物全体の外観を損わないように，各シーリング材メーカーが 

標準化している製品の中から，あるいは必要に応じて特注色という形で選定され，使用さ 

れてきた。 

しかし, メーカーのきめている標準色は，品質，性能が十分検討されたうえで設定され 

ているが,シリコーソ」ポリサルフ7イド, ウレタンといったシ・ーリング材の種類によっ 

ては，技術的な面からも色の選定は制限され，さらに使用者の側から見れば，各メーカー 

により，色および呼称の不統一からくる色の選択の不便があった。また，メーカー側から 

すれば，色を統一することにより，品質の統合整理，生産の効率化，品質管理の維持向上 

が可能となる。 

こういった現状をふまえて，日本シーリングエ業会では，現状の技術レペルで可能な範 

囲での各素材共通の標準色を設け，色と呼称の統一ー・を計る目的で, 日本色彩研究所の応援 

を求め，加盟会社の標準色を解析して,工業会としての基本色を定め，各社での十分な検 

討を経て,昭和52年9月表一1に示す標準色および限界色の基準値を設定するに至った。 

日本シーリングエ業会では，今後ューザーのこ協力を得ながら，建築用シーリング材の 

標準色の設定を通じて，品質の維持,向上および生産の効率化を計っていく計画である。 

表―1 共通標準色および基材別標準色 

呼 称 （色名） ブラウン ダークブラウン ホワイト グ レ ー ブラック ク リ ア アルミグレー 

標準色（記号）注）1 
7. 5Y R 
4. 5/3. 5 

7.5YR 
3.0/1.5 

N 9.0 N 5.5 N 1.5 
注殆 注）2 

シ リ コ ー ン 系 0 O の 0 0 0 0 

変成シリコーン系 0 0 0 0 0 

ポリサルフアイ ド系 0 0 の 0 

ポ リ ウ レタ ン系 0 0 

ア ク リ ル 系 0
 

0 

S B R 系 0 o 

ブ チ ル ゴ ム 系 0 0 

油 性 0 

注）1 JIS Z 8721の三属性表示記号による。 注）2 クリア アルミについては，別途基準を定める。 
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建築用シーリング材標準色 

ブラウン 

7. 5 Y R 4. 5/3.5 

ダークブラウン 

7.5 YR 3.0/1.5 

ホワイト 

N9 .O 

ク。レー 

N 5.5 

ブラック 

N 1 .5 

王卩刷インクの性質上．実際の色調とは異って見える場合もあリます。 
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ポリサルファイド系シーリソグ材 

1液ポリウレタン系シーリソグ材 

2液ボリウレタン系シーリング材 

シリコーソ系シ リソグ材 
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油性コーキソグ材 

ブブル系コーキソグ材 

水性アクリル系コーキソグ材 

#1 00 #500 感光性接着剤 

網入り板ガラス防錆ブチルテープ 

（ガラスメー力一3社 全硝連推奨品） 

JIS表示工場 第567215号（JIS・A1575D 

明星チャーチル株式会社 
本 社 
関西営業所 

関東営業所 

熊谷営業所 

名古屋営業所 

九州営業所 

広島出張所 

堺 市 浜 寺 モi 津 町 中 1 丁 4 - ? 

電話 堺（0722)44-7500（代表） テレックス5374--- 743 

4費 浜 市 神 奈 川 区 三 枚 町 2 9 9 - 5 

電話横浜（045)383-4651 （代表） テレックス3823-253 

埼 玉 県 熊 谷 市 宮 町 2 - 13 林ビル 

電話 熊谷（0485)25-1822（代表） テレックス 2942-724 

名古屋市名東区ー社3丁目90 番地 チサンビル202号 

電話名古屋（052)703-206 1（代表）テレックス 447-3639 

福岡市博多区博多駅前4丁目26 -1 1 鐘芳ビル 

電話福岡（092)472-2143（代表） テレックス 724-5 9 7 

広 島 市 比 治 山 町 5 - 1 2 

電話広島（0822) 63-4461（代表） テレックス 652-4 1 4 

材料販売 迅速配達 督 無 

鷲曇轟●舞編麟冒 緩 営 業 品 目騒鷺懸灘縄 難 蛾…・ 

防 水 材 コーキング材 
~授’11 興婆！手癖！事プ 

●塗膜ウレタン材料 

●シート防水材 

●ェポキシ注入材 

●チオコール 

●シリコーン 

●ウレタン 

●その他副資材 

吹付塗装材 

－読蓋雲’ 

’吹付タイル 

’吹付リシン 

’その他全般 

愈＞化研マテリ7I嚇式会社 
〒105 東京都港区西新橋3-6-5（入江ビル） 

TEL '(03)432-7 6 5 4（代表） 

倉庫 〒105 東京都港区西新橋3 -14-5 

KAKEN MATERIAL LTD . 

－麟簿四~轟麟蝿範講濡露霧羅題 
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シーリング業界における 

資格制度 

梅本 禎治 

~~~●‘~→~司’~ 

シーリング業界には現在，施エに関連する二つの資格 

「シーリング管理士」 「防水施工技能士（シーリング刀 

があることは，こ承知の通りであります。 

しかし，実際その分担する業務の内容について,明確 

なる認識をお持ちでない人々が多いと思われます。その 

ことから「こちらの資格が上位だ上 「いやこちらだ」と 

いう議論がなされることになります。ここでこ説明する 

のは,この混同,区分を整頓するため，検定委員会の立 

場から解説を行うものであります。別掲の資格区分表に 

もありますように，シーリング管理士は 

日本シーリングエ業会が認定する資格でありまして， 

~~●~．●~~~→~~，．~~ー‘●~~~ 

シーリング材施工技術の指導とエ事管理が職掌でありま 

す。 

一方，防水施工技能士（シーリング）は 

労働省が職種認定し,施工労働者の経済的地位の安 

定,ひいては生活の保護を目的とした行政施策上の資格 

であります。 

認定母体は異なるとしても，シーリング施ェにおける 

管理士の職能と,技能士のそれとがレパーートリーは分か 

れていても，ともに連係し，道義心の高いシーリング防 

水工事の完成によって,業界の信頼性が向上するわけて’ 

あります。 

資 格 分 類 表 

資格名 シーリング技術士 シーリング管理士 防水施工技能士（シーリング） 

認 定 日木シーリング工業会 口本シーリングエ業会 労働省（委任・都道府県） 

発 足 昭和54年 昭和47年 昭和53年 

職 能 
防水設計 工事管理 施 工 

性能・品質の技術指導 施工技術指導 

受験条件 

経験を間わな、、 要経験 要経験 

エ業会会員会社社員 指定団体所属 学 歴 

理事会承認者 公的資格具備 

養 成 
特設カリキュラム 特設カリキュラム 学科（一部通信制） 

合宿スクーリング 合宿スクーリング 実技（基本・応用） 

1

試 
学 科 学 科 学 科 

実 技 

資格性質 所属会社在籍が条件 i 所属会社在籍が条件 個人資格 

日木ツーリンダ工業会シ’ーリング管理上検定委員会委員長 
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資 格 職 務 分 掌 

シーリング技術士 シーリング管理士 防水施工技能士（シーリング） 

防水設計参画 1 「図面解読 

}―ー－－・契約1適材推せん 

性能‘品質の技術指導」 ［積算・見積 

施工技術の助言 

協 カ← 

施工技術指導 

資材・機器管理 

安全衛生管理 

完了検査叫ー 

よ事記録 

→保証・メンテナンスサービス 

施工前の打合せ 

I, の準備 

II の検査 

混合・充てん・仕上げ 

清掃・養生 

→完了検査 

口木シーリング工業会は，この二資格に加え,本年度 

よりエ業会,会員会社々員を対象に「シーリング技術 

士」制度を発足させました。職務分掌表にもありますよ 

うに，施工分野にのみ管理，技能を押しつけるのではな 

く，防水設計，シーリング材の性能品質，施工法を身に 

つけ，これの技術指導を行うことをH的としています。 

「シーリング技術士」の制度化によって，材一管一技の 

ラインが完了するとともに,その職能が正しく発揮され 

ることによって，名実ともに「信頼される業界」に成長 

していくことは疑う余地がありません。業界「三つの資 

格制度」について，こ理解と運営上のこ協力を願うもの 

であります。 

の漁みアルファ 
のマークは 

責任施工の証明
日本シーリングエ事業団体連合会 

東日本シーリングエ事業協同組合員 

アルファ産業株式会社 
東京都港区浜松町1 一11 - 11 

（康進ビル） 

9105 T E L 03(432) 5 7 3 5 - 8 
子 会社 大阪、岡山、広島、福岡 
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「魅力ある業界を目才旨そう」 

“ー一ーーー…’ーー…ーー一＋ーーー・ーー・一－’一一ー’一・ーーーーーー・ー一ーー,ーーー・山 

1980年明けましてお目度うこざいます。木年も，私ど 

も施ーLi業界をよろしくお願い申し上げます。私事で恐縮 

ですが，少年時代から歴史が好きで，57歳という初老に 

達した今日でも， なんとなく歴史に興味があって，読 

む，聴く，見るもの大体歴史的関連性のあるものにひか 

れます。最近，たまたま縁あって鎌倉在住の人と知り合 

いになり,NHKの「草燃える」に刺激されたせいもあ 

って，小学生時代訪れたきりの鎌倉に1日歩を運び，知 

人とともに，ぶらぶら半日散策をして廻りました。12世 

紀の末，源頼朝が幕府を開いて以来一世紀にも及んで， 

政治， 文化の中心をなした」 この武士の町， 古都鎌倉 

も,現在では首都圏のベットタウンとしての顔も持ち合 

わせているようである。私は歩きながら，少年時代訪れ 

たときの印象を一生懸命呼び起こそうと試みたが，40年 

の年月の経過はあまりにも長く，遠すぎたようでした。 

現実の古都が私に与えた印象は，驚きというか，不思議 

というか, 日本歴史の一頁を飾った往時の鎌倉幕府の史 

蹟が皆無に近く，私をして疑念の中に落としこんでしま 

った。 

この不可解な疑問は知人宅に戻った後も抜けず，近、、 

うちに再訪を約し帰宅することにした。帰路車中で,先 

ほどの思いに耽っているうちに，ふと思いがわれわれ業 

界の現況の方に移っていった。歴史の流れの中に，鎌倉 

と業界が交錯して,なにか一瞬不安感めいたものがよぎ 

った。歴史はI 物事の過去から現在への軌跡であるとと 

もに,未来軌道への繋がりを物語るものと言われて、、 

る。私も，日本シーリングエ事業団体連合会（旧日シ協） 

の会長職についてから早や満4年になる。この間，多くの 

課題に取りくんできたように思う。しかし，その成果に 

対しては，茫漠たる感があり，まことに情ない心境であ 

る。1980年，なにか，生きている者に訴える,力強い響 

きのある年明けである。個人的にも,社会人的にも,歴 

史を掘りおこして，現実を見つめ直し，将来への道標を 

II本シーりング工事業団体連合会 会長 

勇 

見つけなければと痛感する。昭和40年に台頭したわれわ 

れシーリング施工業も15年もの歴史を歩んできたことに 

なる。この15年間の軌跡をたどると,(1）組織的には，昭和 

40--'48年にかけ，全国各地区に施工業者団体が誕生して 

以来, 49年には全国組織に成長, また，この年に他の防 

水団体とともに全防連に参加した。その後51年～53年に 

かけ，各支部のうち，東京地区および大阪地区を中心と 

して,東シ協，関西シ協の二協同組合が設立され．また, 

それまで抜けていた東北シ協が参加し, 名実ともに全 

国組織化が実現をみた。昭和54年，将来への飛躍を期す 

るため各地区の再強化を計るべく，前記3地区以外の支 

部を地区協会とし,本部組織を連合体と改組し，運営す 

ることにLた。(2）事業活動としては,技術」技能の向L 

を目指して，シーーリング管理士と技能士の育成に柱をお 

いて指導した。以上が主たるものであるが，その目的と 

するところは，同業者の団結力と協調精神の昂揚および 

全国的技術,技能をレベルアップして,現代に即応した 

企業の安定体系を作りあげてゆくことであった。そのた 

めに，長い年月を費やし，多大の支出に堪えて,頑張っ 

てきたし， また」 これからも努力をつづけてゆくわけ 

であるが，世界的歴史の流れは，われわれの歴史の推移 

と，残念ながら一致して流れてはくれていない。一見当 

然なことのようであるが，目先の事象にのみ追われて， 

15年もの長い歴史の経過を見つめる余裕のなかったわれ 

われ業界，業者の零細な企業体質が大きな要因のように 

思われてならな、、。現に①適正価格の維持②過当な受 

注競争の防止⑧組織化活動の推進④近代企業化への脱皮 

⑤若年労働力の確保，以上，いづれをとってみても,企 

業および労働者の生活安定につながる重要なことばかり 

である。にもかかわらず，今だにどれーつとして，対内 

的にも，対外的にも解決されていないし，そク：）気配さえ 

もみることができない現状にある。鎌倉幕府の痕跡では 

ないが，なんの理由によるものか，全く不可解である。 

この15年間，先輩もわれわれも，会合のたびに，前記5 
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項目を達成するための意見を出し合い,対策を練り，努 

力を続けてきたはずである。なのに肝心なことは解決さ 

れないで現存している。よほどわれわれの業界は，私を 

はじめとして，頭が悪いか,嘘つきか，非近代的感覚の 

持ち主と思わざるをえない（放言多謝）。1980年，業界を 

取り巻く諸状勢は悪いし,過言かも知れないが，ユーザー 

サイドの理解力も少ない。しかしながら,それが現実で 

ある限り，じっとしていたのでは，なんら改善の道は開 

けてゆかない。われわれ自身の知恵と努力で,こうした 

歴史の流れに歯止めをかけ，また打ち破って，好転させ 

てゆく方策を考え出すぺきである。そうしなければ,前 

述の①，②，③，④項のいずれをとってみても解決する 

ことはできないであろうし,過去，いくつか挙げてきた 

われわれの成果 （全国組織，地区組織化の達成。技能 

士，管理士の育成による技術，技能力向上の充実） も自ら 

の手で,水泡に期してしまうことになりかねない。特に 

心配なことは，技能士（職方）の老齢化で，若い後継者 

が統いてこないことである。仕事が存続しても，施工者 

がいなかったら，業界の将来は衰微せざるを得ないし, 

職方確保のためのいらざる トラブルも惹起レてくるこ 

とになろう。正直言って,私自身もI 最近の業界の中に 

いて，企業としての価値感に不審を感じつつあり （私見 

として受けとめて下さ、、），息子に，「お前,親父の会社 

を継げよ」 と言いさるには,なにか割りきれない現実を 

感じており， ましてや他人様にお、、ておやの思いがあ 

る。世は教育施設の発達の中で，大学受験者が低下方向 

をたどり，専門学校，職業校など，生活力を早い時期に 

身につけてゆく方向に移行しつつあり，選ぶ職種も，企 

業の将来性の安定度，労働条件としての労働内容と収入 

のパランスなど, これから世に出てこようとしている青 

年層の就職希望条件は，われわれ業界の現況からして， 

喜んで希望してもらえる業種とは考えにくい。したがっ 

てわれわれは一日も早く，青年層にとって魅力ある企業 

であり，業界としなければならない。企業が安定化され 

れば，労働条件の改善もできるし，経済的安定感も与え 

てやれるし,人生の将来に対する夢も，希望も持っても 

らえるようになるであろう。そのためには,前述の①～ 

①までの問題は是非とも解決しなければ，この目的は実 

現不可能となろう。経営者自身はもらろん，業界全体 

も, このことの打開策を進める必要があり，しかも,早 

期に実行してゆくことが大切である。さもないと，われ 

われの業界は, これからの若い者にとって1 見むきもさ 

れない業種となってしまうだろうことを覚悟せねばなる 

ま、、。建築分野におけるシーリング防水の果たす役割 

は,今後ますます火きく，重くなってゆくはずで，新時 

代に対応できるクリヤーな頭の持ち主たる若い技術者の 

出現が必須である。どんな苦労をしても，ユ・ーザーの理 

解を啓蒙して，目的達成にむかって不断の努カをしなけ 

ればならない。それが現世を生きるわれわれの責務であ 

り，シーリソグ防水業界の歴史を次代に受け継がせてゆ 

て唯‘の道と思うべきて‘あろう。 

jIS A57.58（建築用 

制定さるi i I i 1 

I シリコーソ系をはじめ・変成シリコーン・ポリサルフ 

ァイ ド，ポリウレタン，アクリル,ブチルゴム， SBR 

I 系など7基材で）日本工業規格が昭和54年7月1口付で 

IJIS A 5758 建築用シーリング材丿として制定されました。 
I 

新JIS の大きく変った事項は，耐久性区分が従来の各 

I 用途別1級，2級に代って,圧縮加熱温度および目地幅 

~の拡大，縮小の範囲（影）による条件があらたに設定さ 
I 
I れ，7基材の機能にあてはめた5段階の区分がなされた 

i ことであります。また, この耐久性区分に当てはめて7 
I 
基材の用途の目安が解説に示されました。 

lASS 8 防水工事の改訂に当っては，施工方法，設I 

計上にもこれらの区分が必要であり，新JIS の硬化機構I 

による区分に準じた分類ことに記述されるとのことであI 

り，来春には改訂J ASS の制定がなされるとのことで 

あります。 

当工業会といたしましては,新JISに従って~シーリ i 
I 

ングハンドブック」の改訂を行い，新JIS のデ・一ターを 

完全に取り入れた改訂版を発行いたしました。関連業界I 

の方々にも大いにお役にたち得るものと確信いたしておI 

ります。 ~ ~ 
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現品ヒ）レ慧詠 
ノ、一－ 

MS ポリマーを上市してはや1年がたち 

その問、良き御理解を得て着Aと実績 

を重ね、」I牙iに施-L物件数500件（一部補 

修を含む）に達して居ります。 

80年代は飛躍の時として、市場の高度 

なニーズに応えるべく、更に研鑚努力 

を続けて行きたいと思います。 

カ木ガMSポリマー 
変成シリコーン・ポリマ 

鐘淵化学工業株式会社 
企画ー部MS開発室 

本 杜 〒530 大阪市北区中之島3 -2 -4 朝日新聞ビル 

電話06 (208) 6218（ダイヤルイン） 

東京支店 〒107 東京都港区元赤坂1-3-12赤坂センタービル 

電話03 (405) 1011（大代表） 
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ノRのマークは シ ー リ ン グ：L 事業 

× 

理建工業のマークてす 

東京都知事許可（般一53）第37037号 

理建工業株式会社 
東京都墨田区江東橋2-8-8（パークサイ ドビル） 

〒130 TEL (631) 4 0 8 1 （代表） 

× r 

ユーザーの立場で考える 

」
 

アサヒシール~00グループ（ポリサルファイ ド系シーリング材） 

アサヒシール650シI)ース’（ポリウレタン系シーリング材） 

灘ァサヒボント工業株式会社 
本社及び工場 東京都板橋区大谷口北町3 -- 7 
大阪営業所 大阪市福島区鷺洲1 -11---29 

コンナニ ョクツク 

173 TEL (03) 972 -4929 (代) 

553 TEL (06) 458 -1771 ( ) 
〒
〒
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＝特別急行券＼S,，こ一 
、~“ーー‘”~ー、 持、’ 

- ;’ノ ‘りo 、「Ilさ二、1・ ．兼ー・ 
5 り1“ネ古ki‘警！ノノ：:－に了，\‘卿 

－叱鼻,承トト ダり」：I ' Ic- A ' 

2w 

「譲  特zq 2 輪

3 0N 

蟲蠶 
．、r、郎4翼車第ゾ号噂ー誘 
c"J 争博 ーf - 5oo 何 

総曹で鱗翼裟製零’でI警「響さ誓「fでサ’‘い‘に＾＝ニン『ミこ＝ミ 

キシャキチガイ Cr) 

② 
風
o
 

難 
＼奮 

「或青認1『 
輪ン古雌りlな行 

■譲 

チガイである。 

最近でこそ，SL ブームやブルー 

トレインで，鉄道が好きという趣味 

が多少世の中に知られるようになっ 

たが，東京駅の列車到着ホームを， 

カメラを二つ持って走り回っている 

小・中学生と，イメージがダプられ 

ても困るので，一といっても程度 

は同じなのだがーいいとししての 

キシャゴッコは，なるぺく話さな、、 

ようにしていた（市民権を得ていな 

い趣味を持つものの共通の態度のよ 

うである）。二～三蔵の男の子が母 

趣味という用語がある。その度が 

③ 過ぎるとキチガイという言葉が奉ら 

れることになる。某業界新聞が,諸 

氏の趣味をたずねるという趣向で連 

載していたが，あまり長続きしなか 

った。理「Ilは,麻雀,ゴルフ，競馬 

の三大貼けと釣，囲碁の類の繰返し 

で，マンネリになってしまったから 

だという。私にも趣味,多少キチガ 

イの範囲に属しているものがある 

⑤ が，今回のような執筆依頼を受ける 

とすれば，かなりばれているのかも 

知れない。一言でいえば，キシャキ 

④ 

キップに添えて 中ッブは必ず回収することになっているので，収集は大変困離である。中，ブ 

⑥ には乗車券，入場券など航頬は多いが，その中から急行券類を紹介したい。 急行券瓢は，今では特 

（別）急（行）券と（昔通）憩行券の二種頬であるが，昭和41年までは準急行券があったo 

①は職後食活した時の特急書平和号・で，東京一大阪間は均ー料金3等“×）円, 2等＆〕0円であリた。 

奪昭和27年初めに，特急用としてのみ使用していたリクライ＝ングシートつきの2等車を脊通急行に 

も述結することになったが，特別料金として罨特別2等車券亀なるものを設定し,当切は300加まで 

を200円6加加までを3加円・・・を徴収，この制」男は認年まで焼いたが，臓止時で6叫●まで420円で 

あった。このころまでは，旧の漢字が使用されていたが，金額の●は，かなり前から円に変わってい 

”ーー・一き 

…・ ・・ ・・一→一－'‘レ’ 

たc 
⑦ 

悪響一1 1a 
等x ,貝ーltjukm l , 

2ぎIUl2 I I恩II:Iり :＼ー賢 
つく．J．・宕rnm 8 
'''A“ザ、n・1」 － -w 

『
 

，ー.一に‘-“ー‘ J『一」、一Hー”． ①また昭和釘年1月から，識別を容易にするために，赤の斜線を特急券は3本，急行は2本・準急は 

!，磐響と撫と茎議 1*PS4I) t!器票急繁獄蹴請孟議鷺‘驚-,‘隷繁せ誌 
亜口電ー．然ー尽1 名 示I てーい1'^ 1 カ、I ．唾だ死血の．株名吐lil人きh-f.列血番号カ‘印胤きれていた。 景‘..賢ー戴心てお一h蔀二 示している。し 'I.・まだ舛車の愛称名は記入されず・列車番号が印刷されていた。 

'： に’ー一‘ ' ’書？‘: m 皿llll3組k. 畜海遺纏にビジ木ス緯負とだ主昇が幸り山L． この時から，斜の赤割 勃“ぐ＾’一‘」舞奮 瓜 鰹u33讐’讐轡にビg埜讐讐サ讐讐と・一三2,竺・ーサのき線が縦に変わった ⑧ 社bn3i61:i' 14 C0 ・' !1ft'.電か了譲 ⑧ ⑧昭和35年夏，今まであった1等が廃IEになり，1階級特進で1等と2等になった。 

70名i'Ik!5叱lニ ・ り‘一”面誓 ④昭和39年10月に新韓線が開業，当初ひかりは4時問，こだまは5時間運転で前者をB特急，後者を 

,ー＝ミ C 特急と称した。そして，赤線の記入は全廃になった。この時から特別急行は特急に，普通急行を急 

誉 新幹線自由席特急券Ylo叩＼な 行としたが，準急行はそのままだった。 

ゃ熱海レ東京浮 紫驚搬71' .,,讐潔鷲驚誉喪示カし味変わり’新幹線と接統乗車する他課の 
雲ミ―！鷲2罌に 面昭和44c4L春, I等714止とな瓦そのかわりグ・ーン車が生まれ・実質的に大幅値下げになった。 
ユ1 ’ヒー琴発il 小g ⑨ 当初は大変サービスが良く・有効期間の算定も含め・乗車券と同じ扱いで途中下車も何回了も’讐 

あったコ手元のγルバムでははっきりしないが，昭和50年ころから，グリーソ雰は急打雰 

ま ゃし雲紺，行券・ゲりー撃総一1I4r42tA ニ? I)Ii. 71ラ謬Q*F11. ') ii *監,t:.71t,'5, 豊tdj--雛 
7 月奮日器 ぐど奏舞、＼‘ 町マルスと国讐は休！ている）から出てくる全国統一にな一’てしまい・残る硬いキッ 

ぶ1 wft T‘一ー、J 

＼景 

篇f ブ集めに皿道をあげだしたし 電鍛 ト 
マ
 
式
 ー $1霊（り瞬」器 1 爪，諭，に1ここふ：""".I",“旦,ー→プ‘,一v、‘一 皿，“t4- ど－→7t‘に亦4-I)4Ii 

「響、妙尭iド〕 一l、込駅発行響一6嘉に芸ニこご最描嘉認：崩纂扇‘芽蘇篇荏羅喜蒜マ茄茄 
i→‘・・‘・→‘一一」・‘'’一ー ー ー j浴い ＠みどりの窓rIのない駅は，七ソターから電話で割当を受けることになるが，この場合は 

lxi宇高ホーバー券 ￥伽’1 ⑩ D 型券という措長の中ッブが発行される。東京什近では，建前では発行することになっているが，実 

~ごノノ”,嶋Iノぐク佳1 翼 際は・窓口の多忙を理由に隣のみどりの恵口に行ってくれという三とになる。この駒込駅発行はまず 

i ~”肥三つ m マ 了‘了 『－ I 悉． 珍しいもので・下車駅で頼み込み・途中下寧印を1,して・やっと手にしたものである。 

I ど 弓“ 王了押緯了lml i『 ,・ の最終；こ珍券中の珍券・宇高連絡船にホーパークラフトが就航しており・別料金を散収Lている。全 

二・ 革QM;O 光I'r'!5 oo で Al、 ,的,は二とEと？警巳のう埜讐予竺一讐航路の膚辺のみどりの窓ロのない駅では硬券を出し 
て、、4. ,,羊フL弾してヤっとチにし1 こ、のて：め．o ⑩ 
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漂
 

一」 親に手をひかれ，興膏の面持ちで電 

車を見送っている光景をしばしば見 

るが，世界が拡がるにつれ，電車を 

みる楽しみを必要としなくなるのが 

普通で,稀にそこで成長がとまって 

しまうのがいる。失礼ながらシーリ 

ングを合めて，建材ャさんでそのよ 

うな方を三人，建築ャさんで＝人存 

じ上げている。 

一口でキシャキチガイ といって 

も，そのタイプはさまざまである。 

車両をみたり分類して喜んでいる人 

(S L ,  昔は蒸ロコと、、って、、 

たが，EL これも電ロコ，電車, 

客車，私鉄，路面電車など分野は広 

く，それぞれにオーソリティーが、、 

る），写真を撮る人，模型を作る人 

（これも電車だけしか作らない人も 

、、る），時刻表を読んでたのしむ人 

（こういう人は，業務用のダイャグ 

ラムをどこからか入手してくる）, 

国鉄全線乗りつぶし（学生ならばと 

もかく，社会人では，本当のライフ 

ワークになる。全線20,（期）k皿強のう 

ち，約6,000k皿は行さどまり線で， 

その多くは一日数回しか列車が走ら 

な、、），切符集め（記念乗車券や入場 

券が乱発されているが，普通の乗車 

券類,中でも窓Ii発売の硬い切符の 

ほうに注日する人が多い）， ガラク 

タ集め（鉄道に関するものは急行な 

どと、、うトレーンマークから，駅弁 

の包み紙に至るまで何でも）など， 

タイプはさまざまで，二つ以上のタ 

イプに属する人がほとんどだが，模 

型作りだけは，なぜか他の分野に興 

味を示さない人が多い。 

キシャが好きというと，すぐS L 

に短絡されてしまうが，小り三が本当 

に好きなのは国電で，戦後生活が多 

少向上して，小遺いにもゆとりが出 

てきた中学後半から高校時代は，な 

くなりつつあった木造国電（省線電 

車を略した省電といったほうが今で 

もしっくりするが）を追いかけて, 

仙石線や大糸南線，西は宇部線など 

他人の学割をもらっては，夜行連統 

写真に添えて 

やっとプ‘ルムを行列すれば 

買えるようになった昭和24年こ 

ろから撮った約2 万枚の中から 芸一、事中手ン 

1 牧といわれると，写真の出来 

よりも，被写体のほうに心が動 

いてしまうo 

この夏から津和野へと通いだ 

した蒸p プ 亡らラi (C馴型 

機の1番機,は，昭和13年の驚 

生時に水戸機関区に配属され， 

その後しばらくして宇部官に移 

って約10年を過ごLたのち，昭 

和妬年から5年間，千葉機関区に配属された。 

ち」うど私が中学から高校へかけての，最‘キ 

チガイの重症期だったころで， ラッシュ時の岡 

電の合い間を縫って南房総方面から，通勤列車 

を索いて，逆光線のなかに垣を噴き上げて来る 

この1番機を見送った思い出が， 今でも日のあ 

たりに思い出される。 

その後， 同機はディーゼル化に迫われて新潟 

に移り,お召を索いたりして羽越線を巾心に活 

躍したが，動態陳存で京部の梅小路機関区に回 

送される途中,昭和47年9月即ロ～10月1ロの 

シwら 
夢鷲 

の旅を統けて写真を撮ったり，昭和 

初期から昭和13- 4年ころまでの， 

今でも最も美しかったと思っている 

リペットと溶接併用の電車車両記号 

で、、えば,モハ32系，40系，41・51 

系などをたずね同った。今日のよう 

に趣味人口が多くなく，車庫やエ場 

などで職員が親切に応待してくれ 

た。当時の関西の国電は，ほとん 

どが関東にはない形式だったので， 

七～ニカ月に一度は出かけたことも 

あり，明石電卓区の方々とは,すっ 

かり馴染みになっていたくら、、で 

あった。今でも僅かの生残りがいる 

飯田線や，身延線と交叉する時，新 

幹線の窓から慌ただしくその姿を求 

めている。蒸気機関車はその合い間 

にという，今にして思えば大変ぜ、、 

たくな話であったが，その割には写 

真もかなり撮っており，大阪駅を出 

る福知山線のC54などという珍し、、 

ものもある。SLと、、うとデゴイチ 

という人が多いが，実は1,000両以 

上も作られた大世帯で，時代ととも 

にいくつかに分類できるが，当時あ 

まり振り向く人もいなかった。SL 

は形式により走行音が微妙に異な 

り，山冊線での撮影会などでは,遠 

くにこだまするドラフトで形式のあ 

てっこをしたというなつかしい思、、 

登・ 
」
鵬
“
?
 

，、一 

2日間，職陵の復興に働いたなつかしい千葉～ 

銚子間で，特別運転を行なった。この写真は千 

葉を州てすぐの長い ヒり勾配で撮ったものであ 

るo 
今回の山口線での運行のために， あの美Lか 

った煙突をチ‘ンギリ， 巣橿装置をつけてしま 

ったので，蒸p コのうちでも最も美しいとされ 

1貴婦人・ という名前を返上しなければならな 

いのではないかと思っているo 山n線へ遣軒ま 

でして落ちぶれた姿をみたくなく， これを選ん 

だ次第である。 

出がある。しかし,あちこちのS I 

の火が消え始めると,そぞろ気にな 

り出し，残る北海道へと何度か足が 

向き,最後のカマが落ちる10日前に 

は，札幌の方に車を用意して戴さ， 

雪道のなかD51を追いかけ回し， 

見送ったものであった。金もひまも 

ない今日ではあるが，ひまのほうが 

多少きつく,切符集め程度が精一杯 

である。使用済の切符は必ず回収す 

ることになっているため，なかなか 

入手難で，特に新幹線の特急券は途 

中に改札口があるので,最もむづか 

しい。たまにある出張旅行は絶好の 

チャンスであり,同行者がある場合 

は,一人だけ一列車先発して，多少 

の細エをして入手するなど，この道 

での苦労も多い。あのちっぼけな切 

符ではあるが，料金や運賃，用語や 

活字の書体など，その時代を映し出 

しており，’なかなか興味深いもので 

．ある。 

キシャキチガイにもいろいろある 

が,共道していえることは一人でた 

のしめる，まず他人と競争すること 

がない,まあ,人畜無害の趣味と、、 

えることであろうか。 

（大成建設（株）技術研究所 

仕上材料研究室室長） 
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シーリング材の価格動向 

調査委員会 

1． まえがき 

昭和54年度のシーリング材の販売推定量は,昭和53年 

度の対前年伸び率に比べ，ややその成長率に鈍化がみら 

れるものの，依然としてかなり高度の伸び率を推持して 

いる。内容的には，ポリウレタン系，シリコーン系,ポ 

リサルファイド系など，弾性シーリング材の伸びが大き 

く，油性系の減少傾向は，昭和53年度におけるそれより 

も大となっている。この傾向は,ここ2 , 3年来の傾向 

であるが，特にポリウレタン系, シリコーン系の大幅な 

伸びは,建築用シーリング材における弾比シーリング材 

指向が，ますます顕在化してきたものといえよう。 

こうした状況下で，価格面の動向をみると, 53年12月 

の原油価格弓は上げに端を発した諸原材料の値上りは, 

まことに急であり，加えて54年6月の原油価格の再弓は 

上げにともない,波状攻撃となって押し寄せ，重大なコ 

スト圧迫要因となった。このため,各シーリング材メー 

カーとも,依然として激しい競争下にありつつも，製品 

価格の改訂に踏み切らざるを得ぬ状況に追い込まれた。 

各シーリング材別の主要原材料価格の推移は，表-1 Q) 

表一1 シーリング材の年別主要原料価格表 

48年度=100 

篇霧ここ一一一～~~~～一ぐ竺 輩 
49 50 51if 52 53 54年 

シリ コ一ン系 
金属ケイ素 

メチルクロライド 

100

1~~ ：こ 二： 

二3 ~ I0 

国0 二： こ： 
山j女シリコ ソ系 MS ポリ－、7- - - 100 110 

4 媒ルフ了イ チオコ、ルLP 助
 

160 160 195 195 195 219 

ボリウレタン系 
ウレタンブレポリマ 

ボリオール 1001~~ 二： 二： ：こ ：こ 】こ こl 
ア ク リ ル 系 アクリルモノマ― 100 155 172 210 210 210 235 

フチルコム系 イ―ソブチ美条謙ソフJレー 100 115 130 I45 150 150 100 

S B R 系 SRR ラテックス 100 125 130 135 140 147 巧2 

油 性 アルキット樹脂 100 170 170 176 170 173 199 

通りで,各シーリング材とも, ここ2, 3年の平均的推 

移とは，様変わりの様相を呈している。 

2， 最近の価格動向 

シーリング材のコスト圧迫要因の増大は，前述の通り 

であるが,これに加うるに, シーリング材をとりまく関 

係経済指標も図-3に示すように，明確なィンフレ傾向 

を示しており，シーリング材メーカー,施工業者とも， 

極めて厳しい状況下に追い込まれているといえる。 
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表―2 建築用シーリング材参考標準設計価格（昭和54年11月15日） 

区 ・分 積算基準 
目 地二」一●去 

（幅×深さ） 
材米斗価格 ヴ了 務 費 副 資材 経 費 計 

シリ コーン系 

1J戎互ト形 

円 

8, 200ノ‘ 

5,,rm >< 5mm 

10mm >< 10,,m, 

15mm×10 ""'i 

20 nm×10mm 

205円 

820 

1 ,230 

1 ,640 

円
 

3

3

4

5

 

3
8
4

~
 

0
0

~
~
 

120円 

170 

190 

240 

円
 

0
0

~
~
 

1

3

4

5

 

6

3

4

7

 

円
 

8

7

3

9

 

5
0

~
~
 

1
0

~
5
 

1
 
2
2
 

，・ 

●
 

・
 

シリ コーン系 

2 成分形 
6, 800ノ‘ 

5 rnmX Siam 

10mm 1< 10,nm 

l5mm >< 10mm 

20mavX 10,nm 

170 

680 

1 ,020 

1 , 360 

330 

400 

440 

500 

120 

I150 

190 

240 

150 

290 

390 

500 

770 

1 ,520 

2,040 

2,600 

変成 

シリ コーン系 
6,600ノ‘ 

5mm'X 5mm 

10mm X 10 mm 

l5mm )< l0n,m 

20mm >( 10mm 

6

6

9

2

 

5

0

~
~
 

1

6

9

3

 
1
 

,
 

330 
400 
440 
500 

120 
150 
190 
240 

150 
290 
390 
490 

765 
1,500 
2,010 
2,550 

ポリサルフフ‘イ 

ド系 
l6,600/ 1' 

6mm＞く 6mm 

10mm＞くlOam 

l5mm >< 10mm 

20mmX l0m,m 

238 

660 

990 

1 ,320 

330 

380 

440 

500 

120 

150 

190 

240 

160 

280 

390 

490 

8501,
4

7

0

2

,

~

1~
2 .

5

5~
 

ポリウレタン系 

1I戎勿一J杉 
4 ,400ノ( 

10mm >< 10mm 

15mm X 10mm 

2 0man 1< 10 mmiii 

440 

660 

880 

390 

440 

500 

150 

190 

250 

230 

310 

390 

1 ,210 

1 ,600 

2,020 

ポリウレタン系 

2 成・分幵ラ 
3,700ノ‘ 

10mm×10mm 

15 m'n×10mm 

20mm ×10 viii 

370 

555 

740 

3

4

5

 

9

4

~
 

0
0

~
 

150 
190 
250 

220 
280 
350 

1,130 
1,470 
1,840 

ア ク リ ル 系 1 ,800ノ‘ 

l0m,a >< 10mm 

15mm×10mmI 

20mm 1< 10mm 

180 330 

270 390 

360 440 

150 

190 

230 

1

2

2

 

6

0

5

 

0

0

~
 

8201,
0

5

0

1

.

2

8~
 

S B R 系 1 , 500/ ( 
>
<
>
<
>
<
 

1

1

2

 

0
5

~
 

1

1

1

 

m 
m 
m 

m 
m 
m 

m
 

m
 

m
 

n
 

m
 

M
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(1
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フ’チ ノレ二ブム系 1 ,700ノノ >
(
x
 

1
1
 

"
 

"
 

】
 

】
 

川
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1
1
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~
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0
1
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~
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8
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3
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図―3 関連経済指標 

かかる状況から,図一1および図一2に示すように， 

建築用シーリング材の販売価格（施ーLi店渡し価格）は， 

10%'-'15％の値上りを示している。これにより，シーリ 

ング施工価格も,ほぼ同様の値上りとなっている。 

しかしながら，表一1，図－3 からも明らかなように 

この値上りも周囲の圧迫要因の一部を消化したにすぎ 

ず，今後の環境の変化次第では，さらに揺れ動くことも 

予想される。 

3． む す び 

前記のように，シーリング材をめぐる価格環境は,極 

めて厳しいものがあり,加えて昭和54年7月には，懸案 

のJIS A 5758 が公布となり，昭和55年は,シ～リング 

材各メーカーにとっては，新JIS への対応の年となるわ 

けである。さらに昭和55年春には，新JASS の公布も 

予定されており，各シーリソグ材メーカーおよび各施工 

店とも，より一層の性能改善と技術向上のための努力を 

迫られている。これら技術革新にともなう諸経費の増大 

もまた避けられぬ状勢である。 

建築におけるシーリングに課せられた使命を全うし， 

より一層の向上を目指していくためには,業界自身の不 

断の切磋琢磨と，改善努力がまず第一に求められるのは 

、、うまでもないが，これらの試練を円滑かつ確実に克服 

するためには，材工価格の改善が急務といえよう。需要 

家各位の深いご理解とご支援を切望してやまない次第で 

ある。 
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シーリング管理士」に関する規約 

第 1 条 （目 的） 

「シーリング管理士」は，水密・気密保持に関するシーリング材の重要陛にかんがみ，設計施エを通じ 

た技術の向上に併せて，業界の地位向上を図る月的のため, 日本シーリング工業会（以下工業会とし、 

う）が設けた資格制度のーつである。 

第 2 条 （シーリング管理士の種類と職務） 

「シーリング管理士」は， El級シーリング管理士」ならびに 「2級シーリング管理士」の2種類とす 

る。 

P 1 級シーリング管理士」は，現場施工管理能力を有し，シーリング材の性能・品質・施工方法に十分 

な知識ならびにシーリング材工事において， 技術指導能力をそなえた者である。「2級シーーリソグ管理 

士」は，シーリングエ事において,技術指導能力を有し, シーリング材の性能・品質・施工方法につ、、 

て必要な知識をそなえた者である。 

第 3 条 （シーリング管理士の認定） 

シーリソグ管理士検定委員会（以下検定委員会という）は第2条に基づき,講習ならびに検定試験を毎 

年1回実施し，これに受講,合格したものをエ業会は,シーリング管理士として認定する。 

第 4 条 （受験資格） 

受験資格者は，日本シーリングエ事業団体連合会会員会社に属し，人格識見を有するもので，所属する 

会社代表者の推薦を必要とする。 

1 級ならびに2級シーリング管理士の受験資格は下記とする。 

第1項 1 級シーリング管理士受験資格 

（イ） 実務経験年数7年以上または2級管理士資格取得後3年以上の経験を有する者 

（ロ）年齢は25歳以上の者 

凶 ゴンドラ運転の特別教育修了証所持者，特定化学物質等作業主任者の資格を有する省 

第2項 2級シ・ーリング管玉」」士受験資格 

H）実務経験年数3年以上を有する者 

（ロ） ゴンドラ運転の特別教育修了証所持者 

第 5 条 （資格の限定） 

「シーリング管理士」は，日本シーリングこじ事業団体連合会会員会社に所属するものI引退り，この名称 

を使用することができる。 

第 6 条 （資格の更改） 

シーリング管理士は，2年ことに資格の更改を行なう。 

更改に際しては，検定委員会で定める技術向上を目的とする講習を受けねばならない。 

講習に不参加であったものは，一年間資格を停止し，次年度の講習を受け,その資格を復活できるもの 

とする。資格停止者は速やかにシーリング管理士証明書を工業会に返却しなければならない。 

資格停止者が次年度に講習を受けなかった場合は，その資格は取り消される。 

第 7 条 （シ・ーリング管理士証明書の返却） 

シーリング管理士が所属する会社を退」憤●する場合は，速やかにシーリング管理士証明書を工業会に返却 

しなければならない。 
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第 8 条 （シーリソグ管理士証明書再交付申請） 

第7条によりシーリング管理士証明書をエ業会に返却したものが，新たにシーリソグ管理士の証明書の 

再交付を希望する場合は,改めて所属会社代表者の推薦書を付して，エ業会に申請することがでさる。 

第 9 条 （シーリング管理士証明書の再交付） 

シーリング管理士証明書再交付中請を受けた場合，エ業会は所定の審査の上再交付する。 

第10 条 （資格の取消し） 

「シーリング管理士」が不法行為などにより著しく体面を汚した場合は，その資格を取消すことができ 

るものとする。 

第11条 （資格者への特典） 

シーリング管理士資格者は，エ業会が発行する 「シーリング誌」その他に掲載し, シーリソグ関係業界 

にPRを行なう。 

第12 条 （その他の事項） 

前各条の外,運営上必要な細部事項については別に定める。 

ウJレトラシ 
紐状、テープ状 弾性シーリング材 

U シート⑧ 
ユー 

コ⑧ 

誰にでも、継目なしに何平方米も防水層が 

出来る 特殊シート 
鐘栄産業株式会社 
東京都中央区日本橋小伝馬町16-17 
電話東京03(661) 5379 代・4475・2635 
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「シーリング技術士」に関する規約 

第 1 条 （目 的） 

「シーリング技術士」は，シーリング材の重要性にかんがみ，設計施エを通じた技術の向上に併せて， 

業界の地位向上を図るため, 日本シーリングエ業会（以下工業会という）が設けた資格である。 

第 2 条 （職 務） 

「シーリング技術士」は,シ・ーリング工事に関して，防水設計，シーリング材の性能品質，施工法に寸・ 

分な知識を有し,かつ技術指導を行なう。 

第 3 条 （資格の認定） 

シーリング管理士検定委員会（以下検定委員会という）は第2条に基づき，講習ならびに検定試験を毎 

年実施し,これを受講受験し，合格した者を工業会が「シーリング技術士」 として認定する。 

第 4 条 （受験資格） 

受験資格者は工業会々員会社に所属する者，および会員会社が推薦し，理事会が承認した者とする。 

第 5 条 （資格の更改） 

「シーリング技術士」は，2年ことに資格の更改を行なう。 

更改に際しては，検定委員会で定める技術向上を目的とする講習を受けねばならない。講習に不参加で 

あった者は，一年間資格を停止し，次年度の講習を受け,その資格を復活できるものとする。資格停止 

者は，速かに「シーリング技術士」証明書をエ業会に返却しなければならない。資格停止者が次年度に 

講習を受けなかった場合は，その資格は取り消される。 

第 6 条 （資格の取消し） 

次に掲げる各項に該当する場合は「シーリング技術士」の資格を取消すことができる。 

1． 第2条に定める職務の遂行が困難になった場合 

2． 刑罰またはこれに準ずる行為があった場合 

3． その他「シーリング技術士．」の権威を著しく汚す行為があった場合 

本規約は昭手U54年11月22日より発効する。 

シーリング工事なら 

」支祢『の 
関西シーI-)ング工事業協同組合員 

〇株式会社東洋防水 
代表取締役 畑 山 祐一 

〒545 大阪市阿倍野区文の里2 - 3 -15 電話06(62D3741代 
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‘現代建築に確かな足跡〉 
セメタインシーリンク’材による施工例ー東京海上ビル 隻’ 

t メフ’イン 
建築用シーリング材 
7 、 
.-:型変主ソリコーン・シーリンク材 

セメダインS-510 

．シリコーン・シーリング材 

セメダイン8060・8085 

．ボリサルフアイド・シーリンク羽 

セメタ’インボリシール 

．アクリル・シーリンク羽 

セメダインs-bO・S・20 

．ブチル・シー・リンク材 

セメダイン5-620 

．ウレクン・シーー-I)ング材 

セメダインS-700 ・S-750 

.i剛生コーキング材 

セメダインポリコーク 
、 ノ 

超高層ヒりレをはじめ．現代建築に市ど’ 

な役制を果た・十シーりング地. I.。七メグ 

インではこれまでに．建築川接若削とと 

‘に、各種シーリング材においてし,数 

多くの実紺を値み1iLてきよした一寸ぐ 

れた接特性．IL性iニよh抜群の水密・気 

密効果を発揮し、耐久rI .耐映性など厳 

しい要求性能しクりア‘シーリング故司’ 

には、あらゆるシーリング工d‘に適応す 

るタィプをそ1，えた、七メダィンシーリ 

ンゲ村シりーズ」りこ指定ください。 

回葛1多帯ジ篇民会社 
難繁線鵬裟J IH1撃踏I蒲t..I4I) 

七メクJ・‘ン林人全社戴務楓広告宜伝課 
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鬻会議“チオコール”シーラント 

建築用チオコールシ・ーラントはわが国の建築技術の発展とともに超高 

層ビルから一戸建住宅に至るまで幅広く使用され、お蔭様にて順調に 

育ってまいリました。これも需要家の皆様から、種々の競合素材が上 

市されている今日に於てもやはり安心して使えるシーラント 
は“チオコール” とのご評価を得ている賜と感謝しておりますc 

チオコールシーラントは長年の現場に於ける試練に耐え実績と経験を 

積み重ねて参りました結果、次の性能をパランスよく安定して備えて 

いますc 

★シーラント自体の耐久性に加え、広範囲の被着体 

に対し優れた接着耐久性を発揮する。 

★埃の付着や被着体の汚染・腐蝕がなく、建築物の美観 

を損わない。 

★現場環境の変化や施エの技術水準に幅広く対応し、 

許容度が大きい。 

★優れた作業性と仕上リの良さ。 

★優れた貯蔵安定性。 

'‘チオコール”は苛酷な自然条件下においても、これらの特長をいかん 

なく発揮し現場で鍛え抜かれた本物のタフなシーラント 
として今後さらに幅広く受け入れられていくものと確信しておリます。 

これからもたゆまぬ研究開発を続けながら多様化するニーズにお応え 

してゆきたいと考えます。尚一層ご愛顧をお願い致します。 

I“チオコール”シーラントは弊社製品“チオコールL P "を主原料、 

~として現在三十数社で製造販売されており、品種の豊富さと全 

、国を力パーする販売網により、お求め易さも抜群です。 

東レチオコール株式会社 総代理店株式会社里舛寸事務所 
本 社 東京都港区西新橋I-1-15物産ビル別館 

本社 東京都中央区日本橋本石可3-5 日本橋室町ピル 営業 2 部 TEL 03 (502 ) 1 4 6 6 閥 
TEL 03 (24 1 ) I 8 4 5 牝 大阪出張所 大阪市西区新町I - 2 - 13新町ビル 

エ場 千 葉 県 市原市 千種海 岸 2 - 3 TEL06 (538 ) 0 2 2 8 閥 
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1 級シーリング管理士名簿 

北海道支部 

会 社 名 1 氏 名 

北海道 タ イ ホー欄！鳴海忠義、長尾忠幸 

東 洋 防 水 工 業 卿！石田誠二 

卿 浜 建 下井 守 

東京支部 

会 社 名 氏 名 

ア ル フ ァ 産 業 開 

石 黒 建 材 社 

口 倉 建 材 工 業 脚 

栗 崎 工 業 

葉 シ ー ル 囲 

栄 工 業 囲 

囲工業技術研究所 

興 進 工 業 （用 

大阪支部 

氏 名 会 社 名 

内田勝久、袖山衛彦 

阪井敏夫 

水口峰彦、野上條司、 

佐伯忠雄、塩谷昭文 

金山満昭 

竹田征司 

松山駿三 

松田憲治 

横谷興彦 

大西利昭 

歳川 博 

亀井一身 

上田正義、上田二郎 

志水利達、王春彦、 

和田俊治 

谷口忠文 

松下 実、三谷孝一、 

山村博司、岡田城治 

笹崎幹雄 

中元幸弘 

大阪アルフ ァ産業囲 

卿 大 阪 シ ー ル 

(; )大阪防水工業所 

脚 

ノレ 

脚 

材 

（株） 

（株） 

会 

材 

業 

会 

ソ
ノ
 ロ

 ニ 
シ
 

子
 

ン
 
ー
 
ーノ
 

産
 

物
 
工
 
キ
 

防

光

 

一業工崖業び」商 

都
 

分
 

一 
「ミ 

覧
立
高
幸
大
い
栄
」
 

大
 
囲
 
共
 
同
 
三
 
二
 

同 東 

(m 東 洋 防 水 

日 本 化 成 工 業 囲 

園 豊 栄 シ ・ー ル 

，八 尾 コ ー キ ン ク。 

広島支部 

会 社 名 氏 

月本満俊 

佐々木 守 

狭間述史 

小野田毅、加藤 孟 

青 盛 建 材 囲 

(サンゼオン防水工業所 

大阪アルファ産業醐広島 
営業所 

東中 国防水工業囲 

福岡支部 

会 社 名 氏 名 

吉川繁満 

武藤 貞 

昭 和 日 本 化 成 囲 

（株） ム ト ウ 

山木勇、奏達也、宮代博 

石黒勝己 

臼倉基祐 

栗崎堅司 

，木下義晴、木下剛 

内田鴇鵺 

鈴木裕二 

石十嵐志郎、山村辰志、 

高宮昇二、小山忠夫、 

大坪徳夫 

柏瀬謙一、宇山広道、 

鶴田正行 

神 繁夫 

富岡茂夫 

押本進治 

斗成隆 

渡辺昭悟 

高津昭一、吉無田泰長 

平沢敏男 

高橋和彦、大関 勉 

鈴木賢一、宮川文雄、 

大辻勇七郎、雪入 毅 

福山政隆、松田和彦 

上田稠身、竹内利三 

加藤由之助、長谷川勲、 

木村正一 

嶋崎裕一 

開
 
京
 
光
 

山 栄 興 業 綱う 

(; )新 堂 

建材 工 業 囲 

進 興 業 

興 業 ( 

中 央 建 材 工 業（掬 

囲 日 本 コ ーキング 

平沢コーキングエ業開 

北 斗 工 業 囲 

マ サ ル エ 業 囲 

大
 
和
 

第
 
固
 
大
 

園マツダパラウォータ 

( ) 山 形 防 水 

理 建 工 業 卿 

瀝 ‘青 建 制 囲
 

名古屋支部 

会 社 名 ~ 氏 名 

囲静岡コーキンク’エ業 

津 田 硝 子 （閑 

堀川信昭 

竹田正始 

-73 一 

建
 



2級シーリング管理士名簿 

北海道支部 

会 社 名 氏 名 

北海道 タ イ ホー（排） 岡 輝夫、佐藤健一郎、 

太田靖彦、加藤 忠、 

鈴木忠利、高林房弘、 

斉藤 伸 

胸シーリ ングサッポロ 堂野寿昭、堂野雅穂、 

長谷川良三 

囲 浜 建 下井 守、佐藤俊和、 

加藤隆弘 

東 洋 防 水 工 業（林〕 小野寺 寛 

北海 コ ー キング囲 斉藤浩一 

佐 藤 研 究 所 船瀬隆雄、佐藤和夫、 

佐藤和久 

( 北日本コーキソグ 栗橋 弘、池田博介 

北海道サ ン工業（●I) 太田 巌、村田雄太、 

加藤東輝 

フ タ バ 工 業 囲 中島義見 

( ) ャ マ ト 工 業 小山毅芳、宮田正彦 

北 晄防 水 工 業 囲 武藤好美、菊池 薫 

固 日 光 美 装 本庄正人、村田 渉 

東京支部 

会 社 名 氏 名 

ア ル フ ァ 産 業（掬 

三上正道、中山 昇 

西潟秀男、小日向日出男 

広瀬啓二、室井幸雄、 

室井義春 

渡辺和夫、石垣政見、 

清家勝雄、村松 靖 

坂元久光、米満節夫 

宮崎 勲、田幡健一、 

石井正夫 

須摩哲朗、重松清木 

広瀬忠夫 

木村芳孝、佐藤寿宏、 

塚本 弘、巾沢文隆、 

佐藤義政 

鈴木芳夫 

弾塚省吾 

塚越利和、原田俊二、 

能登 始、川上幸夫 

田代秀士 

土田善登、園部孝昭、 

石橋栄之助 

木村元保、川又善行 

手塚 透 

中島賢吉、板垣喜和 

平沢哲雄 

（株） シ ー ラ ン ト 

理 建 工 業 囲 

囲 大 栄 興 業 

大 和 興 業 囲 

高 萩 興 業 脚 

東 邦 シ ・ー ル 囲 

東 邦 防 水総業開 

マ サ ル 工 業 囲 

固マツダパラウォータ 

東 都 シ ーー ル 脚 

三 矢 興 産 閥 

( ) 田 代 工 業 

三 和 工 業 岡 

木 元 工 業 囲 

協和シーリング工事( 

鹿 住 防 水 工 業（掬 

平沢コーキング工業囲 

名古屋支部 

会 社 名 ： 氏 名 

百瀬秋彦、内海敏男、 

片出定文 

望月啓司、野末不二男、 

小田勝久 

大木勝美、太田広道 

出口英夫 

石田隆、吉田久由、 

道家 論 

久米修己、竹下麻男 

小川雅也、栗戸 裕、 

石川富夫、太田勝義、 

竹下澄保 

川口輝男 

石 渡 産 業 (I 

不 二 化 成 品 輸 

(4 )静岡コーキング工業 

シ ン コ ー 工 業 

朝 日 コ ー キ ン グ 

三 信 建材 工 業 囲 

卿 志 水 化 工 

（合）清谷商店名古屋出張 
所 

五十嵐 勇、大滝満夫、 

宮下勝正、吉原直行 

島村初義 

石黒一司 

橋本好典、難波重信 

児玉宏夫、大釜典弘 

栗崎 守、池田宏造、 

小森田清次、及川幸一郎 

鈴木秀世、吉楽盛久 

生野好美、竹田剛士、 

久松 昭、Jl階徳重、 

渋谷敏男、渋谷弘三郎 

桜井広英 

宇山松年、栗田達明、 

横田秀清、金子博美 

高井義信 

玉木一雄 

囲
 
社
 
囲
 
囲
 
業
 

材

材

業

材

 工
 

建
 
建
 
工
 
建
 
崎
 

藤
 
黒

倉

 栄

栗

 

伊
 
石
 
内
 
大
 
囲
 

グロ リー防水工業( ) 

光 栄 工 業 囲 

（排〕工業技術研究所 

山 栄 興 業 （制◇ 

( ) サ カ イ 工 業 

()新 堂 
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ソフラ ンシール防水卿 

隆 志 建 工 脚 

中 央 建材 工 業 柵 

大 信 工 業 

津 田 硝 子 囲 

フ ジ エ 業 (4 

鋤 ビ ル メ ン 

森 建 材 商 工 

中村コ ー キング店 

名古屋 日 本化成閥 

ム ラ セ エ 業 囲 

( )名 岐 

石動 コ ー キ ング囲 

丸 協 ガ ラ ス 

( )栗 原 

不 二 興 業 囲 

大阪支部 

渡辺 将 

大野隆正 

伊藤 篤、児島正宣 

宮崎 進、徳永治夫 

林 隆英、竹田久次郎、 

野村慎哉、滝上次一、 

老松啓二 

豊島秀雄、小林哲錙、 

河原昇ー・、川合久雄 

岡 志朗、五島政美、 

伊藤 栄、山崎清孝、 

守山彰治 

森 哲夫 

中村一音、笹野達臣、 

笹野伸也、中村 武 

山口孝志 

村瀬光雄、村瀬 守、 

植村 覚、柴倉 誠、 

蓑島豊作 

西垣 栄、早矢仕修 

三浦 忠、安川敏雄、 

萱原 寛、仁村 孝 

太田敏明、藤島陽治、 

高野光男、見角 弘、 

吉野憲一、北村憲三 

栗原 弘、今村邦夫、 

山下晴夫 

岡本幸男、宮本宗勝、 

大滝幸雄、山田 実 

会 社 名 

イ サ ム 商 会 

エ マ ー ル 工 業( ) 

大阪アルフ ァ産業(4) 

( )大阪防水工業所 

大 阪 ュ ニ ロ ソ 囲 

共 立 産 業 (l 

三 大 工 業 脚 

氏 

溝渕 勇 

坂中俊彦 

西原恵二、寺岡 保、 

秋山 哲 

笹山 博、道広央士、 

笹山秀男、吉田正一、 

大西文則、水口美博 

山本 勇、藤田長博、 

浜崎安秀、早崎 巧、 

菱田 稔、佃 尚亮、 

藤原義彦、藤原彦久 

妻藤秀光 

大西利昭、矢野健三、 

間瀬啓三 

三 洋 建 材 綱う 

昌 光 産 業 囲 

城 内 商 店 

( )摂津 シ ール工業 

囲 大 協 建 材 

脚 東 洋 防 水 

日 本 化 成二Ii 業 囲 

( ) ノ ゾェ 技研二I二業 

白 洋 建 材 (4*) 

富 士 化 成 工 業 

園 豊 栄 シ ー ル 

美 作 工 務 店 

松 田 商 店 

勝 友 商 会 

神 戸 建 設 囲 

嶋沢シ・ーリ ング商会 

昌 栄 建 材 

木村 優、木村浩三、 

木村 隆、エ藤末喜 

松本文雄 

古市正臣 

槌屋邦夫、中野利治 

吉田 功 

長谷部 健、太田健治、 

横道哲幸 

岡田良平、飯田一己、 

山下雄治、岡田誠治、 

後藤晋也 

野添博司 

天笠 靖、井上信夫、 

浜田健二、坂根了児 

森田武司 

紀の川 進、山本正義、 

藤永典弘、梅本 勇 

小林三千勝、小谷英昭、 

小坂田敬三、薮内俊則、 

重国照行、岡部―一 

藤本利喜也 

岸 勝美、堀越飛行、 

堀越喜雄 

高木 修 

北川和弘 

和田司朗、緒方 隆、 

柳田喜代志 

白髭 稔、新谷高雄 

竹井 武、妹尾武典 

中出紘一 

藤本 功、木村清一 

吉川博康、岩崎幸一 

囲
 
卿
 
会
 
会
 
事
 

璃

業

商

商

「

 

青
 
工
 
出
 
光
 
美
 

「
星
中
東
”
 

日
 
美
 
囲
 
園
 
固
 

広島支部 

会 社 名 氏 名 

青 山 工 業 囲 

青 盛 建 材 囲 

(サンゼオン防水工業所 

囲 マ ル エ ス 工 業 

中国特殊防水産業(,) 

(三洋技建広島出張所 

青山 厳 

河村正昭、森 清勲、 

福原克彦、馬場吉光、 

立木昭典 

佐々木守、近藤 満、 

臼杵正義 

澄川 昇、小野田真治、 

原 俊之、大西道生、 

本田光春、山脇 俚 

海部 肇、海部信章、 

勝代伝三郎 

上川源治、久米 明 
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福島則義、富永 広、 

緒方克己、磯村秀明、 

段上 勲 

青野隆明、青野博文、 

内布 汎、米坂和義、 

小西輝己、青野暢広、 

永野光章、松本貞夫、 

岡崎啓次郎 

竹内聖二、中村 硬 

竹ノ畑靖彦、野田恒忠、 

諏訪憲雄、荻野高美、 

江藤音輝、桑原 栄、 

柴田純ー一 

武藤 貞，檎原征雄 

浜村満男 

三角辰男 

渕脇修身、大野末雄 

山崎 一、藤谷善継 

吉里久信 

柳橋利明,柳橋国博， 

瀬戸山哲朗 

テイパ化工九州販売囲 

日本シーラン ト工業 

( ) 野 田 工 業 所 

(1う ム ト ウ 

山 崎 工 業 （用 

三 賀 産 業 囲 

囲南九州ユービーシー商 

会 

僻） 山 崎 商 会 

(:) 日 興 工 業 

南 日 本 化 成（$I) 

米今達雄 

土居通雄 

長島隆良 

法林 光 

井上宅己 

岡本三千男 

竹内東圭 

柴田志郎 

小野田毅、加藤 孟 

麻田 勝、杉本賢志 

田中博正、井生祥吾 

古野 満 

材 工 業 脚 

イ シ ン 工 業 縁） 

丸 福 建材 工 業（排） 

建
 

旭
 
ア
 

囿 ア ル フ ァ 工 業 

囲 ツ キ タ ニ 工 業 

三 和 防 水 工 業( ) 

囲 森 本 組 

園 小 野 甚 商 店 

東 中 国防水工業（株） 

ニ ツ テ イ (1 

防 長 建 材 （閑 

福岡支部 

会 社 名 氏 名 

大阪アルフ ァ産業囲 

大 栄 囲 

九 州 特 殊二I二 事 囲 

昭 栄 工 業 （株） 

昭 和 日 本 化 成（●I) 

●営業品目 

①目地材 

②断熱材 

③防音材 

④防水シート 
⑤機密材 

⑥防振シート 

⑦養生マット 

⑧結露防止マット 

⑨接着シート 

⑩ガスケット各種 

篠原隆治 

井手尾靖彦、佐藤清春、 

時吉勝也 

松村光章 

木下一隆、尾畑 忠、 

坂本政夫 

吉川繁満、田口良孝、 

高津猛比占、村山敏雄、 

嘉村 昇、村田安利、 

泡のプラス 製 I1 口口 

覧 

舞 ‘
毎
隈
＼
 

員
す
』
 

、

－

 

繁 

■ 或1奪 」 

毒霧轡 

二」 

複合資材で用途開発をお引受する 

株式会危新絶喬会 

本 社 東京都荒川区西日暮里2丁目24番~4号 
TEL. 03( 803)~41 ~（代表） 

エ 場 埼 玉 県 浦 和 市 町 谷 2 0 -I 
TEL. 0488( 64)1 75 ~（代表） 

物 流 埼玉県与野市鈴谷 2 8 3 番地 
センター TEL. 0488( 53) 1761（代表） 

- 76 - 



◇建築用シーリング材市販製品一覧表◇ 

~シ リ コーン系シー リ ング材 

シリコーソシーリング材には1成分形と2成分形があり,主成分自体がシロキサン結合をして 

いるので耐候性・耐熱性・耐寒性のみでなく,耐久性にもすぐれている。 

1 成分形は空気中の水分に触れると常温で硬化する0 酢酸型に代表される高モジュラス型のほ 

か，低モジュラス型や塑性タイプのマスチック型もある。2成分形は基剤と硬化剤からなり,混 

合することによって均一に硬化し，低モジュラス高伸度のすぐれた性能を発揮する。 

［特 徴〕 

・耐候性，耐久性がすぐれている。 

・耐熱・耐寒性にすぐれ,温度による物性変化が少ない。 

・オゾン，紫外線などによる劣化が少ない。 

・低温での施工性がよい。 

・取扱いが容易で，毒性が少ない。 

〔取扱い上の注意，用途コ 

－論、費り 取扱い上の注意 主 用 途 

1
 

成
 

分
 

形
 

・一般にタックフリー時間が短いので，へ ・ガラス突き合せ目地，ガラスサス・一ミン 

ラ仕上げを早めに行う。 ション（酢酸型） 

・酢酸型は硬化時に酢酸を放出するので， ・サッシとガラスとの目地 

鉄，銅,鉛などの金属への直接施エは避 ・アルキャスト,ステンレスまわり目地 

~七 無酢酸型を使用する。 ・大理石，プレコンまわり目地（無酢酸 

・酢酸型はコンクリート,ケイ酸カルシウ 型） 

ムなどのアルカリ質に対する直接施工は ・躯体まわり （無酢酸型） 

避け，無酢酸型を使用する。 

・一般に未硬化のものは刺激があるので， 

・内装・網入ガラス（無酢酸型） 

・プラスチック 

眼に入れたり，皮膚に長く付着しないよ ・ガラス水槽く酢酸型） 

うに留意する。 ・ショ・一ウインド，ショーケース 

・バスタプ,洗面所まわり 

※低モジュラス型にっいては2成分型と 

同じ 

2
 

成
 

分
 

形
 

．プライマーを必要とし，被着材によって－ ・金属カ一テンウオール目地 

プライマ一の種類を選択する。 ・コンクリートカーテンウオール日地 

・アルコール溶剤を清掃用に用いた時は十 ‘笠木まわり目地 

分揮発させてから施エする。 （硬化不良 ・サッシとガラスとの目地 

の原因） 

・基材と硬化剤はキット毎に全量を混合し 

・躯体とサッシとの目地 

・性能向上のための補修工事 

その都度使い切る。 ・貯水槽目地，土木エクスパンションジ 

・他基材と打ち継ぐ場合はシリコーソを後 ョイント 

打ちとする。 

〔貯蔵安定性〕 

1 成分形，2成分形とも貯蔵安定性はすぐれており,未開封のまま温度25C以下で貯蔵された 

場合，最低6カ月間はその品質が保証されている。 
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シリコーン系シーリング材 

会 社 名 商 品 名 色 容量・荷姿 混合比 比 重 備 考 

（株）ュ‘ービーシ一商会 A
 
B
 
C
 

、ン
 

r
? 

コ
 

ノ

1

 

。
ム
 

ホワイ ト， グレー， 7 
ンバー， ナチュラルス 
ト一ン， プラプク 

3 ●セット缶 10 : 1 1.30 低モジュラス， 2成分形 

鐘紡合成化学（株） 
ゴーレックス 

P 7500 
クリノ， アソバ一， グ 
レー，ホワイ ト，黒 

333,2,8 

カー－ト リ ッジ 
1 成分形 L05 

1
.0
4 関西パテ化工（株） A P -20 

グレ一， クリア， アン 

33j J,

ノ、ー 

Jン 

恕 

1 成分形 

栗 山 ゴ ム （株） ロードッル 
透明，白I 黒，グレー 
ブFンズ 

一 

 ジ・

」J 

”ソ 

/3 

カ

 り 

11 

 缶・

1 成分形 1.05 

コ ニ シ （株） 

ポ一 
ソ・ク 

”ト 
シ 

”ノ 

コ 

 －ノ

コ 
- 

 ル・グ

, 

白ゾ 
・ラ 

グウ 

 ンリ
7・ 
・7 

レこ、 

33A 

0cr, 

ジ 

1成分］多 1
,0
5 

サ
 

ン
 

ス
 

多
 

レし 学
 

T
 
業

(

 

ペンギンシール 

2505 
クりアー,白，プラウン 

33A 

黒, ダレ一 

恕 

ク 

1.05 

信越化学工業（株） 

K E 42 
透明，白，黒，.グレー，7 
ルミ,アソバー，ダ一ク 
ブラウソ，7イボりー 

vカ 
38 

ッ 
ジ 

予 

1.05 

KE43 7 ルミ ， アンパ一 予
 ク 
1
.0
5 

透明，白，黒，グレー，7 

K
 
E45 ルミ，7ソパー，7イボ 

リ一，ダ一クプラウン 
ク ク 1,05 

K K 46 

KE40 ----B - 2 

グレー 

ク 

4・ 

1 .05 

不燃型 白 1
.6
0 ク

 

ク
 

ク

 

ク
 

1
.0
5 K K 422 透 明 

KE426 高透明 予 ク 1.05 超高透明 

K K 426 白 ク ク 1.05 防かび性・酢酸型 

KE458 白， アイボリー ク ク 1 .05 防かび性・オキシム型 

シーラント80 グレー ク 4 1 .30 低モジニA ラス1成分形 

', 70 白，グレ－，フンバー,黒 4
 
kg缶入 10 : 1 1.30 低モジュラス2成分形 

白， グレー，黒， 7 ン 
' 701 

ク
 

予 L30 ク 

（株）ス リ ーポ ン ド 

【 一 
● ， 

ク7・ 

TB 5211 

ホリン 
アワ バ・

イ・一 

・イア 
 ルポグ

レりミ 

 アト・ 

33A 

熱 

ジ 

1 成分形 1,04 無酸型（防かびあり） 

TB5241 ク ク ク 1.04 酢酸型（ 予 ） 

TB5271 ホワイ ト， グレ一 3 ,セッ ト 10 : 1 1 .28 

製鉄化学工業（株） 

「一 

セン 
イシ 

テ一 
 フ【ッ

シン 
リトA 

一 79 

, 

38 

 、‘ 、．

 －,・ 

・ -f 

灰ボ 

黒－ 

アシ 
 ルン

ノ ノ 

一 一 

Vカ 

1 成分形 1.42 

白ア・ 

。ノ 

ッ 
ジ 

8' A -50 
一 

, 

白ア 

! - -6 
灰ポ 

黒一 

7ク 

ンリ 

ク 

り・ 

, ! 

パフ・ 

中 1 .02 

ク S -04 
! 

 ル一ソ

 、‘ 、）

白ア 
・イ 

灰ポ 

黒一 

7 ン』

ノ ？ 

一 － 

りノ 

， ・ 
ク ク 1.02 

世 界 長 （株） 

・セカイチョーシ・ 

ラ一SR 
クリフー,ほか 30 10 : 1 1.30 

一 」 

セラ 
カ一 

-1S 

ョ 

シ 

チI 

8' 

33-A 

叱り 

リ 

助 

形 

セ メ ダ イ ン （株） 

 《‘
11ノ 

セッ 

ダコ 
イ一 

ソン 
 ン・

一 

一 60 
8ラ0 

ホアル 

 一リト

・一ソ 

 ・グ

 ナレ
 チ一
・ ュ 

黒ラ 

4ボト7 

33A 

熱 

リ 

8' 

オ 
七コ 

シ 

型 

セメダイン 
ンリコーンッーラー 

8065 

 ！イク

・アス 

アソト 
ルパ一 

 ン？ミ

・ ・ 
ホナ 

 チワ

・ル 

8' 

8' 

酢 
酸 

型 

東芝シリコ・三／ （株） 

トスッール361 

！一 
」 ・ 

 アュ
一ン 

 パト

ラ【 

ルホプ 

イグ・ 

 クレト

3 

m 

缶 

~~1~ 

13~ 

低 
モ 

ジ 

ラ 

ス 

成 

分 
形 

トスシール362 

グ 

一 

・ 
ブ 

ラ 

ッ 
ク 

ク 

~~ 

3 

中 
モ 

ジ 

ラ 

ス 

成 
分 

形 
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シリコーン系シーリング材 

社 名 商 II『」 名 － 色 容量・荷姿 混合比 比 重 備 考 

東芝ツリコ （株） 

トスシール 364 ホワイ ト， ブラヴク 3‘丸缶 100 : 3 LOU 準不燃性 2成分形 

トスツール 367 

】・スツーール371 

ク‘レー 16‘丸缶 100 : 4. 1 1,39 流動性I ク 

クリア，ホワイト， ダ 
レー， 7 ルミグレ, , 
ブラ，ク， ダークブラ 
ウン 

333a」 
力ーート リ ッシ 1 成分形 1.02 酢酸型 

トスシール372 クリ7 ク ク 1,02 酢酸型」遅硬化性 

トスツール 373 ホワイト 1 .04 防かび性酢酸型 

クり7,ホワイトI タ 
ンー，アルミグレ・一， 

トスツール 381 ク 
ダ・ークブヲウン，プラ 
ック， ニュートラル 

ク 1.04 オキシム型 

ト‘プ，シール383 ホワイ ト，7イポリー ク 1 .04 防かび性オキツム型 

トスシール 380 
ホワイ ト，グレー， ダ 
ークブラウン 

333cr.カートリッジ 
ク 1.44 

4‘丸缶 74-ニニ強 

トスシール369 ニュ・ートラル 
333cr. 予 1.38 

塑性ッーリング材 
カート リ ッジ 準不燃性 

一ー ／ 

（株） 

SH 780 
クりア， グレー，7ル 
ミ ，ホワイト」 ブラッ 
クI アイポり一 

1/3‘カ,ーーートリプジ 
500cc 1 8 フイル 
ム,g ッ ク 

1 成分形 LO4 無酸型 

SH 781 
クリア， グレー，アル 
ミ， ホワイト，7 ンバ 予 ク 1.04 酢酸型 

SE 788 
ク りア， グレー， ホワ 

イI・ 
ク ク 1.04 無酸型，中モジュラス 

ク リ7， グレー， ホワ ク SE 789 
イ1・ 

ク 1.04 酢酸型，巾モジュラス 

グレー‘ホワイ ト， 7 
SH 790 ソパー, ナチュラルフ、 ク 

トーソ 
ク 2. 40 無酸型，抵モジュラス 

グレーー，ホワイト，ア 
SB 792 ンバー， ナチュラルス 38(M諭キット〉 トーンI プヲック 

10 : 1 1,30 低モジュラス 

S E 5003 グレー 1/3‘カートリッジ 1 成分形 1 .55 準不燃性 

SE 5010 7 イポり一 ク ク 1 .05 無酸型，防かび性 

SE 5011 ホワイ ト ク 1.05 酢酸型 防かび性 

日東ポリーマー工業（株） ワイドツーラー 7 色 033a カ・ートリッジ ク 1.05 1.30 

ソニーケこカJン （株） L 6301 
クリプ，白,グレー,7 
ンバー ，7 イポリー， 
黒， ッルパー 

350gカーI U 'ジ ク 1.05 

口木合成化学工業（株） 

一， 星 産 業 （株） 

ゴーセシールS 
B A -b0 

クーレー， アンパーー 333肌'カートリッジ 
I‘缶，20‘缶 

ク 1.11 無酢酸型低モジュラス 

c? BA -Il ホワイ ト，アイポリー 333*eカ・ートリッジ 1 .05 
無酢酸型，無変色， 
防カビ性 

c' AP -20 
クリア，ホワイ ト, ク 
レー,7ンバー， ブフ 
ッJ 

333t6カ・ トリッジ ク 1,04 酢酸型 

c- AP -20R レッ ド 333庇カートりッジ ク 1,22 酢酸型，耐熱性 

' AP -22 タラスクリア 333w8 カートリッジ ク 1.06 酢酸型，超透明 

BM -38 
クリア，ホワイト， グ 
レー，アンバ・・， ブラ 
ック,7ルミ 

333w8カートリッジ 
100 g チューブ 

ク 1.05 -1,20 無酢酸型 

- B5v1-30A ホソイ ト， フラッ ク 333ml カート りッン 1.05 無酢酸型 速硬性 

二星シリコーン 
シーラント 

白， タレー,プソノ、ー 
アイボリー，クリア，黒 

333mカートリッン 1 液 
7 ミン架橋型 l告2 酢酸型 

スターシーJレ 
明星チ1,ー チル （株） 

S --b0 
グレーほカュ 330mカートリッジ 1 成分形 0.14 
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シリコーン系シーリング材 

会 社 名 商 品 名 色 容量・荷姿 混合比 比 重 備 考 

明星チ十一チル （株） 

スターン一ル 

S --20 
クリ7.，白ほか 330（上カ一トリッジ 1成分形 1.05 酢酸型 

スタ一ン一ル 

S -3D 
ブラックほか ク 予 1 .05 

臓 浜 ゴ ム （株） 

ノ、マタイ ト 

S S -200 
ニュートラル，白,黒 
グレ一，アンバ一 3I セット5‘缶 1~~: 3 ~ 低モジュラス 

マ 
タ
 ・lS 

トS 。乙 1
 
0
 

アイポりー，黒， グレ 
ー， アンバ一 333cLカートリッジ 1成分形 1.15 無酢酸型 

低モジュラス 

、 マ 
タ
 イs 

。

乙

 

nU S
 

2
 

タリャー」白,黒，グ 
レ一， アンパ― ク 4 1.04 酢酸型 

ハマタイ ト 
ク ク ク 

S S -230 1.05 無酢酸型 

ハマタ醜一240 lIi論らリ7ー ク
 

ク
 

1.09 酢酸型 

新東洋合成 （株） パネるぷリコン 多り二二・グレー － 333cLカートリッジ 1.15 無酢酸型 

ア
 

ワ
レ
 

イ
一
 

・，フ 
ホ
グ
 

ト
・
 

ア
ラ
 

」 、ン
 

ル
 -s
 【

4
一

 

- ッ十ーフ化学工業（株） E
 

ク
ン
ウ
 

リ
バ
ソ
 

3
 

3
 
CL
 カ

 
LI 割ソ 1成分形 1,02 

高級シーリング材 

日合シリコーンシーラント 

r 倉シ・必s 

  ノバイェと誓との技術提携（こより些築用、 
、から工栗J4」までmJムいシーリン:7干オ ノ 

特にBA -lOは接着性極めてよく、プラスチック 

等広範囲の材料にもOK, 

（低モジュラス 1 液型無酢酸タイプ） 

日合ウレタンシーラント 

2 -IL -il 7 
特長 

, 

' 『 
《専用ガンゴーセシールガン》 

ワンタツチの支点切替により普通 
ガンから強力ガンにかわります。 

三日本合成化学工業株式会社 
樹脂営業3部 

本 社 大阪市北区野崎町S 番S号 （東梅田ビル） TEL.大阪（06)313-3412（代） 

東 京 支 社 東京都中央区日本橋3丁目12- 1（三木ビル） TEL,東京（03) 273-1381（代） 

名古屋営業所 名古屋市中区錦1丁目19-32（名古屋広小路ビル） TEL．名古屋（052)201-6 25 1 
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変成シリコーン系シーリング材 

変成シリコーンシ・ーリング材はオルガノシロキサンを有する有機ポリマーを主成分とするまっ 

たく新しいシーリング材であり，湿気硬化する1成分形と反応硬化する2成分形がある。硬化は 

水と触媒の作用によりシロキサン結合を形成し，ゴム弾性体となる。性能はシロキサン結合を合 

むためシリコ・ーンシーーリング材に近く作業性，耐熱性,耐久性が良好でありシ・ーリング材として 

の要求性能をバランスよく保持している。 

［特 徴〕 

・耐候性，耐久性にすぐれている。 

・耐熱，耐寒性にすぐれ,温度による物性変化が少ない。 

・耐オゾン，耐紫外線などによる劣化が少ない。 

・プライマーの併用により，各種被着体にすぐれた接着性を示す。 

・硬化時の温度,湿度の影響を受け難く，安定した硬化特性を示す。 

・混練性にすぐれ,特に低温作業性は良好である。 

・石材に対する汚染を生じない。 

・吹付材や塗料による表面仕上げが可能である。 

・ 1 成分形は短時間で実用性能を発揮する。 

二取扱い上の注意，用途〕 

命で目 取扱、、I の注意 主 用 途 

1 

成 

分 

形 

・一般にタックフりー時間が短いのでへラ 

仕上げを早めに行う。 

・シリコーンをコ一テングしたテープ類に 

接着しやすいので,ポンドプレーカ一に 

はこれ以外のものを使う。 

・表面のドライは環境条件に左右され，高 

温・高湿程早くなる。 

・不完全なプライマー処理は重大な事故に 

なる恐れがあるので・指定のプライマー 

を完全に塗布する。 

‘貯蔵は必ず屋内とし, 35。C以下を厳守す 

ること。 

・金属類の目地 

・コンクリ一ト類の月地 

・セメント2次製品の目地 

・石材類の目地 

‘プラスチック類の月地 

・グレイジング（カラー・プライマ・ー使 

用） 

・その他建築，土木，車輔， 船舶，機 

械,電気などのシ一ル 

2 

成 

分 

形 

一可使時間を過ぎると急速に硬化する。混 

練り後の充てんと仕上げを可能な限り短 

時間に行う。 

・比較的空気を連行しやすいので，なるべ 

く真空脱泡混合機を使用することが望ま 

し、、。 

．シりコーンをコ一チングしたテ一プ類に 

接着しやすいので，ポンドブレ一カHこ 

はこれ以外のものを使う。 

・表面のドライは環境条件に左右される。 

また 部の製品にはタックが残るものも 

ある。 

・不完全なプライマー処理は重大な事故に 

なる恐れがあるので，指定のプライマー 

を完全に塗布する。 

・低層から超高層までの各種の目地や継 

目 

・金属類の目地 

・コンクリ一ト類の日地 

．セメント2 次製品類の目地 

・石材類の目地 

，プラスチック類の日地 

・木材類の目地 

．グレイジング（カラー・プライマー使 

用） 

．そのほか建築,土木，車輛，船舶，機 

械,電気などのシール。 

- 81 ー 



変成シリコーン系シーリング材 

〔貯蔵安定性〕 

・温度25CC以下,湿度50彫以下で貯蔵された場合，メーカー出荷後，最低6 カ月間はその品質 

が保証されており,また通常1カ年は安定である。 

貯蔵安定性はすぐれているが冷暗所に保管し，水分が入らないように注意する必要がある。 

会 社 名 商 品 名 邑 

グレ－ -， ブラy ク， ホ 
ワイト,ダークプラウ 
ン，ほか 

容量・荷姿 

5切セット 

混 含比 比 重 備 考 

日本添加剤工業 （株） 
フ7インッ一ラー 

t 580 
10 : 1 1.38 

横 浜 ゴ ム （株） 
・． 

「
叱
 

!- 女・
 .1

ス
 

ト
一
 

．

、

 

一 
．・ 】
 

白，黒，グレ一,ダーク 
ブラウン， ダ・一クアン Il幕 100 : 10 : (3) 1.49 (3）はカラーマスクー 

鐘紡合成化学（株） 
ゴ一レックス 

P -8000 
白， グレー， ゾ口ンズ 
アンパ～ 5 kg-&ット 10 : 1 1,42 

ポスチック 
ジャパソ（株）」 

ポスコシ・一ル 
- $2000 

黒，グレー，ブ口ンズ 
3 ‘セッ~・ 

アイボリー 
10 : 1 1,40 

カネポウ・ 
こ‘ヌエスシー （株） 

P -8000 

ロリ 
ソ一 

ズム 

アブ 

プ・ク黒 

グンラ 
レバウ 

一［ン 

5 切ーモ1 ッ 1 10 : 1 1.42 

セメダイン 
七 メ ダ イ ソ （株） 

S -510 
ホワイト, グレー 333（ヱカー91)ッジ 1 成分形 1.34 

ボ二ーシーラ一一 
テ イ パ 化工 （株） 

Ms -3000 

一 

1-,ン 
ト 

が・－ 
レ 

フ 

ホラ 
由ワノ 

3g 七，ト 10 : 1 1,40 

サソスター 
化学工業（株） 

へンギンシー
ル 
グレ－,アンパ－,白 ,

 
2500 

3I・ヒット 

3 ‘セッ ト 

10

: 1 

1

~: 1 

1.40 

1.40 世 界 長 （株） 
セカイチョーシー グレー，ホワイト 

ラ一MS ブラウノ 

明星チャーチル（株） 
ス夕ーシール 

クレーほカ・ 
S -So 

3 ‘セッ 下 10 : 1 1
.4
0 

 ン、

一 

ン」 

一 

 ン－

」 

十 

ホ 
ワ 

イ 

 7'

りノャ一プ化学工業（株） 

 Mル

 フ一中
 ウレ

一 ソ 

 。に
柳 

七 
ッ 

1 
0 

1 

1.41 

二品質と技術を売るう 

ーューJーグ 
〇油性コーキング 
〇ブチルゴム系シーI-)ング 
〇アクリル系シーリング 
〇ポリサルフアイド系シーリング 
〇ポリウレタン系シーリング 

株式会社ノーベル樹脂化学 

工場：〒332 埼玉県川口市東領家4 -19- 4 電話 0482(23)4511（代） 
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ポリサルファイド系シーリング材 

ポリサルファイドシーリソグ材は弾性シーリング材としてもっとも歴史が古く,高層ビルの建 

築が可能となったカーテンウォール工法の発展とともに，可動ジョイントの防水に使用され，そ 

の真価を発揮してきた。 ボリサルファイドシーリング材の特徴は， そのすぐれた耐久性に加え 

て，種々の建築材料によく接着することで，金属,石材，コンクリート，ガラスおよび各種塗装 

に対する強固な接着は建築用途における汎用シーリング材としての地歩を固め，多くの実績をあ 

げている。 

〔特 徴〕 

’耐水，耐酸化性，耐老化性にすぐれている。 

・耐熱性はポリウレタンとシリコーンの中間的な性能を有する。 

・引裂抵抗性が大きい。 

・プライマーの使用により，多くの建築材料に接着可能である。 

・施工時の環境温度により可使時間，便化速度が変化する。 

・石材に対し汚染の危険のあるものがある。 

〔取扱い上の注意，用途〕 

取扱、、上の注意 

‘色合いにより物性に差があることが多い。 

・指定された混合比を守る。 

・夏用と冬用に分けている場合があるのでI 

使用時期をあやまらないようにする。 

・接着性を確保するため，プライマーを使用 

する。 

プライマーの選定にあたっては製造業者に 

種類，使用方法を確認し，でされば接着確 

認試験を行うことが望ましい。 

・硬化剤には二酸化鉛が合まれているので， 

過度の皮膚接触などは避ける。 

主 用 途 

・金属カーテンウォール日地 

・プレキャストコンクリート目地 

・ガラスグレイジング目地 

・サッシまわり日地 

・ブ・ール，貯水槽目地 

・コンクリートの亀裂の補修 

・土木工事のエクスパンショソジョイント 

・エ場の床などの耐薬品性を要求される目地 

・電気関係の接続部の月地 

・そのほかシ・ーリング目地全般 

〔貯蔵安定性〕 

通常,常温で6カ月であるが，高温で長期間放置された場合，粘度の上昇，硬化速度の変化な 

どがあり好ましくない。できるだけ直射日光をさけ冷暗所に貯蔵するのが好ましい。 

会 社 名 商 品 名 色 容量 ・荷姿 混合比 比 重 備 考 

7 サヒボンド工業（株） 101 -408 

レ
ズ
ン
 

一 
・パ 

・
ラ
】
 

・
ト
ラ
 

白
プ
イ
 

・
口
ト
 

ブ
ン
グ
 

口
ズ
レ
 

グJ

ソ
ア
《
 

黒
イ
・
 

5 k -i ット 10 : 1 1.70 

（株）ュービ一シ一商会 チオコ一ク 
一
新
プ
 

・
ブ
ラ
 

新
ヲ
ウ
 

ラ
ウ
ソ
 

イ
ン
・
 

ト
・
新
 

グ
新
ブ
 

グ
一
（
ッ
 

レ
 
・
ク
ク
 

新
レ
ダ
ラ
 

に】0 
ッ－ッ 

っ。ワ‘ 
L~L
- 

,
I
 

セ41 
缶
缶
 

10 : 1 1.64 J Is指定製品 

カネボウ・ 
エヌエスシ一（株） 

P -5000 
‘フJ
フ
 

ブ
口
ラ
 

ヲ
ン
ウ
 

ッ
ズ
ソ
 

・
ク
7
 

グ
り
ソ
 

一
ム
一
 

ク
 
・ 
・ 

レ
 

パ
 

5 k セッ ト 10 ; 1 1.62 J Is 指定製品 
S. MCG -1 

関西パ テ 化上（株） ／、イ トシ一ル 
ダークグレー 
ブロンス 5, 5柳セット 10 : 1 1.60 

鐘紡合成イヒ学（株） ゴーレッ竿5000 クレー 5”セッ ト 10 : 1 1.62 uIS 指定製品 

一 

コ 
ポソドシ一ル ＃10 

白フ・ 
・ン 

グ？．パ 
レ－ 

黒
 5 k セット 10 : 1 1,60 J IS 指定製品 
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ポリサルファイド系シーリング材 

会 社 名 商 品 名 色 容量‘荷姿 混合比 比 重 備 考 

サ
 

ン
 

ス
 

タ
イ
 

一
町
 

業
 

株
 

、
 

ペ夕シール，169 
グレー,ホワイ ト,7 
ンバー，プラック 

5 k セッ ト 10 : 1 1.60 J IS 指定製品 

三 洋 工 業（株） スり一コール グレ・ー，ブラック，7 
5.5匂セv I. 

ンパー，オフホワイト 
10 : 1 L54 J IS 指定製品 

昭和石油 
7 スフプルト（株） 

フジチオコ一ル 

グレー，ブラウン，ア 
ンパー， ダーク7ソバ 

ー，アイポリー，ブラ 

，ク 

4 0hm 10 : 1 1.60 J IS 指定製品 

住友スリーエム （株） 
ウエザ一バソ 

ビルデイング 
シ’ーラ・― 

黒 
3 gin 4 ’缶 

100 :12 1. 53 

グレ・一 100 : 7 1.68 

Ill: 界 長（株） 
七カイチョー 

ンーラーTH 
グレ一，繰か7色 5町4:ット 10 : 1 1.57 J IS 指定製品 

SM -i -A -N 

セ メ ダ イ ン （株） ポリッール 
グレー，黒， ブロンズ 
7 ソパ-2 色 

3.25 ，セット 10 : 1 1.42 J IS 指定製品 

大和高分子工業 （株） 

テ イ パ化工 〔株） 

ダイワシール＃700 
グレ一，アンパ一,ブ 
p ンズ， プラック 

'8如セット 100 : 8 1.60 

ポニーシーラ一 
P S -2000 

グレ一，プロンズ,黒 
アンノく一 I畿4ケース J IS 指定製品 

ポニーッ一－ラー 
P S -2500 

ブラック 36 ,セット 1 : 1 1.35 上木用 

ポニーシーラー 
グレ－ 3 0 缶 

P S -5000 
10 : 1 1.60 複層ガラス用 

東亜応用化工（有） 

 一．． 

一 

エ 
J 

コ 

ル』ン 

グレ’二白,ブロンズ，黒 
一 一 

「－ 一・

1 匂' 5句 10 : 1 L 妬 

（株）東京ボース工業社 

ブ 

 フ一

ウ 
ン 

ブ－ 

ポ－スコ－クPS 

グラ 

レ y 

[ ~' 
3 ，セッ ト 

基 剤100 
硬化剤 8 

1.55 

日本添加剤工業 （株） 
フプイソッーラー 

# 300 

プダ 
ラ－ 

ヴク 

 ブク
・ラ 

ホウ 

, , 

グワソ 
 ほイレ

一トか 

5切 . ット 10 : 1 1
.5
4 S
. 
MCG-
l
 

（株） 日 興 社 ニッッ一ーノレ 
白，グレー，ゴールド 
アンバ一, ブ口ンズ， 

黒，ライトアンバー 
ガ口ン缶 10 : 1 1.51 

'' ] 

ニ 

ウ一 

日東ポリマー工業（株） 

「＃ 

一.3 
～ク~ 

S 

グレ一，アソバー， 
ブラウンほか 

5 k セッ ト 10 : 1 1.50 

H本ペルノックス（株） ビスコール A -如 

一 

ッ 

カ 

ジ 
ョ 

イ 

ソP 
 Sト

グレー，ブ口ンズ 3eセット 10
 
:
 
1
 
1
.6
0 

日 本 シ ー カ （株〕 
4 切セッ ト缶 

グレー 93 : 7 1.55 
10如セット缶 

日東化成工業（株） 
ブラッール 

T -BG 

ホワイト，グレー，ア 
ソパー，ライトグレー 
ブロソズ， プラ，ク 

ほか4色 

5切セッ ト 10 : 1 1
.4
5 

（株）ノ、イ ケ ミ カル 

ハ 
イ－ 

ケ 

コ 

一 ＃ 

4ク0 
n 
0 

グレー， プロンズ， ブ 

ラック, 白 
5如 ッI・ 10 : 1 L5 

ポ 
ス 

h 

か 

V( ) 

ス 
コ 

一 

ポ 

ッ 

 書ル
1 
0 
0 
0 

レ ロ 

（ン 
・ズ 

 ・ア

イ7 

ボン 
 パリ

一 一 
, , 

 黒ブグ

3 I セッ ト 10 : 1 1.60 S . MCG -1 -A -N 

三 星 産 業 （株） 
グレー，7ソノミ－一，黒 

三星ンール PS 
ブロンズ， アイボリー 

3 I セッ ト 10 : 1 1
.6
0 

明星チャー－チル （株） 
スターシー,レ グレ,一,7イボリ,-, 

T -27 ブラウン，アルミほか 
3‘セット 10 : 1 1.60 

横 浜 ゴ ム （株） 

ハマタイ ト 
S C -400-HT 黒 5I 缶 20 :

 
1
 
1
.5
0 

J IS指定製品 

ク 
グレー 

S C -500-HT 5I缶
 
20 :
 
1
 
1
,6
5 

ク
 ブロンズ S
 
C-120
0
-H
T 5 01]2 20 : 1 1.60 

ク 
1 

 一に

（乙 

S 
C 

0 

H 
T 

アンパー 5 6113 20 : 1 1.62 

（株） 日本イ呼研究所 

チ 

 12,

シ 

? 

レ 
ご ＃ 

15,1 

3ッ1 

グレ一一 5 k - ット 10 : 1 1.45 

-, # 501 ブ口ソズ ク ク 1.45 

. # 1000 アイボリー，ホワイト ク ク 1.45 
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ポリサルファイド系シーリング材 

会 社 名 問 品 名 色 容量・荷姿 混合比 」－L 重 備 考 

（株） 口木化学研究所 チオノーノレi245 タ レー 5 k9七ット 10; 1 1.40 

T

-3 

p 

『 眺 

化 ペ 
学 ル 

T 樹 
業 脂 

努 

j

, 7 * 

5
6g 

13 : 1 1.57 

1.40 3e 

18~
 

10 : 1 

1.20 上木用 

ソニーケミカル （株） L 6105 A /B 

 ソク

・プハ 

》，ハク 

ブ ・ロ 

ラプン 
ッ口ズ 

アグダ 

 一ンレ

・【‘フ 

5如セット 10 : I 1.57 

関西シーリングエ事業協同組合会員 

有限会社 摂津シール工業 

代表取締役 槌 屋 邦 夫 

本 店 〒569 高槻市柱本6 -403-17 

TEL 0726(78)6956 

営業所 〒530 大阪市北区野崎町6一2 

（日宝東梅田ビル内） 

1 E L 06 (315) 0638 

’三’「可義‘ト H '-s甘尋叫mz ニ7叱旦lユ 

関西シーリンクエ事業協同組合会員 

昌 栄 建 材 

代表取締役 亀 井 信 

本 社 〒661 兵庫県尼崎市武庫元町3-5-26-303 

TEL 06 (431 ) 8429 

ポリサルファイドシーリングコンパウンド（常温加硫ニ液型） 

鷲ミ翻 
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ザ
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：ブチルゴムシーリングコンパウンド（常温加硫一液型） 
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鷲舞」霧界警』－ ,' 

株式会社日 ョ目 

東京都江東区白河4-9-5 TEL 価42) 7103（代） 
冨墨事露‘尋暮真馴m‘震●i‘昭ニ町’皿zn二瞬7昇？鉾叫で玉月超蘇・電零－嚇発－’・1,二・、 
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ポリウレタン系シーリング材 

ポリウレタンシーリング材はイソシアネート基（ーNCO） を有する基剤成分と，活性水素化 

合物を含む硬化剤成分とを組み合わせた常温硬化型の弾性シーリング材のーつである。 

ポリウレタンシーリソグ材はほかの溶剤型，ェマルジョン型シーリング材よりも性能的にすぐ 

れており，無溶剤型弾性シーリング材としては安価であるから中間的な性能の要求分野への利用 

が多く，一般に中高層以下のコンクリート，石綿スレート，ALC板などの目地に用いられる。 

〔特 徴〕 

・低い吐出圧で容易にガンから出る。 

・加熱減量が少なく硬化後の収縮がほとんどない。 

・常温で硬化しI ゴム弾性体となり,復元性および耐疲労性は良好である。 

・耐寒性にすぐれ，-20C以下で使用できる。 

・水分によっても硬化するため，貯蔵期間に制限があると同時に施工時の気温および湿度が高 

い場合には発泡のおそれがある。 

・90℃以上の熱に長時間暴露すると物陛の低下を生ずる。 

・紫外線の作用により黄変する。 

・表面に粘着性が残る。 

〔取扱い上の注意，用途〕 

‘餌婆で 取扱、、上の注意 主 用 途 

毒 
= 

- 

・冷暗所に保管し, 6 カ月以内に使用する 

こと。 

・目地が深い場合硬化までに日数を要す， 

よこれに注意。 

・ブレキャストコンクリート目地 

・RC打継目地 

・サッシュ回り目地 

・用水路，貯水槽，プール目地 

・指定された混合比を守る。 
・コンクリ一ト亀裂補修 

・土木工事エクスパンションジョイント 
2 ・夏用・冬用と分ける場合があるので使用 

時期をあやまらないようにする。 
・床目地 

・プライマーは指定されたものを用いる。 
・そのほかシ一リング全般 

‘高湿度および被着体が湿った状態での施 

工は避ける。 

・基材および硬化剤は労働安全衛生法にも 

とづく取扱いをすること。 

〔貯蔵安定性〕 

・ポリウレタン系シーリング材の貯蔵安定性は反応に富んだNC0基をもつウレタンプレポリ 

マーと湿分とが反応するか否かによって決まる。 したがって， カートリッジや容器の防湿 

性能,貯蔵場所の温度条件により製品の一部あるいは全部が6カ月以内で硬化する場合があ 

るので材料の貯蔵にあたっては冷暗所，低温度の場所を考慮すべきである。また,一度開封 

した製品は，早い機会に使うことが必要である。 
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ポリウレタン系シーリング材 

会 社 名 商 品 名 色 容量・荷姿 混合比 比 重 備 考 

7 サヒボンド工業（株） 
7 サヒンール 

651 656 650 
グレ一， ライ トプ口ン 
ズ， ク リ一ム 

5 k セット 
1009セット 1 :4 1.40 

（株）エービーッー商会 

r

h

O

-
 

A
 
B
 
C
 

コ 

新
 
しフ 

一ウ 
キ
レ
 

ン
夕
 

グ
ン
 

新
グ
新
ウ
 

ホ
イ
新
・
 

6幻セット缶 
12加セット缶 1 : 2 1.32 

ABCコーキング
 

ク－4 
一リ 

ホ
 

ワ－
 

イ
 

、‘ 7
 ウレタン レ

ポ
 

・
 

一 

カ一ト リッジ 
330ccカ一トリッジ 1 成分形 1.30 

力ネボウ－ 

エヌエスッー（株） 

一 汁
 

し
 P

 -
-6000
 

グ
‘
フ
 

レ
 
ロ
 

，
 
っハ 

ア
・
 

イ
白
 

一 

‘．・－ 
6如 12如セット 1 : 3 1.27 S.MC - 1 

P -6500 
ホワイト，グレー， 
7 イポリーI プP ンズ 333mカートリッジ 1 成分形 1.20 

鐘紡合成化学（株） 
ゴーレッF凸6000 クレー 

ゴ一レッ芦6500 グレー 

ニ シ （株） 

ポンドUシール ダレ- 9卸セット 1 : 2 1.50 

弓lタンコーク グレー 

関西パテ化工（株） セルッール PU 

グレ一 15如缶 1成分形 1.20 

グレー，7 ンパー,白 9昭七ット 1 : 2 1.30 

グレ1 320g カートリッジ 1 成分形 1.20 

サンス夕ーイヒ学エ業 

（株） へンギンンi

へソギンッiノ諭 -り二李男とへ 909セッ ―・ 

ノ臨 りに：変2Jと‘ア 3s3雇eカートリッジ ク 1.33 

二 洋 工 業 （株） 

ス
 

・
L
ノ
 一 

ウ
 

レ
 ッ 

チ・1 0
 
2
 

グレー，ナチュラルス 6切セッ ト 
ト一ソ 1 : 2 4,6‘丸缶 

1.30 

予 103 ク一レー 6毎- ット 
1 : 3 4.6，丸缶 L33 

昭和残フフルト（株） ニL ーゼッ ト 
グレ一，ホワイト,ア 
イボリー，ブラウソ， 
ダ一クブラウン 

10k9- ット 
1 : 2 4.5加セット 

1.30 

シ,・ーフ化学工業（株） ウレッ コ 

新東洋合成 ‘株） 

ノ・ネコークS -501 りに：李幕にア 609 909 120o 1・ 2 

" SG ウレタン グレ一 330〔にカートリッジ 1 成分形 1.20 

セ メ ダ イ ン （株） 

セ
 

メ
 

ダ
 

イ
 

ン
S
 

7
 

に
J
 
0
 

グレー 10匂セット 1 : 3 1.33 

セ
 

ヌ
 

ダ
 

イ
 

ン
S
 

,I 0
 
0
 

グレー， ホワイ ト 333ccカートリ・ッジ 1 成分形 0.29 

世 界 長 （株） 

セカイチョー 
シーラ一PU-lb0 

グレーほカ、 10切セット 
i 

1 : 2 I 1.24 SC 一1-A -N 

セカイチョー 
ンーラー U -i 

ダレーほか 333ccカ－トリッジ 1 成分形 L23 

ソニ一ケミカル （株） L --6500 
白， グレー， フンパ一 
アイポリー 

【 

'）ン っJ

『1 
H
 

ッ
 

伽～9 
1成分形 1, 20 

大和高分子工業 （株） 

ジ
ッ
 

ュク 
フ
ン
 基

 
剤
 
3
 
kj …m 

グ
ラ
ル
 

レ
ウ
パ
 

一
ン
・
 

・ 
・グ 

べ
プ
レ
 

［
ラ
一
 硬化剤 0町

 

1 : 2 1.20 

.. # 100 グレ一－,フイポリー， 
ホワイ ト，7ンパ一 333ccカ一トリッジ 1 成分形 1,20 

テ イ パ化工 （株） 
ボニーン’ーラー 

P U -b0O0 
グレーー, プラウソ， ブ 
ラック 

9 k セット 3 : 6 1.40 

（株）東京ボース工業社 

ウレボンシール クレー 9kgセット 基剤硬化剤 
1 : 2 

1.44 

ウレポンッールS 1/3カートリ ッ
ジ
 
一
－
 
20本入 

1成分形 1.20 
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ポリウレタン系シーリング材 

会 社 名 商 品 名 色 容量‘荷姿 混合比 比 重 備 考 

日 本ッ ー カ （株） 

シーカソレッ クス 
Ia 

グレ一，白，ページュ 
ダー夕7ンパー，黒 1549232~cc昇7I喫シ 1成分形 

シーカソレッ クス 

II FC 
ダレー，白，黒 320cc カ一トリッジ 1 成分形 （ダレーI 白） 

1.19(m ) 
速乾型 

SMC - 1 -A --N 日東ポリマー工業（株） 
ニッ ト一コーク 

# 200U 
グレーほカ、 」 

H 東化成工業（株） 

プラシーラー 
PU -1800 

グレー， ライトグレ・－ 
ほか5色 歳ヒ謝3k1M 6A~i 1 : 2 1.40 

. PU -IOU グレー，雁か4 色 七I'散語溜)Ok9) 1 成分形 1.18 

ッャープ化学工業（株） ウ レ ッ コ グレー 9 k セット 
320ccカートリッジ 2 : 1 

~ 

1.32 

日本特殊塗料（株） 

 J」、

一 

レ 

 －フ，
 Uッ

－

グレー 

 一り
0 
U 
0 

9切セット 1 : 2 

1.20 

ッールトッブ 
U -1000 

白，グレー，べージュ 333coカ一ートリッジ 1 成分形 

H本添加剤工業 （株） 

フアインッーラー グレー, ブラy ク，ポ 
ワイト，ダ・一クブラウ # 200 
ン‘まカ・ 

10毎セット 

観難I倉 1 :3 1 .34 S .MC -l 

フアインシーラー 
# 20 

ホワイ ト， グレー 
10即セット 

論謂’549 649 1 :3 1.35 A LC 用s .c - I 

フプインッ一－ラ「ー 10句-'z ,ト 
グレー，プラy ク 基 剤2.5加 1 : 3 * 2000 

硬化剤7.5如 
1 .37 土木用 

日本合成化学工業（株） 

ゴーセシールU 

アア 
イソ 

ポパ 
 一り

・プ 
グラ 

白［ク 

一 － 

レ ッ・ 

MU -lOU 

一 

 ジ．

31 
2S 

 缶励

1 成分形 

伽49 

1.30 

4' MU -120 ク レ一－ 320ii4カートリッジ 1 成分形 1 .30 ガラス，金属用 

（株）ノ、イ ケ ミ カル 

ノ 

、 
 、，、

コ 

イ 
ケ 

一 ＃ 

一ク 

プIホ 

フ 

グ一フ 
レ ッ 

Fソ 
ン．I 

ズト 

1ク0 
0 
0 

10句セット，10 0 缶 1 : 3 1.38 

保土谷建材工業（株） 

一 一 

オ 
ネ 

 N一
 Sト

一 

h乙 
1 

－ 、 

, 

月 

一ト 

－グワ・ 
 イレ

ブブ 
ララ 

ウ・ 
ソク 

， ・ 7 k 凱難器 1 :2.5 1.21 

 、、、

”リ 
オ 

ネ 
一シ 

 一ト
 フ一

一 

グレ－, ブラウン，ホ 
32U離0x25 1成分形 ワイ ト，7イボり
ー 1
.2
5 

三 星 産 業 （株） 三星7 ー ルAU グレ一 10毎セット 1 :3 1.40 

明星チ,・ーチル （株） 

スターンール1.1 -29 グレ一 9毎セッ ト 1 : 2 1 .30 

1 成分形 1.25 

建設省認定 

予 

一
 ス

 
タ
 

シ
 

ル
 一LI 7
 
-0 B
 

グレー，白，アルミ， 
320a二力ートリッジ 黒
 

山内ゴム工業（株） 

L)J 

一 } 

叫一 

フ 

 ＃フ一
 U一

。山 

グレー，巨i,黒，アン 
ノ、・一 

7切-hット 2:5
 1
.2
5 

（株）服 部
 
商
 
店
 

サンシ一ル＃701 
 、，

一 

, , 

7 
ン 

ノ 

 7グ
 イレ

 ポ【

白一 

1ノ 

カート リッジ 1 成分形 1.25 

サンッール＃901 
グレ一，白,7ソバー 
1 ，アンバ-2，アイ 
ポ，ー 

9即セッ ト 1 :2 1.29 

ニッカウレタイ ト グレー （株） 日木化学研究所 
ンノ一ラー＃300 6句セット 1 :2 1 ,25 

ラサ合成樹脂（株） レップッ一ラー グレー 9句 1 : 2 1.20 

（株）ノーべル樹脂化学 ニューコーク *401 グレー，各色 9I 1 : 3 1.20 土木用I 建築用 

ソニーケミカル （株） L
 
6500 

 ・．?l 

r !.

ア 

ポ 

「－グノ 

 パ《

白一 

 ンレ

, , ! [ 

一 

ッ 
ジ 

伽49 

 缶劫

1 成分形 1.20 
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三アク リ ル系シー リ ング材 

アクリルシーリング材は水性の合成樹脂系シーリング材であり，通常アクリルエマルジョン樹 

脂を主成分とした1成分形シーリング材である。硬化は合有水分が蒸発したり, 日地構成材に吸 

収されることによって始まり弾力性が出現し，シーリング機能が発揮される。おもな用途として 

はコソクリート，ALC,石材，石綿スレート，木材などの目地施ェに適している。 

二特 徴］ 

・アクリルシーリング材は1成分形であり，高粘度と低粘度に区別されている。色はほとんど 

がグレイとホワイトである。 

・エマルジョン特有のチクソトロピック粘性を示し,流動陛が小さく，温度にあまり左右され 

ず，四季を通じて使用できる。 

・水性であるから臭気も少なく,工具の洗浄が水でできる。 

・一時的な湿潤面にも施エができ，完全に密着できるロ 

・施工後，水性ペィントを塗布してもシーリング表面への塗料のぬれは良好である。 

・まだ固まらないコンクリートやモルタル面には施エができない。 

・シーリング直後の表面にモルタル，コソクリートなどの打設はできない。 

・一般に0℃以下では施工ができない。 

・常時水につかる箇所へは使用できない。 

‘水性系のため硬化前は水に弱く，雨にあたると流される。 

〔取扱い上の注意，用途］ 

取 扱、、 上 の 注 意 主 用 途 

・水性系であるため，冬期の施工時においては凍結に注意する 

こと。 

・施工後,硬化するまでの間,雨水を避ける措置が必要である。 

・約15彩の収縮があるので, 目地設計の配慮が必要である。 

・開封後の残製品の保管は水分の蒸発を防ぐために,ポリエチ 

レンフィルムで製品の上面を覆ってから密封保管しなければ 

ならない。また雨水が入らないように注意する。 

・溶剤系のプライマーは火気に注意し，使用後は密封して冷暗 

所に保管する。 

・ALC ，コンクリート, 

石材,石綿スレート,木 

材などの目地に使用 

〔貯蔵安定性〕 

・アクリルシーリング材の貯蔵に際しては，直射日光を避け5。Cから30。C以内で保管する。貯 

蔵安定性は通常6箇月である。保管中凍結しないよう注意する。 

会 社 名 商 品 名 色 容量‘荷姿 混合比 比 重 備 考 

小野田建材 （株） コ－ニコークアクリル 白 18 0 缶 1.40 

カネポウ・ 
エヌエスッー（株） 

P -4000 ホワイ ト,グレ・一 
18 0 缶 (26kg) 
320u.カ一トりッジ 

1.46 

関酉バテ化工（株） 

ノ、イトコーク 白 
18 5 缶 
333ck )一－トリッジ 

1.50 

 ・‘、 

イl 

・ト 

コ 

- 

 ボ・ク
ン 

I.. 
白
 
500gチューブ 1.50 

鐘紡合成化学（株） 
ゴ
 

一 レ
 ッ 

ク・p 
ス
 グレ

ー 18 5缶
 4

 
0
 
n一 
0
 

1.46 
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アクリル系シーリング材 

会 社 名 商 品 名 色 容量・荷姿 混合比 比 重 備 考 

コ 
ボソドコ‘ーク 

ホワイI・ 
白， アイボリー 

0cc00g

"ci 
1.50 

三 洋 工 業 （株） スリーラン‘ 白 
18 9缶 
333a二カ’－トリッジ 

1 65 -

一 

レ

」

 
サ
 

ン
 
ス
 

女？ 学
 
工
 
業
妹
 

ペ
 

・‘ノ ソ
 
ギ
 

ン
 

一

 

＃
 

ノ
1
 

レ。」 5
 
0
 

ホワイ ト 

3mC0 

"ci 

1.47 

昭和石油 
アスフプルト （株） 

アクりルエr一ス ホワイト 
18 9 缶 
330ccカ一トりッジ 
330ccチューブ 

1.55 

世 界 長 （株） 

セカイチョー 
シーラーEA 

（汎用タイプ） 
白I グレ一 26句缶 

1

-Sc 

凍結防止品 
SC 一2 -A -N 

セカイチョー 
シーラーEAスペ 
シャル 

ク 26切缶 
500gカートリッジ 

1
.5 ~ 

凍結防止品 
S C -i -A -N 

セ メ ダ イ ソ （株） 

メジシー ル 
S-il, S -20 

ホワイ ト 18‘缶 1.46 S -10 一般用 
S -20 厳寒用 

メジシ一ル S -30 ク 18 ，缶 1,62 

テ イ パ化工 （株） ホワイ ト 

一A

-il 

3331工カート
 り，ジ 

18 9缶
 

1.5 

フ 
7 

イ‘ 
ン 

シ 

一 ＃ 

1フ一0 

日本添加剤工業 （株） 

0一0 

白
 

189 (26/ce) 1.46 

18 9缶 （株） II本化学研究所 ニッカシールA 白 1,50 330ccカートリッジ ALC , PC 専用 

日東ポリマー工業（株） エラスコ一ク ホワイ ト， グレ
ー 

アイボリ
一 189 , 333cc, 500g 1.40-1.50 凍結防「k品 W --15 

ブラシーラー 口東化成工業（株） 
EM -iS 

ホワイ ト， ブラ，ク 
ほか2 色 

333α二カートリッジ 
チュ一ブ 

1.50 (b0og, l000g ) 
18‘石油缶入 

ハイケミ コーク 
（株）ノ、イ ケ ミ カ ル 

# 5000 
ホワイト 18‘缶 1.4--1.5 

（株） 服 部 商 店 サンシ一ル＃5001 

オ－ 
k- 

一 

グ 
レ 

調 

 色ホ
 叩口ワ

 フ‘

一 

カ 

ュ ッ‘ 
 缶ジ一

チり18 

1.45 

ポスチックジャノ‘ン 
ボスコシ一ル桝10 

（株） 
白 18 9 i 1.47 

三 星 産 業 （株） 三星ッールAC 白 18‘餌入 1.50 

スターシール 
明星チャープル （株） 

Y -60 
18，缶 ホワイ ト， グレー 
320cr.カートりッジ 

1.00 

320meカートリッジ ソニーケミカル （株） L 6400 白 26加缶 1. 55 エマルション型 

シャ一プ化学工業（株） 7 ク リ コ ホワイ ト， グレー 18 0 缶 
333cr.カートリッジ 1.55 

山内ゴム工業（株） 

L' 
ッ 
プ 
ッ 

一 一 ●・ 
ラ・505~ 

8(0
~~ N 

白，グレー 18 9缶 
330ccカートリッジ 1.50 

N ＝凍結防止品 

・hー 

 一フ，

ッ 

ッ 

（ 一一 
6ラ60~ 

0[0
~~ 

N 

白，グレ一
 18，缶 

330c工カートリッジ 1.50 
N ＝凍結防止品，一般品 

（株）ノーべル樹脂化学 ニューコ一一ク ＃301 白，グレー 

q→・】 

一 

・hl 

Jン 

鶏 

リ 

ッ 

1.40 
ク ，高級品 
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S BR 系シー リ ング材 

SBR シーリング材はSBRのラテックスを基剤とし,充てん剤などを加えてペ・ースト状とし 

た水性シーリソグ材である。硬化は水分の蒸発とともに始まり充てん剤などを合んだゴム粒子が 

集まり融着し合い，徐々に部分的な架橋反応が進みゴム弾性体となる。性能はアクリルシーリン 

グ材よりも柔らかく，ゴム弾性があり，油性コーキング材と弾陛シーリング材の中間に位置づけ 

られる。 

〔特 徴〕 

・低粘度でしかもスラソプがなく押出し性がよい。 

・一時的な湿潤面にも施ェができるが，常時水につかる所へは使用できない。 

‘指触乾燥が速く初期硬化が比較的早い。 

・硬化前は水に弱く，施工直後の雨には流される。 

・0℃以下では施工できない。 

・硬化後10数％の体積収縮がある。 

・モジュラスの経年変化が少ない。 

〔取扱い上の注意，用途〕 

取 扱 、、 土 の 注 意 主 用 途 

・下地はきれいに清掃し，必ずブライマーを使用する。 

・わずかな力で流動するためにへら押えの際，力を入れ過ぎ 

ると目地からはみでる恐れがある。 

・硬化収縮を考慮してへら仕上げをする。 

・指触乾燥が速いのでへら仕上げは早めに行なう。 

・水性であるために降雨に対する十分な配慮を行なう。 

・0℃以下では施工しない。 

・サッシ回り 

・PC 板の目地 

・ALC 板の目地 

〔貯蔵安定性〕 

保管は5。 C -40。C以内で行うのが原則であり，貯蔵安定性は6カ刀である。凍結融解を繰り返 

すと再使用でさなくなることがあるので凍結には注意を要する。 

会 社 名 商 品 名 色 容最・荷姿 混合比 比 重 備 考 

日木合成ゴム（株） 

-
 

一フ J
 
S
 
R
 

ソ
 

ン
3
 

ト
印
 

グレー 22句缶入 1.40 

ク 360W 白 ク ク 
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~ ブチルゴム系シーリング材 ~ 
「 

ブチルゴムシ～ーリング材は合成ゴムの一種であるプチルゴムを主成分とした1成分形シーリン 

グ材であり，施工後，配合されている溶剤が蒸発することによって硬化し， その性能を発揮す 

る。 

一般的に建築物の外壁目地に使われることは少なく，盲目地や二次防水的個所,ブチルゴム系 

ルーフィング材の継目，船舶, コンテナー関係の需要が多い。 

〔特 徴〕 

・貯蔵安定性にすぐれている。 

・耐候性，耐熱性，耐寒性が良好である。 

‘多くの被着体に対して適応する。 

・表面乾燥が早くホコリの付着が少ない。 

・モジュラスが低く，はく離を起こしにくい。 

・ほかのシーリング材に比較して収縮が大きい。 

・硬化剤は溶剤が含まれているので引火性である。 

・耐油性，耐溶剤性が悪い。 

〔取扱い上の注意,用途〕 

取 扱 、、 上 の 注 意 主 用 途 

・火気のそばでの作業をさける 

・粘度をさげるため灯抽，シンナーなどを混合しないこと。 

・溶剤を使用しているため,肉やせがある。 

・耐油,耐溶剤性が悪い。 

・材料に含まれる溶剤の種類によっては労働安全衛生法の 

表示対象に属しているものもあるので，その場合には表 

示されている注意事項を十分に守ること。 

・盲目地，二次防水的な個所， 

ブチルゴム系ルーフィング 

材の継目。 

・自動車，船舶，コンテナー 

関係。 

〔貯蔵安定性〕 

・直射日光を避け冷暗所に保管する。 

・貯蔵安定性は通常6カ月である。 

基材名 会 社 名 商 品 名 色 容量・荷姿 混合比 比 重 備 考 

プ一 

チ
 

ル
 

ゴ
 

ム
 

系
 

（
溶
剤
系
）
 

カネボウ・ 
＝ヌエスシー （株） 

P -3000 グレー， シルパー,黒 
18 4 缶 
500 g カートLP ジ 
320cr. 4' 

1,25 

関西パテ化エ（株） セルッールB 

 新ダ
 茶レ

一 。 
一 

ッ 
ジ 

18 4 缶 
320cr.チューブ 1.30 

鐘紡合成化学（株） 

ゴーレックス 
P -250 黒 18 4 缶 1.10 埋没用 

ゴーレックス 
P -3011 

グレ一一 18 4 缶 1.24 

コ ボンドシールパテ グレー 338cr.カートリッジ 
1.30 18 4 缶 

サ 
ン 

ス 

 畔一
タイ 

工 
業 

如 

ペソギソッール 
# 850 

グレー 18 4 缶 1,49 333;;thカートリッジ 

三 洋 工 業 （株） ブチラー グレー,新茶，ブラウ 
ン， ブルー 

18’缶 
330cr.カート3 ,,'ジ 

1.10 

住友スリーエム （株） りボソッール グレー 
300α二カ・一トリッジ 

1.20 

ブチルシ,－ル セ メ ダ イ ン （株） 
S -620 

グレ一ー 

総 

1.22 

・ヒカイチョー 世 界 長 （株） 
ンーラーRB 

グレー，白 18 3缶 1.10 

192 ー 



プチルゴム系シーリング材 

基材名 

ル 

系 

尋 

剤 

系 

会 社 名 商 品 名 色 容量‘荷姿 1 混合」上 比 重 浦 考 

ノ 二」ケミカル （株） 

L6004 アルミ 

L6020 

フプチルッ－ ラ 
B -lOU 

ク レー，白，7ルミ 380g )一トリッシ 1.2 

テ イ パ 化－L （株〕 ク レー 3318驚一― リッシ 

(4 ) H タレー，黒 m1 1
.3
1 

H 8 #iリマ一エ業（株）ゴムコ… 蘇ーオ1誘ノ 青 20 6 3SOc- 3 畿 
日東イヒ成エ業（株） に峯こタBC 多ぢ；クホ子暮り 蓄鯵一トリッン 

（株）ノ、イケミカル ハイケミコ報20 タレ一・新茶・赤青 I「臨ートリッシ 

末スチックジャノ’蘇） ポスコシール＃310 グレ一 
スターコーキンダ 

明星チャ・チル （株） 
R -40 

グレー, ブラック 
18‘缶 
320ciカートリッジ 

L20 

山内コ一 ノ、工業（株） トッブ1ンーラー＃30 グレー，Utか 
18 8 Ut
330cc.カーI・リッジ 
ほカ・ 

1.20 用途別多品種取揃 

シャーッ化学工業（株） , t,ラり警, 'tyイ 
18 8 
lG0ccカ－トリッジ 

1.12 

三 星 産 業 （株） 一星ン一n一プチノi/ 1 こ慧ー青赤折茶 186 
333cc. カ一トI? -ン 

1.20 

機 浜 ゴ ム （株） ハマf - I37-.~2-C 
330cL カートりッジ 
20句・・、、ール缶 

1.23 

（株）服 部 商 店 サゾシール ＃601 
グレー，ブラック， ッ 
割‘一・新茶・ レンガ 1.25 

驚 

早 川 コ ム （株） 
サン5 , S B -1300 
プーS G -1300 

0cc 

黒“ 

綴
 

（株）ノーべル樹脂化学 ニューコーク ＃201 タレー，各色 

隠 

1
.0
5 土木用,防水用 

種別 会 社 名 商 品 名 用 途 色 備 考 

定
形
ブ
チ
ル
ゴ
ム
系
シ
ー
リ
ン
グ
材
（
テ
ー
プ
そ
の
他
）
 

関西パ テ化上（株） キッ トテープ グレ一,ブラック 各種サイズ 

鐘 栄 産 業 （株） ウノレトラシーラ一 

- 5 %x 5%xlOxn 

畿蕊勲留 

ソニ一ケミ:0 ル （株） ソニ一ソーラン食5001 黒 1 需)< 10翫×50mKか各種サイズ 

明星チ十ーチル （株） スタ一コ－キン年75 白，グンー, ブラック 各種寸法 

山内ゴムエ業（株） 、が瓶V .-8U0 # 760 グレー， ブラック 各種寸法 

早 川 ゴ ム （株） 

（鉄芯入り） 

黒 
15勲鞭<4050%x4~5~% 
2 %x 40%x30m 

10% < 100%× 3100% 

ボスチッ多1，ノくソ（株） けミスコシ一ル＃P250 

ガ・・ 

［ 

レ 

黒 

各種サイス 

世
 
界
 
長
 
（株） 

コ二パート・ー・ンV K 
セカイチョーッ－ ラ-v 

ク VK 
ッーバイテ,ープ 

一 

ク 
fレ 黒ク

各種寸法 

日東化成工業（株） 

ブラシールB-T 
（テ一プ） グレー，ホワイ~ 

プラック 
各種寸法 

プラシールB -R 
（ロ－ブ） 
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油性 コ ー キ ン グ 材 ~ 

油性コーキング材とは，ビヒクルく天然および合成の油脂または樹脂など）ならびに鉱物質充 

てん剤（炭酸カルシウム, タルク，石綿など） を主成分とするペースト状のものをいう。雨水や 

湿気の浸入を防ぎ，また部屋の気密性を保持すろことをおもな日的として建築物の目地部分,サ 

ッシ回りへの充てんおよびき裂の補修などに使用される。 

〔特 微〕 

・扱いやすい。 

・安価である。 

・界面はく離（接着破壊）を起こしにくい。 

・耐候性が劣る。 

・大きな動きの目地に使用できな、、。 

・無皮膜性のコーキング材は汚染性が大きい。 

［取扱い上の注意，用途〕 

取 扱 、、 上 の 注 意 主 用 途 

・夏期，70C以上の温度の金属への使用ではスランプを起こす。 ・窓枠回り 
・冬期，作業性をよくするための灯油などの混入は絶対にさける。 ・打継ぎ目地 

・ 5 -..35℃の室内に保存する。 

・子供，鳥のいたずらに気をっける。 

・使用後の材料の残りは表面を塩化ビニルや，ポリエチレンなど 

のシートでおおう。 

・多孔質の被着体では，汚染に気をっける。 

〔貯蔵安定性コ 

貯蔵安定性は通常6カ月であるが，冷暗所に保管すればそれ以上も可能である。しかL，メー 

カーにより夏用，一般用,冬用などにわかれているのでそれぞれの区分に合わせて使用しなけれ 

ばならない。 

会 社 名 商 品 名 色 容量・荷姿 混合比 比 重 備 考 

（株）エ一ビーシー商会 ABC コーキング グレー 騒
 

1.44 JIS 指定製品 

小野田建材（株） ュニPンコーキング ク 18I缶 1.63 予 

関西パテ化工（株） K コーク 
18 6缶 
333ci カ一トリッジ 

チューブ（1毎,400g) 
L40 新茶（カートリッジ） 

鐘紡合成化学（株） ゴーレックスP -320 ク 18‘缶 1.48 i 's指定製品 

コ ポンドコーキソグ ク 
330c カ一トりッジ 
b0ogチュープ 
18 6 石油缶 

1.40 ク 

サンスタ一イヒ学エ為 
・ペンギンシール 

# 750 
ク 

3
 
~g

-
 

1.47 ク 

三 洋 工 業 （株） スリーコ一キング ク 

186缶 
カートリッジI60cc 
チューブ 320cc 
チュープ 800cc 

1.65 ク 

昭和石油 
アスフアルト （株） 

エパーシール 予 18 6缶 
600ccチューブ 1.60 ク 

世 界 長 （株） ケミ コーク ク 18 6石油缶 
320i8 カートリッジ 

L40 矛 
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油性コーキング材 

会 社 名 商 品 名 色 容量‘荷姿 混合比 比 重 備 考 

セ メ ダ イ ソ （株） ポリコーク グレ～一 
333cc' カートリッジ 
500gチューブ 
3‘缶18‘缶 

1.46 i 's 指定製品 

テ イ パ化 工 （株） グレインコ一 ト ク 
333c,a lOOcc, 350cc 

カート リ ッジ 
18 8 缶 

1.6 ク 

東亜応用化工（有） ポリシール＃100 グレ,-，白,ブロンズ 26kg 1.5 ク 

（株）東京ポ一ス工業社 ホ一スコー一ク グレ― 

10 8 缶 

鵬器隠チュ一ブ 
カ,－ト りッジ 

1.45 

一
一
 

‘

】

 

コ

 ッ 

一

 

‘
 

タ
1
 

日東ポリマー工業（株） 
0
 
0
 
C, 

ダレ一1 ホワイ ト 18だ8SOOc 4～。恐I鷺 

日本添加剤工業 （株） ソプインコーク グレー 188 (26即） 1,46 JO S指定製品 

（株）ハ イ ケミ カ ル ノ、イケミコ一ク ク lI臨ートリッシ 
ポスチックジ中パン 

（株） 

ボスコシ,一ノレ 
# 300L 

ク 18 8 缶 1一50 ク 

三 星 産 業 （株） 三星コ一キン 

18 8 毎 9I 餌 
800ciチ ュープ 

ク 
S00c二チューブ 
360c,c.カートリッジ 

1.50 ク 

ス夕ーコーキング 
明星チャ一チル （株） 

B -20G 
18 ●缶 
320cc カートリッジ 

1.50 ク 

（株）服 部 商 店 サソシ一ル ＃101 
チューブ 呈レー・新茶・ レンガ 
カ,ート リ ッジ 
18 8 缶 

1.50 予 

（株） ロ木化学研究所 ニッカシール グレ一－ 
25加缶 
550gカートリッジ 

1. 40 

口東化成工業（株） 一フ
 

「・・
 

シ
 

ル－ 

一

 

「 ノ 
ク・
 

キ
 

一フ
 

一
 グ－ほ 

一5 

1
 

k' 
ク
 

レ
 

レ
か
 

・色 

10 8缶 
3 33cc カートリッジ 
チューブ 

500g looog 

1.50 

シャーブ化学工業（株） 
一 
一
 ッ

 
ビ
 

レ
。
 

」
ガ
 

鵬
 

ン
P
 

「
 

一 

18 8 
360ccカ一トリッジ 
800, S'10c チュ十－ブ 

1,44 J Is 指定製品 

（株）ノーべル樹脂化学 ニューコーク 1101 グレー，各色 
18 8 缶 9 ’缶 1.40 ク 
5oogカ,－トリッジ 

そ の 他 

基 材 名 会 社 名 商 品 名 色 容量・荷姿 形 状 比 重 備 考 

〈

口

 

成
 

ム
山
 

コ一一 －
コ
 

レ
 

ム
 

住友スリーエム（株） 
“

ソ

 

一
 一フ

 タ

 ト
 

ン
 

一

 

E
 
0
 
0
 

赤褐色 晴
』
 

1.02 

合 成 ゴ ム 
(7 ク リルゴム） H東化成エ業 （株） 

フラッーラ一 
AN -100 

・

'

I' 
，可－ 

k' 

ワ

・

ゾ

 

33
プ
 

』
 

カ一ソ 
”・・ ウ 

ジ
 

L' 1.39 

定型ゴムシーリング 
(EPT ・NBR ) 

予 マジッ クシ一ル 予 各種寸法 
建築用，内燃機用 
重弱電機用 

関西 シ ー リ ン クにL 事業協 同組合会 員 

土 木 建 築 の 総 合 防 水 工事責任施エ 

株式会社 ノ ソ ェ 技研工業 

代表取締役 

本 社 〒547 大阪巾平野区長吉長原東11 6 -10 

TEL 06 (708 ) 7 6 5 1 （代ノ 
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躍進する光栄クルー・プ 
hI 

’」 

富監 

I 

・血 

.
）
舞
罵
響
囀
勝
「
 

範
 

薫鱗‘ 

曹 

護
繊
麟
総
 

難
遺
 

一
 

、
 

」
一
 

叫
丑
一
 

謙，J」、〉、こ 

巴二 

l線 
ミ灘 

灘 

‘」漬一‘に烈で二臓一－ゃ‘ 」 

毎‘に“・ら ー‘一’i『一’り‘、“ー 

製
 

ヲー・をFニ強A→ニー一 

i講 

Er 
・可」“ 一 

◆防水工事，シーリング工事一式 

光 栄 ：:i二 業 株 式 会 社 
〒177 東京都練馬区上石神井1一432 TEL 03(928)2271（代） 

◆防水材，シーリング材，販売一式 

光 栄 商 事 株 式 会 社 
〒177 東京都練馬区上石神井1一432 TEL 03(928)5811（代） 

◆バックアップ材，パッキン他加工一式 

光 栄 加 工 株 式 会 社 
〒177 東京都練馬区関町1 -46 TEL 03(920)2671（代） 

◆工具一式，安全用具一式展示販売 

光 栄 シ ョ ー ル ー ム 
〒177 東京都練馬区上イi神井1-432 （光 栄 ビ ル 1 F ) 

防水およびシーリング工事の施工、材料、副資材の御用命 

はー貫したシステムの光栄グループへ 

代表取締役 内 田 鴇鶴 
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昭和54年度 日本シーリング工業会機構表 

相
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長 

理
 
事
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浜

ゴ
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囲

 
西 狩 青 渡 岩 伊 

野 木 辺 崎 藤
 
憲

太

郎

 

一
 郎

 

副 
A 一 
A 
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理
 
事
 

日
東
ボ
リ
マ
ー
工
業
囲
 

東

芝

シ

リ

コ

ー

ン

脚

 

理
 
事
 

サ
ン
ス
タ
ー
化
学
工
業
囲
 

同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 

信
越
化
学
工
業
開
 

住
友
ス
り
ー
エ
ム
囲
 

昭
和
石
油
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
開
 

口
本
添
加
剤
工
業
開
 

保
土
谷
建
材
工
業
脚
 

セ
メ
ダ
イ
ン
脚
 

脚
ェ
ー
ビ
ー
シ
ー
商
会
 

ト
ー
レ
・
シ
リ
コ
ー
ン
掬
 

世
界
長
脚
 

山
内
ゴ
ム
工
業
脚
 

名
古
屋
支
部
長
畿
男
卿
ー
ン
開
 

大
阪
支
部
長
 
テ
イ
パ
化
工
翻
 

同 

福
岡
支
部
長
離
講
工
業
脚
 

監
 
事
 
ポ
ス
チ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
卿
 

同
 

小
野
田
建
材
醐
 

同 

三
洋
工
業
囲
 

北
海
道
支
部
長
麓
鄭
加
ー
ン
掬
 

仙
台
支
部
長
露
穀
認
工
業
 

広
島
支
部
長
謝
家
鄭
雪
 委員会構成表 

葡i苔一一一～一旦一～一令
総 務 委 員 会 

委 員 長 

サンスター化学工業囲 

副 委 員 長 

(l ェーー ビ ー シ ー 商 会 

技 術 委 員 会 

広 報 委 員 会 

昭和石油アスファルト囲 横 浜 ム （周 

東芝 シ リ コー ン 卿 日 本 添 加 剤 工 業 q!I, 

調 査 委 員 会 信越化 学 工 業 囲 

シーリンク’管理士検定委員会 日束ポリ マー工業脚 

分科会構成表 

ポ ス チッ ク ジ ャ パ ン 脚 

セ メ ダ イ ン 脚 

一－ー一～ にプ ノ、 

分科会 ～～一～~～一～! ~ 

シ リ コ ー ン 

変成シ リ コーン 

ポリサルファイ ド 

ポ リ ウ レ タ ン 

幹 事 副 幹 

トー レ・シ リ コーン（I」Iり 

事 会 員 数 

口本合成化学工業囲 

日 本添加剤工業脚 カネポウ・エヌエスシー囲 

13 

18 

住友ス り ーエム脚 囲ユー ビーシー商会 25 

保土谷建材工業脚 

アク リ ル・SBR 世 界 長 囲 

日 本 シ ー カ 開 29 

ブ チ ル 

油 性 

山 内 ゴ ム 工 業 囲 

三 洋 工 業 (*) 

日 本 合 成 ゴ ム 囲 

ソ ニーー ケ ミ カ ル 囲 

星 産 業 囲 

17 

13 

17 
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日 本 シ ー リ ン グエ業会 

会 員 名 簿 

本部・支部所在地 

郵便番号 電 話番号 所 在 地 

東京都千代田区外神田2-2 -17 共同ビル 101 (03)255 2841 

札幌市中央区」ヒ3条西1丁目鷲勢望り開札幌営業所 060 (011)214 2586 

仙台市萩野町3-1 -8 ョコハマゴムエ業品東北販売囲内 983 (0222)94 0437 

東京都千代田区外神田2 -2 -17 共同ビル 101 (03)255 2841 

名古屋市中区錦1 -17-13 名興ビル横浜ゴ含雛支店内 460 (052)231 4321 

大阪市東淀川区淡路新町2 東淀川工業協会内 533 (06)322 1929 

広島市大手町2-7-10 広島三井ビルトーレ’離蘇謂 730 (0822)49 7811 

福岡市博多区綱場町2一2 福岡答志隣工業開ネ冨岡支店内 812 (092)291 8442 

~~~~～一～~～区 分 
本・支部名 －~～一～

本 部 

北海道支部 

仙 台 支 部 

東 京 支 部 

名古屋支部 

ワDl 

gl 

"p 

立
口
 

立
口
 

立
ロ
 

支
 
支
 
支
 

阪
 
島
 
岡
 

大
 
広
 
福
 

1． 正 会 員 ヒ， 

所 在 地 郵便番号 電 話番号 

東京都板橋区大谷口北町3-7 

1! 千代田区永田町2-12-14 

！ノ 中央区銀座3-2 -19 建築会館 

H 千代田区平河町2-8-2 ユターナルモーヴィノレ 

I！ 品川区西五反田7 -22-17 東京卸売セソター内 

173 

100 

104 

102 

141 

(03)972 4929 

(03)507 7189 

(03)564 6361 

(03）加3 4701 

(03)494 2741 

東大阪市日下町3 -7 -36 579 (0729)82 2131 

東京都渋谷区南平台15-13 帝都渋谷ビル 150 (03)463 1841 

// 中央区日木橋室町4 -5 近三ビル 103 (03)245 6937 

ノノ 港区三田1-3 -36 108 (03)453 9301 

I！ 江東区亀戸6-加-7 136 (03)685 3451 

大阪府堺市築港浜寺西町13-12（堺市化学工業団地内） 592 (0722)68 0321 

東京都品川区南大弁1一7 -4 140 (03)761 4291 

I！ 中央区日本橋本町2一2-2 103 (03)661 4931 

大阪市西区西本町2一5 -19 ＝ューオカザキパシビル 550 (06)541 1931 

東京都世田谷区玉川台2-33- 1 158 (03)709 8240 

ii 八王子市狭間町1456 193 (0426)61 1339 

Iノ 千代田区九段北1-13-5 日本地所ビル 102 (03)230 8564 

I, 渋谷区道玄坂2-10-7 新大宗ビル 150 (03)462 5161 

Iノ 品川区東五反田4 -5 -0 141 (03)445 1311 

I, 中央区日本橋室町1-6 103 (03)279 0441 

H 千代田区平河町2一4 -16 平河中央ビル 102 (03)230 4311 

大阪市東区道修町2-27 541 (06)204 2431 

“ 東淀川区下新庄町2-263 533 (06)328 1118 

香川県坂出市室町1 - 3 -32 762 (08774)6 2185 

東京都荒川区西日暮里2-45-2 116 (03)801 1151 

“ 港区新橋3一3-9 阪急交通社ビル 105 (03)503 8951 

F, 中央区日本橋室町2-8 三井ビル6号 103 (03)243 1572 

会 社 名 

アサ ヒ ボ ン ド工業囲 

囲ェー ビーシー商会 

小 野 田 建 材 ( 

カネボウ‘エヌエスシー開 

開
 
卿
 
開
 

学

工

 

ヒ

ヒ

 ム
 

成
 

テ
ゴ
 

合
 
パ
 

ニ 

ー
 

紡

西

 ー
 

鐘

関

栗

 コ
 

シ （m 

サンスター化学工業開 

三 洋 工 業 (t1 

シ ャープ化学工業醐 

昭和石油アスファルト（掬 

信 越 化 学 工業(I 

新 東 洋 合 成（掬 

住友ス リ ー エ ム（制’ 

ー ポ ン ド 

学 工 業（称） 

長 （隣） 

メ ダ イ ン （用 

リ

化

界

 

ス

鉄

 

ケ ミ カ ル 轡’ 

大和高分子工 業（I朱） 

田 薬 品 工 業 囲 

イ パ 化 工 輸 

亜 応 用 化 工( ) 

脚東京ボース工業社 

東芝 シ リ コ ー ン 嚇） 

トーレ・ シ リ コーーン囲 

．一 ~ 

醐

製

世

 セ
 
ソ
 

武
 
テ

東
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囲 日 興 社 東京都江東区白河4一9-5 135 (03)642 7103 

日 東 化 成 工 業（株） 大阪市住吉区大領町5 -74 558 (06)693 3561 

日東ポ リ マーエ業囲 兵庫県尼崎市琴浦町75- 1 660 (06)418 7421 

開 日 本化学 研究 所 東京都中央区京橋1- 6 -13 104 (03)564 5161 

日 本 合 成 ゴ ム 囲 ” 中央区築地2 -11-24 104 (03)541 4111 

日本合成化学工業卿 大阪市北区野崎町9-6 東梅田ビル 530 (06)313 3412 

日 本 シ ー カ 囲 東京都港区新橋4 -2 -1 第29森ビル 105 (03)436 6031 

日 本添加剤 I 業（株） II 板橋区前野町1 -21-- 5 174 (03)960 8621 

日 本 特 殊 塗料 卿 ！ノ 北区王子5-16-7 114 」 (03)913 6131 

日 本ペル ノ ッ ク ス醐 H 港区新橋2-6 -5 織田ビル 105 (03)580 8696 

脚ノーベル樹脂化学 埼玉県川口市東領家4 -19-4 332 (0482)23 4511 

婦 ハ イ ケ ミ カ ル ” 品川区荏原7 - 7 -17 142 (03)786 0165 

（掬服部商店 （淀工場） 京都市伏見区淀美豆町705 612 (075)631 3128 

早 川 ゴ ム 囲 東京都江東区佐賀1 -16-10 135 (03)642 9434 

保土谷建材 工 業 卿 'I 港区浜松町1- 18-14 スバックスビル 105 (03)437 9471 

ボスチッ グ ジャパン翻 1ノ 千代田区内神田1 ---13- 7 四国ビル 101 (03)294 4501 

三井 日曹ウ レタ ン(1 Iノ 港区虎ノ門3 -8 -21 第33森ビル 105 (03)431 6193 

三 星 産 業 翻 Iノ 千代田区神田小3'l町3一路 三東ビル 101 (03)292 1961 

明 星 チ ャ ー チル(t ) 大阪府堺市浜寺石津町中1一4-7 592 (0722)44 7500 

山 内 ゴ ム 工 業 脚 I！ 枚方市招提田近2-7 573 (0720)56 1131 

横 浜 ゴ ム （t●） 神奈川県平塚市中原上宿900 254 (0463)32 4815 

ラ サ 合 成 樹 脂 囲 埼玉県草加市吉町4一4 -48 -340 (0489)24 2865 

在 地 郵便番号 電 話番号 

員
 

会
 
名
 

助
 

社
 

賛
 

2
 

会
 

研

淵

 

旭

化

鐘

 ュ
乍
島
進
 

チ
 

日
 
力
 
キ
 
レ
 

自

囲

大

大

 タ
 

、
、
夷
 

本

本

 

日
 
［口 

東京都千代田区有楽町1-1-2 日比谷三井ビル 

II 港区西新橋3 -6 一5 入江ビル 

/1 港区元赤坂1 - 3 -12 赤坂センタービル8F 

'I 千代田区岩本町1-1 -8 カツラギビル 

If 荒川区西日暮里2 -24-14 

I！ 北区東十条3 -13-19 

Iノ 北区浮問1-4 -3 

100 

105 

107 

101 

116 

114 

115 

(03)507 2957 

(03)432 7654 

(03)405 1011 

(03)862 6961 

(03)803 1411 

(03)912 8447 

(03)968 1211 

大阪市東区平野町1- 29 541 (06)231 8751 

東京都中央区日本橋房殻町1 -33- 6 103 (03)669 9471 

I！ 中央区日本橋本石町3 -6 日本橋室町ビル 103 (03)241 1845 

大阪府吹田市南金田1- -4 ---46 564 (06)385 3886 

東京都港区西新橋1一3-12 日石本館内 105 (03)502 1561. 

'I 中野区中央1 -12-9 164 (03)369 0215 

II 荒川区西日暮里5-7 -6 11.6 (03)806 0175 

ノI 港区西新橋1一1 -15 物産ビル別館 105 (03)502 1466 

!I 墨田区業平4一4 -11 130 (03)625 3370 

卿
 
岡
 
岡
 
開
 
会
 
開
 
脚
 
掬
 
卸
 
脚
 
卿
 
囲
 

ル
 
業
 

業

学

業

 ル
 
業

学

 

ウ
 
ァ
 

工

業

商

丁

 工

化

工

 
一 
工

化

 

タ
・
え
山
和
商
“
に
わ
」
「
 

マ
 

口本パックアップ工業囲 

口 興 産 

（株） 野 村 事 務 

フ ョ ー （閑 

卿
 
所
 

野
 

3‘ 北海道支部会員 ！S 

会 社 名 

(Hi)エー ビーシー商会 

小 野 田 建 材 

三 洋 工 業 

信 越 化 学 工 業 

」 セ メ ダ イ 

所 在 地 －郵便番号~ 電 話 番 号 

札幌市中央区南二条西13-329 柴田ビル 060 (011)231 7904 

If 中央区大通西14丁目 山田ビル 060 (011)221 5855 

I! 白石区南郷通21丁目南14 061-01 (011)871 5155 

Iノ 中央区北一条西5 丁目 北一条ビル 060 (011)221 6471 

'I 巾央区北一条東9丁目 060 --(011)261 1471 

脚
 
脚
 
囲
 
囲
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札幌市中央区北二条西4丁目 加森ビル 060 (011)221 6331 

中央区北一条東9丁目 

'III 

潮物産ビル内 060 (011)261 8271 

中央区北三条西1丁目 東芝札幌ビル 060 (011)214 2586 

ノノ 中央区北二条西4丁目1 三井ビル 060 (011)231 5281 

II 中央区大通東7丁月12 060 (011)241 5111 

本 シ ー カ （制う 

本 添 加 剤 工 業( ) 

芝 シ リ コ ー ン 囲 

ー レ ・ シ リ コ・ー ン卿 

ョコハマゴム工業品北海道販売(l 

口］ 

日【 

・、r 

4． 仙台支部会員 

会 社 名 所 在 地 －郵便番号 電 話番号 

仙台市一番町2丁目8 -18 仙台中央ビル 

H 一番町2丁目3-32 東ービル 

II 扇町5丁目9-1 

H 木町2 -10-33 第2 オフィスビル 

Iノ ー番町1丁目1-31 山口ビル 

/1 柏木1丁目2-38 柏木町ビル 

980 

980 

983 

980 

980 

980 

(0222)21 5536 

(0222)66 3321 

(0222)92 5311 

(0222)64 2777 

(0222)67 5319 

(0222)71 1106 

東京都渋谷区道玄坂2-10-7 新大宗ビル 150 (03)462 5161 

仙台市国分2丁目2-2 東芝仙台ビル 980 (0222)64 7496 

！ノ ー・番町2丁目3-20 第3日本オフィスビル 980 (0222)27 9528 

一番町1丁目5一5 日立仙台別館 1

/'I

980 (0222)27 8665 

本町1丁目3 -20 980 (0222)62 5201 

” 萩野町3丁目1一8 983 (0222)94 0437 

CLL 

エ ー ビ ー シ ー商会 

小 野 田 建 材 

洋 工 業 

越 化 学 二I二 業 

昭和石油アスファルト囲 

ス リ ー ポ ン ド 

世 界 長 卿 

東 芝 シ リ コ ー ソ(4 

ト ー レ・シ リ コー ソ( 

ボ スチ ッ ク ジ ャ パ ソ( ) 

開
 

囲
 
囲
 
開
 

三

信

 

開
 

三 星 産 業 ( ) 

ョコハマゴム工業品東北販売( ) 

5． 東京支部会員 

会 社 名 所 在 地 郵便番号 電 話番 号 

アサ ヒ ボン ド工業囲 

( )ェービーシー商会 

小 野 田 建 材 814 

カネボウ・エヌエスシー（」牛） 

鐘 紡 合 成 化 学 囲 

関 西 パ テ 化 工(81 

栗 山 ゴ ム （掛 

（謝 コ ニ 

サンスター化学工業脚 

三 洋 工 業 (81 

シ ャ ープ化学工業囲 

昭和石油アスファルト（称り 

信 越 化 学 工 業囲 

新 東 洋 合 成( 

（株） ス リ ー ボ ン ド 

製 鉄 化 学 工 業 囲 

世 界 長 ($4 

セ メ ダ イ ン く株り 

ソ ニ ー ケ ミ カ ル（株） 

大 和 高分子工業囲 

テ イ パ 化 工 ($4 

($4 東京ボース工業社 

東芝 シ リ コ ー ン 囲 

トーレ・シ リ コーン($0 

($4 日 興 社 

日東ポ リ マー工業囲 

東京都板橋区大谷LI北町3一7 173 (03)972 4929 

If 千代田区永田町2 -12-14 100 (03)507 7241 

/f 中央区銀座3一2 -19 建築会館 104 (03)564 6361 

!I 千代田区平河町2-8-2 ニタ一・ナルモーヴィル 102 (03)263 4701 

Iノ 品川区西五反田7 -22-17 東京卸売センター内 141 (03)494 2741 

Iノ 足立区西加平2一4 -20 121 (03)850 3191 

ノノ 渋谷区南平台15-13 帝都渋谷ビル 150 (03)463 1841 

111

中央区日本橋室町4 -5 近三ビル 103 (03)245 6937 

/ 港区三田1一3 -36 108 (03)453 9301 

II 江東区亀戸6 -20- 7 136 (03)685 3451 

'I 江東区東陽5 -26- 1 小川ビル 135 (03)649 8103 

Il 品川区南大井1-7 -4 140 (03)761 4291 

/I 中央区H本橋本町2一2-2 103 (03)661 4931 

H 荒川区西尾久4一8-10 富士ビル 116 (03)800 4801 

ノノ 八王子市狭間町1456 193 (0426)61 1339 

H 千代田区九段北1 -13- 5 日本地所ビル 102 (03)230 8546 

H 渋谷区道玄坂2 -10- 7 新大宗ビル 150 (03)462 5161 

1ノ 品川区東五反田4一5一9 141 (03)445 1311 

1ノ 中央区日本橋室町1-6 103 (03)279 0441 

/1 千代田区平河町2-4 -16 平河中央ビル 102 (03)230 4311 

ノノ 港区新橋6 -10- 3 遠江ビル 105 (03)431 9357 

埼玉県春日部市梅田2 - 4 -28 344 (0487)54 4411 

東京都港区新橋3 -3 -9 阪急交通社ビル 105 (03)503 5561 

/1 中央区日本橋室町2-8 三井ビル6号 103 (03)246 1642 

II 江東区白河4一9-5 135 (03)642 7103 ,' 

千代田区外神田2-2 -17 共同ビル 101 (03)255 6338 

、ン 
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東京都中央区京橋1- 6 -13 

Iノ 中央区築地2 - 11-24 

I！ 中央区日本橋3 -12---- 1 三木ビル 

II 港区新橋4 - 2 -1 第29森ビル 

104 

104 

103 

105 

(031)564 5161 

(03)541 4111 

(03)273 1381 

(03)436 6031 

II 板橋区前野町1 -21--5 174 (03)965 5731 

II 北区王子5 -16- 7 114 (03)913 6131 

Iノ 港区新橋2 6 -5 織田ビル 105 (03)580 8696 

埼玉県川口市東領家4 -19-4 332 (0482)23 4511 

東京都品川区荏原7一7 -17 142 (03)786 0165 

Iノ 江東区佐賀1 -16-10 135 (03)6昭 9434 

II 港区浜松町1 -18-14 スパックスビル 105 (03)437 9解1 

Iノ 千代田区内神田1-13-7 四国ビル 101 (03)294 4501 

II 港区虎ノ門3 - 8 -21 第33森ビル 105 (03)431 6193 

// 千代田区神田小川町3 -28 二東Ifル 101 (03)292 1961 

神奈川県横浜市神奈川区三枚町299- 5 221 (045)383 4651 

東京都中央区八重洲1 - 4 -21 共同ビル 103 (03)273 1871 

I, 港区新橋5 -36-11 105 (03)432 7111 

埼玉県草加市吉町4 -4 ---48 340 (0489)24 2865 

(54 口 本化学 研 究所 

日 本 合 成 ゴ ム (54 

日本合成化学工業(54 

日 木 シ ー カ (11) 

日 本添加剤 上 業(II) 

口 本 特 殊 塗料(54 

日本ペル ノ ッ ク ス(11) 

岡ノーペル樹脂化学 

ハ イ ケ ミ カ ル 

川 ゴ ム 脚 

保土谷建材工業(54 

ポスチッ ク ジャパン（株） 

三井 日曹ウ レタ ン｛掬 

二 星 産 業 囲 

明 星 チ ャ ー チル翻 

山 内 ゴ ム 工 業(54 

横 浜 ゴ ム 脚 

ラ サ 合 成 樹 脂脚 

6． 名古屋支部会員 

会 社 名 

ユ！ 

所 在 地 

囲ェー ビーシー 商会 

小 野 田 建 材 (54 

カネボウ・ユヌエスシ,ー（54 

網

早

 

電 話番号 郵便番号 

名古屋市中区栄4 - 3 -26 昭和ビル 460 (052)251 4411 

I! 中村区名駅4 -26-23 弁天閣ビル4F 450 (052)581 7411 

!1 中村区名駅4 -17-19 鐘紡ビル 450 (052)581 8959 

I! 西区西菊井町8 -3 451 (052)563 6171 

// 中村区若狭町1 ----27 ニューワカサビル 450 (052)581 4408 

Iノ 緑区鳴海町字母呂後26 458 (052)623 0061 

!I 中区丸の内1 -17-19 長銀ビル 460 (052)231 6568 

II 中村区名駅4 -27-23 新名古屋ビル東館 450 (052)581 6511 

ノ1 巾区大須1一7 -26 音羽ビル 460 (052)221 7611 

/1 東区欠田町8 -20 461 (052)722 3301 // 

千種区井上町34 464 (052)781 3166 

静岡市みずほ2-16-11 421-01 (0542)59 2333 

名古屋市中区栄2一6一12 白川第ービル8 F 460 (052)201 8541 

中村区名駅3 -25- 9 堀内ビル8F 

'-fl 

450 (052)563 3951 

中村区大閣通り2-40 フタバピル 

！ノ 中村区広小路西通3-9 言泉ビル日立化成工業内 

453 

450 

(052)451 8632 

(052)581 2967 

H 中区錦1一－17-13 名興ビル 460 (052)231 7251 

Iノ 東区泉2 -29-19 第2大野ビル 461 (052)931 3390 

/1 名東区一社3 -90 チサンビル 465 (052)703 2061 

I! 中村区名駅'1一2 -28 名古屋第2埼玉ビル 450 (052)561 5401 

Iノ 中区錦1 -17--13 名興ビル 460 (052)231 6221 

コ ニ シ (54 

サンスター化学ーL業閥 

二 洋 工 業 脚 

昭和石油アスファルト（掬 

越 化 学 工 業 欄 

友 ス リ ー エ ム(54 

世 界 長 (54 

セ メ ダ イ ン (54 

信

庄

 

テイパ化工欄 静岡出張所 

東 芝 シ リ コ ー ン(F) 

トーレ・シ リ コーン(54 

日 本 添加剤工業綱◇ 

ボスチック ジャパ ン幽う 

保 土 谷 建材工業開 

三 星 産 業 囲 

星 チ ャ ー チル(54 

山 内 ゴ ム 工 業(54 

横 浜 ゴ ム (54 

明
 

7 大阪支部会 員 3I 

会 社 名 

僻）エー ビー シー 商会 

小 野 田 建 材 開 

カネポウ・エヌエスシー（株） 

所 在 地 郵便番号 電 話 番 号 

大阪市淀川区西中島4 -2 -9 532 (06)303 1171 

If 北区梅田1-8 -17 第一生命ビル6階 530 (06)341 0037 

Iノ 都島区友淵町1 - 3 -30 534 (06)921 1231 
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大阪市東区道修町2-6 

高槻市明田町7一1 

吹田市広芝町15-22 

堺市築港浜寺西町13-12 （堺市化学I業団地内） 

大阪市北区梅田2 - 4 - 9 産経ビル 

I, 北区小松原町2-4 富国生命ビル404 

541 

569 

564 

591 

530 

530 

(06)228 2961 

(0726)81 0351 

(06)385 5241 

(0722)68 0321 

(06)341 6395 

(06)313 4821 

“ 西区西本町2一5一19 ニューオカザキパシビル 550 (06)541 1931 

I, 淀川区西中島4 -1 一1 日清食品ビル 532 (06)305 3131 

II 東区北浜5 -22 新住友ビル第2号館 541 (06)220 8507 

西宮市津門大箇町8-39 663 (07昭）35 1741 

大阪市南区大宝寺町東之丁41 542 (06)251 3555 

I！ 北区西天満5-2 -18 高橋ビル東館 530 (06)363 2071 

/1 東区道修町2-27 541 (06)204 2481 

“ 東淀川区下新庄町2 -263 533 (06)328 1118 

II 東区本町3 -27-1 センバセントラルビル 541 (06)251 6272 

1ノ 北区芝田1-1-4 阪急ターミナルビル9階 530 (06)376 1251 

If 住吉区大領町5-74 558 (06)693 3561 

兵庫県尼崎市琴浦町75- 1 660 (06)418 7421 

大阪市北区野崎町9-6 東梅田ビル 530 (06)313 3412 

Iノ 北区野崎町7-8 高橋ビル北10号館 530 (06)315 7851 

“ 西区江戸堀1-5 -13 日々会館ビル 550 (06)443 6231 

京都市伏見区淀美豆町705 612 (075)631 3128 

大阪市東区北浜4 -6 日生日立ビル 541 (06)202 6341 

H 束区高麗橋5 -45 興銀別館 541 (06）加3 4651 

I! 西区京町堀1 -10-17 大栄ビル 550 (06)443 9721 

堺市浜寺石津町中1一一 4一7 592 (0722)44 7500 

枚方市招提田近2-7 573 (0720)56 1131 

大阪市北区堂島2-1 -43 紀陽ビル 530 (06)345 1421 

コ ニ シ 

サンスター化学工業( 

三 洋 工 業 （掬 

シ ャ ープ化学工業開 

昭和石油アスファルト（閑 

信 越 化 学工 業（掬 

新 東 洋 合 成 囲 

住友ス リ ー エ ム（閑 

製 鉄 化 学 工 業(11) 

世 界 長 （用 

セ メ ダ イ ン （閑 

ソ ニ・ー ケ ミ カ ル琳） 

武 田 薬 品 工 業 購） 

テ イ パ 化 工 囲 

東 芝 シ リ コ ー ン( 

ト・ーーレ・シ リ コーーン（朔 

日 東 化 成 工 業 開 

日東ボ り マー工業囲 

日 本合成化学工業（用 

日 本 シ ー カ 脚 

日 本添加剤 工 業開 

脚服部商店 （淀工場） 

ポスチック ジャパン（掬 

（閑 

保 土 谷建材工業翻 

三 星 産 業 （株） 

明 星 チ ャ ー チ ル俳） 

山 内 ゴ ム エ 業 （目う 

横 浜 ゴ z、 囲
 

8. 広島支部会 

会 社 名 

貝 Iつ‘ 

所 在 ， 地 

（株）エー ビー シー商会 

小 野 田 建 材 脚 

コ ニ シ （執り 

三 洋 工 業 （1牛） 

サンスター化学工業開 

信 越 化 学 工 業（掛・ 

セ メ ダ イ ン 開 

東 芝 シ リ コ ー ン（掬 

トー レ・シ リ コーン（'" 

日本添加剤工業(*)大阪支店 

明 星 チ ャ ー チ ル〈掬 

横 浜 ゴ ム （柵， 

9， 福岡支部会 

会 社 名 

~郵便番号 電 話 番 号 

広島市鉄砲町1 -20 ウユノヤビル3 号館 ~ 730 (0822)21 3096 

” 大手町2一7 -10 広島三井ビル 730 (0822)48 0743 

Iノ 上天満町3 -14 733 (0822)94 8811 

II 曙町4 -50 730 (0822)61 9321 

“ 瀬野川町大字中野字大野3049-13 730 (08289氾 1177 

Iノ 中町7-32 H生広島ビル内 i 730 (0822)48 3931 

Iノ 東雲本町1 -15-22 - 734 (0822)82 1471 

II 大手町2-7 -10 広島三井ビル 730 (0822)47 0951 

Iノ 大手町2一7 -10 広島三井ビル 730 (0822)49 7811 

大阪市西区江戸堀1 -5-13 日々会館ビル 550 (06)443 6231 

広島市比治山町5 -12 730 (0822)63 4461 

H 鉄砲町5 -16 広島サソケイビル i 730 (0822)27 8100 

員 

（田エー ビー シー 商会 

小 野 田 建 材 囲 

カネポウ・ユヌエスシ・ー脚 

所 在 地 I 郵便番号1 電 話 番 号 

福岡市博多区博多駅前3 -10-24 812 (092)451 5541 

// 博多区博多駅前1 -3-2 博多八重洲ビル 812 (092)451 5081 

大阪市都島区友淵町1-3 -30 534 (06)921 1231 
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福岡市南区清水3 -24-19 

ノI 博多区博多駅南4 -4 -17 

H 博多区大字板付866 

815 

812 

816 

(092)551 1761 

(092)451 2229 

(092)581 3438 

H 博多区綱場町2一2 福岡第ービル 812 (092)291 0008 

ノノ 博多区綱場町2-2 福岡第ービル 812 (092)291 8442 

Iノ 中央区大名1丁目5 810 (092)741 7188 

大阪市東淀川区下新庄町2 -263 533 (06)328 1118 

福岡市中央区長浜2-4 一1 東芝商事（株）内 810 (092)721 5211 

ノノ 中夫区天神2-13-7 福岡長銀ビル 810 (092)712 6158 

兵庫県尼崎市琴浦町75- 1 660 (06)418 7421 

大阪市西区江戸堀1-5-13 日女会館ビル 550 (06)443 6231 

福岡市中央区天神1 -14-16 不銀ビル 810 く092)712 4243 

ii 中央区大名2 - 9-25 わこうビル 810 (092)751 7241 

Iノ 中央区天神4 -1-18 サソビル4階 810 (092)781 3361 

ノノ 博多区博多駅前4 -26-11 鐘芳ビル 812 (092)472 2143 

博多区博多駅前3-2-8 住友生命博多ビル I

I- I 

812 (092)473 1647 

博多区中洲5 -6 -20 810 (092)281 7631 

コ 

サンスター化学工業囲 

三 洋 工 業 卿 

昭和石油アスファル ト(l ) 

越 化 学 工 業 囲 

メ ダ イ ン q菊 

イ パ 化 工 姻 

東芝 シ リ コ ー ソ （1牛） 

トー レ ・シ リ コー ン併） 

日 東 ポ リ マ ー工業囲 

日本添加剤工業脚 大阪支店 

ボスチ ッ ク ジ ャ パ ン囲 

保 土 谷 建 材 工 業(84 

三 星 産 業 脚 

明 星 チ ャ ,ー チ ル 朝， 

山 内 ゴ ム エ 業 姻 

信
 
セ
 
テ
 

浜
 

0 シーリングエ事全般 

〇プレハブ防水工事 

〇注 入 工 事 

東京都知事許可（般一51）第9051号 

欝套社 ，目 
難－' 

，鳳r 

代表取締役 堀 江 正 雄 

本 社 東京都練馬区大泉学園町54 87 電話03 (924)2865・2842 

東京事務所 東京都練馬区東大泉町513 オダノビル 電話03 (925) 3 1 0 6代 

出 張 所 群馬県山田郡大間々町原1846 の10 電話02777 ( 2 ) 3 9 8 0 
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在庫豊富 

会フョ 

変成シリコーンシーラントは 

P -8000 を．ノ 

力木ボウ・エヌ工スシーのP - 8 0 0 0は最高の品質 

と評価されています。是非御使用を 

力末出ウシーラント シリーズ 

〇ブ チ ル P -3000 

〇アクリル P -4000 

〇ポリサルファイド P -50d 万 

0ウレタン P - 6000 

〇ー液ウレタン P 6500 
0変成シリコーン P -8000 

h 末ポ’ウ・エヌエスシー株式会社 
'r II I、血巾品‘"lく ’三 －」―.1 ' ~ ~ 1 20 〒bJ'11三L・山I921 -1231 

'I(it ?tI'i '1‘確；rftIiii I ,i; III 2 "1 118 -2 9:102 TEl. '03,263-4701 

名'I‘婦11141.I 'ii 名古I,:山中I引く名駿‘1 1117-19カネボウピ,t1,4 〒‘和TEL 052)583・・8606 

広島111 'II.I 9, り；」ユ山1、川●II I I I I 3 3 9:733 TEL '9822191 7081 

お任せ下さいノ 

列漏＋丿も27'ス 
シリコーン1液2液 

ポリサルファイド 

ウレタン1液2液 

アクリルブチル 

エポキシ注入剤 一 

油性 

本社・建材営業部 

大 阪 営 巣 所 

角型丸棒特殊形状 

ゴムグレイジングロープ 

マスキングテープ 

他副資材 

－括迅速納入 

株式会社 
〒130 東京都墨山区業平4 -・-4 -11 

TEL 03(626)3371脚 

〒532 大阪市1定川区官原5 -6 一10 

TEL 06(395)0201的 
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日本シーリ ンク。ニI：事業団体連合会 

組 織（昭和54年12月30日現在） 

会 長一－ 副会長二 

(2 名） 

一常 任 埋 事（8名） 

－理 事（6名） 

ー監 事（1名） 

―総務委員会 

ー技術委員会 

ー職業訓練委員会 

ー技能検定委員会 

2， 日本シーリングエ事業団体連合会本部・支部所在地 

区 分 

本 部 

所 在 地 郵便番号 電 話 番号 

東京都江東区深川2 -15-23 小泉ビル 135 (03)641-9561 

北海道ッーリ ングエ事業協会 札幌市東区北20条東2-15-14 北海道タイホ一囲内 065 (011)731-6351 

東北シーリング工事業協会 仙台市名掛丁8 大島金属商事脚内 980 (0222)91-2288 

東H本シーりング工事業協同組合 東京都江東区深川2 -15-23 小泉ビル 135 (03)641-9561 

巾部ッーリンダ工事業連合会 名占屋市西区稲生町3 -37- 1 囲志水化工内 451 (052)531-5295 

関西シ一リソグ工事業協同組合 大阪市西区新町南通1 - 6 -17 杉田ビル 550 (06)531-8107 

中国シーリンIくエ事業協会 広島市中広町3-17-16 囲サンゼオン防水工業所内 733 (0822)91-1631 

九州シ一リングエ事業協会 福岡市南区長丘5-11-20 テイパ化工九州販売囲内 814 (092)561-1675 

3， 北海道シーリングエ事業協会々員 2て） 

会 社 名 

固 遠 藤 工 務 店 

琳）片 岡 コ ー キ ン グ 

囲北日本コーキ ン グ 

囲 互 建 防 水 工 業 

サッ ポロ防水工業 囲 

佐 藤 研 究 所 

園シー リ ングサ ッ ポロ 

固 第 ー コ ー キ ン グ 

洋 防 水 工 業醐 

日 光 美 装 

脚濱 建 

フ タ パ 工 業 (He) 

北星 シーール エ 業囲 

北海 コ ー キ ン グ卿 

北 海 シ ール工業尚 

北海 道 サ ンエ業欄 

北 海 道 タ イ ホ ー 

北 眺 防 水 工 業 

山 

固 ャ マ ト 

所 在 地 郵便番号 電話番号 

北海道静内郡静内町末広町2-42 

札幌市西区手稲西野863-11 

苫小枚市啓北町1-7 -14 

帯広市西18条3一3-69 

札幌市北14条西1丁月 磯田ビル 

函館市時任町22-13 

札幌市豊平区中の島1条9丁目 

056 

063 

053 

080 

001 

040 

062 

(01464)2-1651 

(011)664-1488 

(0144)73-4697 

(0552) 7-3558 

(011)731-7486 

(0138)51-3586 

(011)831-8573 

ノノ 白石区菊水1条2丁目 062 (011)812-9121 

帯広市西16条南4 -170 080 (055) 22-5565 

室蘭市高砂町1一3-9 050 く0143)45-4401 

札幌市中央区北3条東5-5 060 (011)261-5676 

1！ 中央区北2条東10-15 すずかけビル 060 (011)231-0046 

1/ 北区北14条西2-15 001 (011)721-1530 

小樽市稲穂町3丁目 047 (0134)23-8271 

札幌市東区北7条東3丁目 065 (011)742-1248 

/1 中央区北2条東9-9 060 (011)251-3648 

” 東区北20条東2 -15-41 065 (011)731-6351 

“ 白石区中央1条6 -126- 1 062 (011)861-2442 

函館市榎本町72 042 (0138)57-1870 

札幌市豊平区美園1条6丁目 062 (011)812-6347 

東

園

 

開
 
囲

業

業

 

工
 

- 105ー 



4． 東北シーリングエ事業協会々員 Iロ 

会 社 名 所 在 地 －郵便番号－ 電 話 番 号 

（株） 阿 部 商 会 

大 島 金 属 商 事 脚 

(*1) 河 北 工 業 所 

仙台市二口町7番32-213 

I！ 名掛丁8 

I！ 宮城野1 - 8 -21 

980 

980 

983 

(0222)22-4676 

(0222)91-2288 

(0222)91-9182 

郡山医療器製 作 所 郡山市大町2-16-17 963 (0249)32-1474 

小 山 商 店 盛岡市大沢川原3-7 020 (0196)22-0291 

仙台高分子 工 業ti 泉市南光台1-72-19 981-31 (0222)33-5613 

（有）タンドウエンタープライズ 郡山市富田町日吉ケ丘129- 2 963 (0249)51- -0161 

中外商エ（掬仙台営業所 仙台市台原4一7-20 980 (0222)71-2171 

ト ッ プ 工 業 僻） 仙台市新寺小路60- 5 980 (0222)95-1766 

(4) 丸 本 工 業 所 Iノ 扇町1--- 3 - 6 983 (0222)94-6662 

5. 東日本シーリングエ事業協同組合員 引 

電 話番 号 

(03)432-5735 

(03)338--10905 

(03)842-1431 

く03)919-9420 

(03)914-1571 

(03)928-0386 

(0255)24-3402 

(0484)63-8693 

（能86)24-7072 

(03)6四一4901 

(03)678-4512 

(03)631-0106 

(03)928-2271 

(03)815-4421 

(03)363-8741 

(0462)74-8851 

(03)713-0191 

(0423)62-6863 

(0473)57-5153 

(03)370-0121 

(03)981-7266 

(03)866-7468 

(0425)26-0231 

(03)373-4630 

(03)815-0508 

(03)964-1901 

(03)925-3106 

(03)389-6863 

(0422)51-2181 

(03)758-0342 

(03)650-5261 

(03)925-0711 

(03)543-8106 

(03)983-9581 

(03)815-3047 

所 在 地 郵便番号 

東京都港区浜松町1-11-11 105 

“ 杉並区阿佐谷北5 -12- 2 177 

” 台東区西浅草2 --15- 9 111 

H 北区豊島2 -20- 3 114 

/1 北区豊島2 -25-11 114 

'I 練馬区上石神井1 -497 177 

新潟県上越市大字荒町453 942 

埼玉県朝霞市溝沼泉水67 351 

栃木県宇都宮市若草町字宮の関2647-22 320 

東京都葛飾区西亀有2 -56- 6 125 

方 江戸川区西瑞江2-24-67 132 

“ 墨田区緑4 -22- 9 林ビル 130 

ノノ 練馬区上石神井1-432-56 177 

I, 文京区本郷2-12-1 113 

” 新宿区西新宿7-16- 3 160 

神奈川県大和市中央林間3-12-11 八干代ビル2F' 242 

東京都渋谷区恵比寿南2 -21--li 150 

ノノ 府中市7537 183 

千葉県市川市相ノ川1 -20-20 272-01 

東京都渋谷区代々木1 -28- 1 151 

I, 豊島区東池袋3-5-7 ユニオンビル203号 170 

千代田区神田佐久間町3 -21 宮地ビル 

'IIl 

101 

立川市錦町6 -28-33 190 

H 新宿区西新宿6 -20- 9 160 

α 文京区本郷5一1-6 113 

I, 板橋区板橋3 -----30- 5 173 

Iノ 練馬区大泉学園町5487 177 

ノ！ 中野区野方3 -26- 6 165 

武蔵野市吉祥寺北町3 -12--iS ブルーハイツB 205 180 

東京都大田区池上7-30-5 146 

刀 江戸川区西小岩1 -27-22 133 

II 練馬区大泉学園町618- 2 177 

“ 中央区銀座7 -14-3 安田松慶ビル 104 

” 豊島区南池袋2-47-6 パレス南池袋505 170 

東京都文京区後楽2-17- 5 112 

社 名－ 

…
フ
黒
藤
上
ゾ
m

元
い
』
葉
栄
業
進
い
栄
協
和
ジ
シ
折
起
一
建
栄
大
大
入
和
萩
田
瞬
都
邦
 

会
 

ル
 

倉
 

住
 

加
 

ロ
 
1
 

工
 

ブ
 

，「・帝 

一 

央
）
ョ
千
H
ヲ
 

ア
 
石

伊

井

口

内

鹿

木

協

 囲

グ

 京

光

 綱
 
興

サ

 山

三

 三
 
脚
 
脚
 
園

清

大

第

大

囲

 同
 
大

大

高

圃

中

東

東

 

岡

社

脚

 囲
 
開
 
脚
 
翻
 
開
 
醐

業

 囲
 
囲
 
囲
 
所
 
囲
 
囲
 
開
 
囲
 
囲
 
ス
 
ト
 
堂
 
囲
 
脚
 
胸
 
囲

業

業

 囲
 
開
 
囲

業

 囲
 
脚
 
脚
 

」」、 

異
 

牲
 

事
 

業
一
 

究
 

ー
 

【 

首
 

耗

レ

 

業

材

材

装

業

業

業

業

『

 工

“

ル

業

弗

業

業

業

水

業

ク

 ン
 

業

業

業

材

興

興

業

業

業

工

課

ル

 ル
 

一
産
 

‘ 

‘ 

工
 

工
 

グ
 

忙
一
 

n
 

4
一 

一7
 

工
 

工
 
】 

一 

一
『
一
建
建
建
材
 
工

水

工

 ン

崎

加

一

工

耕

工

 工
 
興

防

工

 
ッ
ラ
 

工
 
工
 
オ

建

栄

進

興

興

興

代

材

一

 
一 

－》‘ 

リ
 

・ 
シ
 

ま
 

【 

‘1 

シ
 
シ
 

ー
フ
‘
、
ミ
 

ー
建
、
ー
防
 
j

一
了
・
、
一
 

・
・
業
i

イ
1
、
子
1

《
 

一 

1‘一j

建
・
・
、
：
 
：
 

、
1

一
？
、
ー
建
 

一106一 



103 (03)271-01.76 

176 (03)970-3008 

101 (03)264-7458 

120 (03)870-6231 

135 (03)531-7821 

176 (03)948-5160 

940-11 (0258)23-1529 

356 (0492)61-2398 

105 (03)432-8731 

110 (03)834-6696 

135 (03)643-5911 

166 (03)330-9312 

142 (03)787-0360 

151 (03)377-3481 

130 (03)631-4081 

101 (03)861-2706 

郵便番号－ 電 話番 号 

452 (052)502-8935 

921 (0762)42-1281 

930 (0764)33-8966 

410 (0559)21-6061 

460 (052)241-7628 

921 (0762)42--5101 

462 (052)981-2134 

440 (0532)45-8211 

451 (052)531---5295 

422 (0542)82-9823 

424 (0543)46-7859 

453 (052)412-2709 

454 (052)362-4010 

490-11 (0560)44-8021 

481 (0568)21-0794 

464 (052)761-6181 

486 (0568)81-2120 

468 (052)801-1195 

464 (052)721-2211 

464 (052)723-0528 

464 (052)762-1596 

466 (052)731-5059 

450-91 (052)561-4371 

451 (052)524-6141 

420 (0543)45-7281 

462 (052)991-4741 

920-01 (0762)58-4755 

930 (0764)23-3754 

463 (052)791-4465 

500 (0582)73-2761 

453 (052)562-1668 

東京都中央区八重洲1一4 -10 

練馬区中村北2 -20-10 

干代田区神田神保町3 -7 石橋ビル 

足立区千住束2-21-28 

江東区豊洲4 - 4 -2'] 

練馬区豊玉北2 --S 高野ビル 

新潟県長岡市前島町237 

埼玉県上福岡市大宇駒木680 

東京都港区芝大門2一1-8 

I! 台東区台東1一6一3 

江東区佐賀1一9 -14 

杉並区高円寺北3 -31-15 

品川区戸越3 -11- 6 

渋谷区幡ケ谷2-27-9 

墨田区江東橋2 -8 -8 パークサイドビル 

千代田区神田佐久間町2-4 丸和ビル 

Iノ 

Iノ 

Iノ 

Iノ 

H 

H 

H 

H 

/1 

防 水 総 業 ‘甘う 東

囲

 日
 
日
 

東 邦 レ ジ ナ 

軽 建 装 個 

新 建 工 姻 

綱う 日 本 コ ー キ ン ク’ 

ピーシー理化工業脚 

平沢コーキングエ業囲 

北 斗 工 業 姻 

細 田 工 業 囲 

（閑 マ コ ト 

マ サ ル 工 業 姻 

('0)マツダパラウ ォ・ータ 

欄
 
水
 
脚
 
嫻
 

産

防

業

材

 

興

形

 工
 
建
 

矢
山
建
・
青
 

三
 
脚
 
理
 
瀝
 

6‘ 中部シーリングエ事業連合会々員 

所 在 地 

名古屋市西区八筋町347 

金沢市泉が丘2一9一3 

富山市柳町4 -1 -9 

沼津市神田町2 -1508 

名古屋市中区新栄2 -49-22 

金沢市増泉3一7-1 

名古屋市北区志賀本通2 -24 

豊橋市鴨田町52- 1 

名古尾市西区稲生町3 -37-- 1 

静岡市西脇748- 1 

清水市北脇新田328- 1 

名古屋市中村区五反城町3-1 

ノノ 中川区小本本町3 -236 

愛知県海部郡甚日寺町山の浦65 

ノノ 西春日井郡師勝町大字六ツ師500 

名古屋市千種区若水町3 -26 

春日井市六軒屋町5 ---158 

名古屋市昭和区ーツ山1-2 

千種区若水町2-73-2 

千種区都通1 ---33 都マンション302 

千種区本山町3 -9 

昭和区車田町2-8 

中村区名駅3 -10-26 

西区琵琶里町1 -22 

清水市鳥坂327 

名古屋市北区石園町3 --21 

金沢市法光寺町24 

富山市総曲輪4 -10- 4 

名古屋市守山区小幡字小林2984-22 

岐阜市薮10 3 -63 

名古屋市西区松西町2-87 
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.7‘ 関西シーリングエ事業協同組合員 婚 

所 在 地 i 郵便番号 

- - 

電 話 番 号 

京都市伏見区桃山西尾5 612 (075)611-- -2798 

豊中市熊野町3一9-5 560 (06) 849--6886 

豊中市長興寺南4一3 -22 560 (06) 862-4193 

大阪市住吉区杉本町2-109 558 (06) 698-6135 

II 淀川区西中島4-6-30-303号 チサン第5ビル 532 (06) 301-5235 

西区南堀江通3 -13-11 1

/If

550 (06) 531-4814 

北区天満4 - 11-16 530 (06) 352-路95 

守口市梶町1-124- 7 570 (06) 903-0016 

大阪市福島区玉川2 -11-21 ユニロンビル 553 (06) 448-2341 

和歌山県東牟婁郡古座町西向842 649-41 (07357)2-1111 

神戸市東灘区青木5 -18-23 658 (078)411-4418 

大阪府南河内郡太子町山田2673- 1 583 (07219)8-0239 

京都市東山区山科日ノ岡石塚町29-4 607 (075)593-4364 

大阪市東区本町5-4 広和ビル 541 (06) 262-5845 

高松市浜の町18-27 760 (0878)21-3010 

伊丹市荒牧字桑田60 664 (0727)81-5189 

大阪市住吉区万代西2-34 558 (06) 671-2498 

/1 西区京町堀3-3-30 同盟j血言第2ビt-4F405月 550 (06) 448-0450 

'1 大正区北恩加島1-7 - 3 551 (06) 551-0587 

姫路市八代宮前町18-15 670 (0792)97-0658 

徳島市東吉野町3 -12-16 770 (0886)54-3056 

姫路市御立1571 670 (0792)88-8176 

尼崎市武庫元町3 - 5 -26-303 661 (06) 431-8429 

大阪市北区堂島2一1一3 530 (06) 341-8055 

富田林市大字彼方1529-49 584 (07212)3一羽82 

高槻市柱本6 -403-17 569 (0726)73-6956 

大東市寺川2一1-1 574 (0720)71-8951 

大阪市浪速区元町2-97 第3カネイチビル4F 556 (06) 649-4105 

神戸市兵庫区水木通10- 1 - 4 652 (078)577-8575 

大阪市西区靭本町1-6 -2 崎山ビル 550 (06) 441-1384 

大阪市西区靭本町1 - 5 -14 550 (06) 443-7321 

神戸市東灘区岡本4 -4 -6 658 (078)453-2211 

大阪市阿倍野区文の里2一3-15 545 (06) 621-3741 

大阪市北区末広町3-21 星和地所扇町ビル 530 (06) 351-0700 

神戸市兵庫区上沢通り6一1-1 652 (078)511-4501 

神戸市兵庫区水木通8 -2 -7 652 (078)576-0851 

大阪市浪速区東関谷町2-30-3 556 (06) 631-8915 

吹田市南金H 1 -4 -46 564 (06) 385-3886 

大阪市平野区長吉長原東1-6 -10 5好 (06) 708-7651 

/1 都島区都島本通2 -15- 1 534 (06) 924-2536 

神戸市長田区林山町9_-5 朝日マンション105号 653 (078)631-5048 

大阪市城東区野江3一2-2 536 (06) 939-7149 

大阪府南河内郡美原町太井549-5 587 (0723)61-5572 

門真市大倉町16-14 571 (06) 901-0868 

守I-I市八雲西町4 -69 570 (06) 993-4039 

八尾市久宝寺5一4-31 581 (0729)92-3846 

貝塚市小瀬1 -25-34 597 (0724)22-7712 

京都市東山区山科音羽役出町29-14 607 (075)592-7772 
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8． 中国シーリングエ事業協会々員 

会 社 名 

ア イ シ ン 工 業 翻 

青 盛 建 材 囲 

青 山 工 業 （妹） 

旭 建 材 工 業 （16 

同 ア ル フ ァ 工 業 

大阪アルファ産業岡広島営業所 

働 小 野 甚 商 店 

(11)高知特殊止水工事センター 

（株）サンゼオン防水工業所 

(16三洋技建広島出張所 

三 和 防 水 工 業(16 

大 和 防 水 囲 

中国特殊防水産業(;) 

16） ツ キ タ ニ 工 業 

所 在 地 －郵便番号 

広島市楠木町3一6-9 

Iノ 舟入幸町19-10 

1/ 宇品御幸3 -13-11 

733 

733 

734 

電 話番 号 

(0822)38-3883 

(0822)92-3200 

(0822)55-3131 

1ノ 南観音1 - 2 -19 733 (0822)93- 0511 

Iノ 楠木町1-9 -14 733 (0822)91-4566 

中広町2 -25-14 733 (0822)93-6557 

岡山市丸ノ内1 -13-13 700 (0862)25-4868 

高知県高知市天神町18-10 780 (0888)31-7324 

広島市中広町3 -17-16 733 (0822)91-1631 

Iノ 庚午南1-3 -30 733 (0822)71-9317 

/1 東雲本町2 - 4 -21 734 (0822)83-3366 

岡山市矢坂西町7 --36 700 (0862)52-2642 

広島市中広町3 -11- 9 733 (0822)31-9958 

広島県安芸郡府中町本町1-11- 3 735 (0822)82-7019 

岡山市表町2- 6 -21 700 (0862)25-2021 

山(Ti県新南陽市大字富田4530 746 (0834)63-2532 

岡山県原尾島580- 1 703 (0862)72-1221 

徳山市野上町2-15 745 (0834)21-0003 

広島市宝町8 -26 730 (0822)43-7474 

ノノ 舟入町7 -9 733 (0822)32-6155 

Iノ 中広町3 -22-12 733 (0822)91-2629 

日 化 工 材 囲 

ニ ッ テ イ (16 

東 中 国防水 工 業 囲 

長 建 材 （16 

ル エ ス 工 業 

福 建 材 工 業 囲 

森 本 組 

マ
 

防

卿

 丸

株

 

9‘ 九州シーリングエ事業協会々員 

会 社 名 電 話番号 郵便番号 地 所 在 

福岡市博多区博多駅前3 -9- 5 チサンビル内 812 (092)451-1073 

鹿児島市玉里団地1 -73--li 890 (0992)20-5937 

福岡市博多区千代4一5一1 812 (092)611-0426 

鹿児島市下荒田町1 -17- 6 890 (0992)54-2704 

福岡市西区愛宕1-20-14 814 (092)891-2650 

」ヒナし州市小倉南区大字南方409 802 (092)963-1955 

福岡市西区原4 -8 - 11 814 (092)843-3311 

北九州市小倉北区清水1 -12-14 803 (093)581-2655 

II 小倉北区西港町61-13 803 (093)571-4581 

福岡市南区長丘5 -11-20 814 (092)561-1675 

熊本市健軍町小峰2622-20 862 (0963)67-3631 

熊本市大江5-16----3 862 (0963)64-2657 

福岡市中央区渡辺通り2-8 一3 810 (092)741-5050 

福岡市博多区中洲中島町4 -15 812 (092)錯二器留 
佐賀市赤松町11-11 840 (0952)24-0854 

鹿児島市宇宿町3 -39-16 890 (0992)53-7766 

I！ 上福元町168- 2 890 (0992)67-6121 

福岡市西区免10-4 814 (092)862-3331 

“ 西区昭代町3丁目2一5 814 (092)851-0111 

北九州市小倉南区重住2一3 -41 802 (093)941-5441 

鹿児島市永吉町115 890 (0992)57-2535 

福岡県春日市大字春日1606-27 816 (092)595-0983 
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関 連 会 社、 団 体 ― 覧 

1) バックアップ材メー力一 

会 社 名 所 在 地 郵便番号 電 話番 号 

旭 ダ ウ 囲 東京都千代田区有楽町1 -1- 2 日比谷三井ビル 100 03-507-2957 
囲 新 和 商 会 ノノ 荒川区西日暮里2 -24---14 116 03-803-1411 
日本バックアップ工業脚 H 中野区中央1 -12- 9 164 03-369-0215 
フ ョ ー (5 “ 墨rn区業平4一4 -11 130 03-625-3370 

2） 施工用具メーカー 

地 郵便番号 電 話番 号 所 在 

03-552-3611 

03-961-1246 

03-274---0411 

06-418-7421 

06-385-3886 

052-612-7321 

03-669-9471 

104 

173 

103 

660 

564 

457 

103 

東京都中央区新富1-7 -4 阪和ビル 

板橋区双葉町44- 5 

中央区日本橋3-14-1 新新会館ビル 

兵庫県尼崎市琴浦町75- 1 

大阪府吹田市南金田1- 4 -46 

名古屋市南区南野1 -39 

東京都中央区日本橋蛎殻町1 -33- 6 

// 

ノノ 

岡
 
所
 
囲
 
囲
 
囲
 
囲
 
囲
 

業

作

業

「

 工
 
丁
 

社
 

工
 
製
 

マ
 
戊
 
一 

ー
 
j
 
セ
 

竹

野

 工
 
引

化

 ソ
 

会
 

東

本

木

 

大

菅

巴

 日
 
日
 
日
 

工
 

タ
 

ス
 

キ
 

、
、
、
 

業
 

3） 建材関連団体 

団 体 名 所 在 地 ~郵便番号 電 話番 号 

板 硝 子 協 会 

A L C 協 会 

aり化 学 品検査協会 

助建材試験セ ンタ・ー 

コンクリートカーテンウォ 
ール工業会 

全国板硝子商工協同組合連 
合会 

（社）日本カーテンウォール 
工業会 

（社）日本建設材料協会 

（財）日本建築センタ,ー－ 

（財）日本建築総合試験所 

日本建築吹付材工業会 

（社） 日 本サ ッ シ協会 

ブ レ ハ ブ建築協 会 

4） 防 水 団 体 

東京都千代田区丸ノ内3 -3 -1 新東京ビル 

ノノ 港区元赤坂1 - 1 -15 ニュートョビル 

大阪市天王寺区堂ケ芝町12 

東京都中央区口本橋小舟町1-7 太田ビル 

“ 千代田区五番町4 -5 番町第6金井ビル 

I! 千代田区神田神保町3 -4 総合板硝子会館 

I, 港区南青山5 -11- 2 共同ビル（南青山） 

H 

ノノ 

中央区銀座3一2-19 建築会館 

中央区晴海1 -14-16 

大阪府吹田市藤白台5 -125 

東京都千代田区神田和泉町1-6 インターナシa ナルビル 

” 港区南青山5-11-2 共同ビル（南青山） 

II 港区新橋2-10-5 末吉ビル 

100 

107 

543 

103 

102 

101 

107 

104 

104 

565 

101 

107 

105 

団 体 名 所 在 地 

九州アスファルト工事業協同組合 

建 築 ガ ス ケ ッ ト 協 会 

合成高分子ルーフィング工業会 

ゴムアスファルト防水工事業協同 
組合 

福岡市中央区舞鶴2-8 -2 村上ビル 

東京都港区新橋2-11-1 中央建物ビル 

/1 中央区日本橋小舟町1-7 太田ビル 

II 品川区南大井1-7 -4 

郵便番号 

810 

105 

103 

140 

03-212-8631 

03-403-7767 

06-771-7752 

03-664-9211 

03-264-3708 

03-262-6737 

03-409-6981 

03-561-7260 

03-531-6351 

06-782-0391 

03-861-3996 

03-409-1308 

03-502-2641 

電 話番号 

092-713-5263 

03-501-2906 

03-661-4317 

03-761-4378 

- U () - 

名
 

・
‘
 

業

業

業

 



シート防水工事業団体連合会 

西部アスファルトエ事業協同組合 

全国アスファルト工事業協同組合 
連合会 

東京都中央区日本橋小舟町1-? 太出ビル 

大阪市西区江戸堀1-加-11 辻川ビル 

東京都中央区八重洲1-2 一1 新呉服橋ビル 

103 - 

550 

103 

03-661-5787 

06-445-1138 

03-271-5797 

全国塗膜防水工事業団体連合会 II 港区新橋6-13-3 島田ビル 105 03-434-0406 

全国防水工事業団体連合会 Iノ 中野区中野1 -55- 7 藤ビル 164 - 03-369----7351 

全日本プレハプ建築防水協会 II 中央区口本橋蛎殼町1-22-4 直江ビル 103 03-669-0764 

東部アスファルトエ事業協同組合 I! 中央区八重洲1一2-1 新呉服橋ピル 103 03-271-5797 

（社） 日本アスファルト同業会 ノノ 中央区ノ1、重洲1一2-1 新呉服橋ビル 103 03-271-2208 

日 本 ウ レ タ ン建 材協 会 II 港区新橋6 -13- 3 島田ビル 105 03-438-0988 

日本塗布防水工事業協同組合 Iノ 中野区中野1-55-7 藤ビル 164 03-367-1611 

（社） 日 本薬液注 入 協会 II 文京区後楽1一2-7 全逓会館 112 03-816-2681 

東 口 本建設防水協同組合 // 新宿区歌舞伎町2-1 -2 160 03-200-3584 

ェポコールシーラー（チオコール） 

ボリシール＃100 （コーキングフ 

ガラス用パテ 

op シーラー（接着材） 

東亜応用化工有限会社 
代表取締役 池 田 登 

住所 〒762 香川県坂出市室町1-3 ---32 

電話 08774 く6) 2 1 8 5 
(5) 3 2 3 1 

各種シーリングエ事施工 

日本シーリングエ事業団体連合会会員 

関西シーリングエ事業協同組合 

株式会社大阪シール 

代表取締役 竹 田 晋 吾 

住所 〒530 大阪府大阪市北区天満4 -11-16 

電話 06 (352) 2 8 9 5（代） 

2 成分形シーリング材用混練器 

キ タ250填空脱泡ミキスタ 
く特 徴〉 

羽根の型が改良され、山型となり混合時に材料より10m,下にたる 

ため、不完全混合がほとんどな〈 、混合時の空気の混入が減少I. 

た。また反転装置付であり、メーカーの丸缶がそのまま使えるバン 

ド式であるU（捜準型175,: 3l 缶、他はアタッチメントにより 

どの缶も使用可能てす。） 

A 型 
ミキスタ 
Y 8B,000 

、
 

〈特 徴〉 
シーリング相の混合時の空気抜が完全に出来、専用のフタ式タンク 

をかぶせるだけで、真空状態に出来る。30秒毎の反転装置が付い 

ている為、混合不良がない。またメーカーの九缶がそのまま使え 

るパンド式である， 

難 

みし 

250型 ： 
真空脱泡ミキスタ 

( 370,00Q 

え
 

シーリング業界の発展とともに歩む 

ミキスタ工業株式会社 
本 社 東京都中央区日本橋蛎穀町~-33 - 6 

TEL 669-9471 (4-t) 
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シーグング 

編集後記 

☆ 昭和54年の日本シーリング工 

業会は梅沢会長の指導のもと 

に,各委員会の活動方針が明文 

化され，新たに設置された調査 

委員会，東京支部なども含め， 

活動が活発であった。 

☆ 54年初来の第2次石油価格の 

高騰は，世界経済の低迷に拍車 

がかかり，エネルギー動向は54 

年第4半期から55年へかけての 

i 

) 

☆小池迪夫先生が 

大きな転換期を迎えると予想さ 

れており，当工業会も各基材主 

原料の価格高騰，燃料の需給動 

向など予断を許さない環境とな 

っている。 

☆ 広報委員会では,所属会員各 

社に対し，建築業界の動向ある 

いは上記のような経済環境につ 

いて, さめ細かい情報を提供す 

るとともに，需要家各位にシー 

リングエ事の重要性に対する認 

識をより深めていただきたいと 

考え，シーリング17号の編集を 

行った。 

教授に昇任挙 

シーリング材，防水材研究者として著名 血‘'’嚇遮与 

であり，当工業会活動にもこ協力いただ、、 

ている東京工業大学の小池辿夫先生（工学博士）が，昨年12月1日 

付で教授に昇任されました。 

先生には特に昨年制定されたシーリング新JISjうよび, 本年発 

表される予定のJASS改定に関してはこ尽力いただき，シーリン 

グ業界の発展にこ助力いただきました。今後の一層のこ活躍をお 

祈りしたいと思います。 

し、、ノ、」‘‘・、‘"‘ー、一・，“'，‘・ー一、 

' 
、 

III

i 
( 

、 

/ 
、 
L 

】 
、 
I 

~',.一r,_.,...._一，,一へ - ........,,-,”，、一,へ - ..,,,,,ー ........一j 

☆ 今号の内容としては「関連業 

界展望」を主体にI 座談会「欧 

米のシ・ーリング事情I を企画， 

また，清水建設の松本氏には, 

最近のョーロッパ出張に関連し 

「屋根裏部屋で考えたこと」で 

口欧の建物に対する考え方の 

違いを，大成建設の鶴田氏に 

は,趣味のライフワーークとも、、 

える 「キシャキチガイ」なる一 

文を通じ，同氏の幅広い活動を 

知り得ることができ，ともすれ 

ば堅くなりがちな本文の中で， 

一服の凍風を提供していただ、、 

た。 

☆ 昭和55年は公共投資抑制の傾 

向の中で，シーリング業界も楽 

観は許されないが，会員一同一 

致して，これに対処して行きた 

いと思いますので，よろしくこ 

支援をお願いします。 

昭和54年12月10口 

副会長・広報委員長 金子 譲 

広報副委員長 山内雅夫 

広報委員 坂倉征孝 

ノ！ 前田貞美 

シ ー リ ン グ 

SEALING 第17 号 （第12巻・第17号） 

発 行／日本シーリ ング工業会 

東京都千代田区外神田2 - 2 -17（共同ビル万世） 

TEL 03 (255 ) 2841 '-'2 

編 集／日本シーリング工業会広報委員会 

制作協力・広告／新 樹 社 

印 刷／毎 タ 印 刷 株 式 会社 

！壁i 55年1ゼi5fl[J 刷 非 志 
略和55牛l J」20 日発行 フ「 ノlJ 

品 
禁 無 断 転 載 

本誌への広告お申込は 新 樹 社 へ 東京都中央区銀座8 - 15 - 4 

さららビル 雷03 (542) 9 3 2 4 く代） 
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ほ
か
。
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
も
別
士
冗
n
 

B
5
判
一
〇
〇
頁
、
h
製
本
、
定
価
八
〇
〇
円
（
〒
と
も
）
 

断
熱
防
水
の
総
点
検
 

総
点
検
シ
リ
ー
ズ
の
第
十
弾
ノ
 

本
誌
主
催
第
十
回
防
水
技
術
講
演
 

会
の
テ
キ
ス
＋
に
も
使
用
。
現
在
最
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
“
断
熱
材
 

を
複
合
し
た
防
水
層
）
の
諸
問
題
と
そ
の
ゆ
く
え
な
ど
を
掲
載
。
 

小
池
迫
夫
、
小
山
栄
、
金
子
俊
雄
、
鶴
田
裕
。
 

B
5
判
・
五
〇
頁
、
上
製
本
、
定
価
七
八
〇
円
（
〒
と
も
）
 

防
水
と
シ
ー
リ
ン
グ
の
総
点
検
 

総
点
検
シ
リ
ー
ズ
の
第
八
弾
ノ
 
本
吐
や
王
催
第
八
回
防
水
技
術
講
演
 

会
の
テ
キ
ス
ト
に
も
使
用
。
防
水
工
事
の
安
全
管
理
、
新
し
い
防
水
工
 

法
の
問
題
と
展
望
ほ
か
。
巻
末
に
建
築
用
シ
ー
リ
ン
グ
材
の
用
途
別
性
 

能
（
J
I
s

）
の
全
文
を
掲
載
。
嶋
野
源
次
郎
，
松
本
洋
「
、
小
林
孝
 

悌
、
松
村
秀
雄
ほ
か
。
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
も
別
売
。
 

B
5
判
・
一
二
六
頁
、
上
製
本
、
定
価
一
、
 
二
一
五
円
（
〒
と
も
）
 

外
壁
防
水
の
総
点
検
 

総
点
検
シ
リ
ー
ズ
の
第
九
弾
ノ
 
本
社
や
王
催
第
九
回
防
水
技
術
講
演
 

会
の
テ
キ
ス
ト
に
も
使
用
。
建
築
防
水
に
お
け
る
外
壁
の
問
題
、
外
壁
 

の
耐
久
性
・
性
能
評
価
問
題
、
外
壁
防
水
の
事
故
防
止
対
策
と
補
修
例
 

な
ど
外
壁
雨
仕
舞
の
問
題
点
と
提
言
な
ど
を
収
録
。
小
池
辿
夫
、
楡
木
 

堯
、
荒
井
光
興
、
逸
見
義
男
、
茶
谷
正
洋
ほ
か
。
カ
セ
ッ
ト
・
テ
ー
プ
 

も
別
＋
冗
。
 

B
5
判
・
七
〇
頁
、
L
製
本
、
定
価
九
八
〇
円
（
-
T
と
も
）
 

土
木
防
水
の
総
点
検
 

総
点
検
シ
リ
ー
ズ
の
第
十
ニ
弾
ノ
 
本
社
や
王
催
第
十
二
回
防
水
技
術
 

講
演
会
の
テ
キ
ス
ト
に
も
使
用
。
土
木
に
お
け
る
防
水
工
法
の
展
望
、
 

沈
埋
ト
ン
ネ
ル
の
防
水
工
法
の
問
題
と
展
望
、
都
市
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
に
 

お
け
る
防
水
の
現
状
と
今
後
の
方
向
、
山
岳
ト
ン
ネ
ル
の
防
水
工
法
ー
 

現
状
と
問
題
点
ー
、
合
成
ゴ
ム
シ
ー
ト
の
農
業
用
貯
水
池
へ
の
応
用
な
 

ど
土
木
防
水
の
最
近
の
情
報
と
技
術
デ
ー
タ
を
盛
り
こ
ん
で
掲
載
。
吉
 

田
油
一
雄
、
江
尻
隆
雄
、
佐
々
木
道
雄
、
立
石
俊
一
、
海
老
名
芳
郎
。
 

B
5
判
・
五
〇
頁
、
上
製
本
、
定
価
一
、
〇
五
〇
円
（
〒
と
も
）
 

東京都中央区銀座8ー 

電話03(542)9324（代 

大阪市淀川区西中島 

電話06(304)3345（代 

1514きららビノレ 

) 
6-2-3地産第7新大阪407号 

) 

社
 

局
 

支
 

西
 

本
 

関
 

社
 

樹 新
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硬化力卑く、接着力が強い 

ー成分曹殿型 
シーラント 

「スリーボンド 

5241 
I 建築用 

訓.1コーン“シーラント― 

防徴タィプもありまt 
．心 

叫
耳
●
h
》o
戸● 

い
N
●
一
し
 

の一》
ic
o
コ
の
の
の
山
む
コ
《
 

寓食n 」Lがなしりb金の広い 

―成分無酸型 
シーラント 

【ス,」遍延］ 

建策用 

コーン・シーラント 

防汐イプもありまt 

. 

建築用シリコーン・シーラント 

5211・52引の主な特長 

●直射II光、紫外線、ォソ、温 

度変化などに対Lてほとんど影響 

され七 変色Iたり．物性が劣化 

I たりしません。 

’各種の建築素材に対し、優れた 

接着性を示Lまt 

●案温で硬化する常温加硫型のI 

液性シーラントですから、混合や 

加熱の必要カむ〈作業が簡りtで十n 

高温で流れたり低温で硬くなった 

りしないため、原境に関係な〈使 

えまt 

●他のシール削に〈らべて便川量 

が少なくて十み、耐川年数ら長く 

い一珪でも美しい外観と1'I'能を保 

つ、いわゆる機能ライフの延」乏を 

‘たらし、施I…・旋L片双方にと 

ってきわめて経済的ですJ 

●7種類の標準色力物り、ド地に 

合わせて自山に色が選べま七 

地震I三国ペルーにあって．インカ 

帝国サクサワマンの城塞は教世紀 

のI川、その成容を保ち-'-Iけてき 

まLたこの驚くべき耐久・「1三の秘 

密は、 多角形のイiがカミソり1枚 

通さぬ、まさに吸いつくように・kI」 

‘，れていることにありま寸。つまり 

完全にシーリングされた状態にあ 

り、さまざまな要囚による風化作川 

を防いできたのでt 

麟 

二m 
「三： 

「喜・ 譲 

F曇 

争 

~~‘ 

現代建築において‘、このシーリン 

グの示要性は変わりません．防水． 

防峨の技術がI:‘ルの強I虻，耐久竹L 

美観を決定し、冷唆房の効率化を 

もた‘，しま七 これらシーリングI二 

’ドに‘っと‘適した新Lい業材、そ 

‘は‘シリコーンで-I-, シール削研究 

2(1年の技術から生まれた．スリー 

ボンド・シリコーン・シーラントは現 

代建築を完噛な‘のに仕上げるお 

手伝‘をし士t・ ‘t.、」，二 

ス
リ
ー
ボ
ン
ド
の
シ
リ
コ
ー
・
シ
ー
ラ
ン
ト
は
 

現
代
建
築
に
こ
の
完
璧
さ
を
も
た
ら
し
ま
亥
 

レ (
 

とつ・． 

I
 

ン‘ 

《ソ 
1( 

'' 
t

一 

~ 
' 

》寧一 
「か 

、 

叫
《
け
 

' 

、 

ー、哺r、 

『

、

一

 

,
1
1
 

細
 

・

‘

r

 

、
 

一
 

《
 申

 

・』，，“を‘ 

j 

力
ミ
ソ
リ
1
枚
も
差
し
こ
め
な
い
ー
・
イ
ン
カ
帝
国
サ
ク
サ
ワ
マ
お
城
塞
。
 

, 

・

 

《
 

」
 

ThreeBond 
欝 

’土会の＝ ズI 応え‘ 

畿スリーポンド 
ホ吐J観“＾王子市敏MIr'S4T(L04川“】I’割代甲旧 
'”ービスW全“●和良”慌 

北海道事桑部・．011(271)H30 〒 040 
車北事集部・廿0222(71)1106 〒 980 
北関東卓業部・U02761(4)1221 〒 374 
案閲東申業部・．03 (342)3911〒 160 
西間市事業部・廿0126(61)1333 〒 193 

資 料 
踊求鼻 

2 

近．**09・ 06 (344)6321〒 530 
兵庫事県部・”078(251)1281〒 651 
中園国事章●・”（用22(45)2481〒 130 
九州事業部・”093(551)0135 〒 802 

..0462(23)3260 〒 243 

..045(641)85I2 〒 231 
・ft0545(52)5175 〒 4(7 
・．052(96I)73II 〒 460 
・”07756(3)92lI 〒 525 

部
部
郎
郎
郎
 

乗
業
桑
桑
霧
 

事
事
事
事
事
 

倶
浜
海
部
溢
 

相
横
東
中
京
 

-- 115ー 



確かな品質、信頼できる製品 

⑧ 
許可番号579071 

建築用コーキングネかシーリング材 

副ャ・じ副uuuIJレ 
P 一 ~0（油性系）U-75（ウレタン系）M（変成シリコーン系） 

S（シリコン系）T-35（ポリサルファイド系） 

アワIIコ （アクリルェマルジョン系） 

コ男り（ブチルゴム系） 

sてジャー訓と学工業株式会社 
本社ノ堺市築港浜寺西町~3 I2’〒も92 費 0722(68)032 ~欄 

●東 京ノ△03(649)8I03閥 ●名古屋ノ費052( 892) 2338 

IT'S JUST SEALANT. 

エル -J(-ll-Jレ アク男IIース 一，
 

』准： 乾性油および不乾油などの油や右油謝脂、 ァクIJ ルユマルションをベースにした“コ 

タルクなどを混ぜて練り合せ柔軟性のパ ーキング材で、長期にわたり柔軟性を失 

テ状にした油性コーキング材です。 うことなく、その性能を十分に発揮しま 

響 

謡喜靨 
寺 

ユーゼりト フジ・チオコ→レ 
'' 

液状ポリサルフγイ ドをベースとした2 

成分型のシーラントで、構造物の変位に 

追随し、日光，油薬品等によく耐えます。 

ウレタンエラストマーの特性を活して、 

シーラントとしての要求を満たし、且つ 

優れた諸性能を有する2成分型のシーラ 

ントです。 

,
 

・噂 」
・

」

 

，郵 
霊－」 

L亀 

昭和石油アスフアJレト株式會社 
東京都品川区南大井1丁目7 番4 号 （51) (761)4z91（代）T148 

東京都晶川区南大井1丁目7 番4 号 （斑）(7 (11) 4211（イく）〒140 
大販市北区梅田町27 (産経ピル） 【06 ) ( 341) 63妬（代）〒53o 

名占屋市中区丸の内1-17-19(長銀ビル） (052)(231)6 568 ：〒 4印 

新 潟 市 平 和 町 ‘ の 1 (0252)(74 )7561(代）〒950 
福岡市博多区綱場町2--2（福岡第ーピル） (092)(291) 0 0 0 8 〒 812 

仙台而一替町1 - 0 -31（山口ビル〕 102221 1,7) 551 9 〒 980 

社
所
所
所
所
所
所
 

業
業
業
業
長
提
 

鷲
踏
難
 

本
東
大
名
新
福
仙
 

- 116一 



I 

1

犀y 

青確かな技術 な実 
工法に対 ;tするサンスターの弾性シーリング材 

建築用シーリング材は、カーテンウォール工法をは 

じめとする建築工法の革新にともない、高度なシー 

ル性能が要求されていま支 

サンスターの建築用シーリング材くペンギンシール 

980・2500、ベタシール169〉は、コンクリート・A LC・ 

金属その他の多くの建築材料に強い接着性をも 

ち、硬化後はすぐれた復元力を示すゴム弾性を有 

していますっしかも、硬化後のシーラントは、耐熱・ 

耐寒性・耐水性・耐候性にもすぐれ、建築物の耐 

久性向上に大きく役立っていま支 

げ
 

一
一
一
（
《
（
「
」
「
 

舞’-

’、 

I 

.~1 
．雄かSEL A b 

16ゴで鳴「 

2 成分型ポリサルフアイド系 

980 

建葉掬 
シーリング討「幸誓1 ニ」二 

シーリング材（硬化剤〕 

2 成分型ウレタン系 

ビル等、様々な建築物に、豊富な 

実績・確かな技術でお応えする 

サンスターの建築用シーリング 

材は、皆様にご満足いただけるも 

のと確信じておりまt 

250。戸 
ペ-Iギンシー」レ 

建築用 
豊成シリコーン 

盲性*シーリンク材〔‘馴】 

2 ・・ ー」 

2 成分型変成シリコーン系 

区 
東 京： 03-453-9301 名古屋：052-581-4408 

サンスター化学工業株式会社 田丁 田：0427-92-0 1 11 静 岡：0542-47-1666 

大 宮：0486-41-2412 大 阪：0726-81 一ロ351 

9Z569 大阪府高槻市明田町7番1号 横 浜：045-753-3490 広 島：08289-2-1177 

Teし（0726)81-0351（代） 札 幌：011-822-1326 福 岡：092-451-2229 



建築用シーリング材標準色 

ブラウン 

7. 5 Y R 4. 5/3.5 

ダークブラウン 

7.5 YR 3.0/1.5 

ホワイト 

N9 .O 

ク。レー 

N 5.5 

ブラック 

N 1 .5 

王卩刷インクの性質上．実際の色調とは異って見える場合もあリます。 


